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調査区遠景（南西方向より）
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火葬墓出土遺物（上)、深橋前古窯跡出土遺物（下）



序

美濃のほぼ中心部に位置する関市は、古代より武儀郡の中心地として栄えてきまし

た。このたび、関市の豊かな盆地を望む丘陵地に計画された、関テクノハイランド開

発事業に伴い、ここに所在する遺跡の発掘調査を実施しました。本報告書はこのうち、

深橋前遺跡・深橋前古墳・深橋前1～6号火葬墓・深橋前古窯跡の発掘成果を記録し
たものです。

今回の調査では、急傾斜地にあえて造られた弥生時代から古墳時代初頭の竪穴住居

跡80軒、後期古墳、士坑墓、奈良時代の火葬墓、この付近で4例目となった平安時代

後期の灰粕陶器窯などを確認しました。これにより、深橋前の地が、生活の空間（弥

生時代から古墳時代の集落）・聖なる空間（古墳時代から古代に亘る墓所）・生産の

空間（古代末期に操業した灰紬陶器窯）として存在していた各時期の様相が明らかに

なりました。

これらの調査の成果により、弥生時代から古代末期に亘る、当地域の先人の足跡を

明らかにすることができました。そして今回の調査をはじめとする記録保存の積み重

ねは、埋蔵文化財に対する関心を高めるとともに、地方における歴史研究に寄与する

ことと確信しております。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまして、多

大な御支援・御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、地元地区の皆様に深

く感謝いたします。

平成15年3月

(財)岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎
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本書は、関市下有知に所在する深橋前遺跡（岐阜県遺跡番号21205-09075）・深橋前古墳（岐阜県

遺跡番号21205-09076）・深橋前l～6号火葬墓（岐阜県遺跡番号21205-09077～09079,09245-

09247）・深橋前古窯跡（岐阜県遺跡番号21205-09080)の発掘調査報告書である。

本調査は関テクノハイランド開発事業に伴うもので、岐阜県土地開発公社から岐阜県が委託をう

けた。発掘調査及び整理作業は、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

発掘調査は、八賀晋三重大学名誉教授の指導のもとに、平成10-11年度に実施した。

発掘調査及び整理作業の担当などは本書第1章第2節に一括掲載した。

本書の執筆分担は目次に示した。また、編集は松岡千年・安田正枝が行った。

遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

地形測量・空中写真測量は国際航業株式会社に委託して行った。

第4章第5節石器・石器観察表については、㈱アルカに委託して行った。

竪穴住居跡および火葬墓・古窯跡出土の炭化材の樹種同定､住居跡・古窯跡出土の残留磁化測定、

火葬墓・士坑墓のリン・カルシュウム測定、黒色地山の放射線測定、住居跡出土土師器・古窯跡

出土灰粕陶器の胎土分析、住居跡出土の筒状銅製品の成分分析、銅雛の成分分析・付着水銀朱の

蛍光X線測定は、㈱パレオ・ラボに委託して行った。火葬墓の火葬壷内の人骨・竪穴住居跡から

出土した人骨の鑑定は、岐阜大学医学部法医学教室の武内康雄助教授に依頼した。

巻頭カラーページの筒状銅製品の復元図は、松岡の原図により、河村干寿が作図した。

発掘調査及び報告書の作成にあたっては、次の方々からご指導．ご協力を賜りました。記して感

謝申し上げます。（敬称略五十音順）

赤津徳明赤塚次郎井川祥子石黒立人伊藤秋男伊藤聡伊庭功上村安生

内堀信雄宇野隆夫黒坂秀樹香藤基生佐藤由紀夫篠原英政鈴木元鈴木敏則

高木宏和田中弘志永井宏幸西田大輔早川万年林原利明早野浩二久田正弘

平田定幸武内康雄松村恵司丸山竜平山中章横田宏横山太郎吉田英敏

和気清章渡辺博人関市教育委員会関市下有知地区連合自治会多気町教育委員会

福井市教育委員会

本文中の方位は、国土座標第Ⅶ系の座標北を示している。

土居及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄1996「新版標準士色帖』17版（日本色研事業

株式会社）による。

調査記録及び出土品は財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1章 調査の概要

第1節調査に至る経緯

蚕シ県
県§

第1節調査の概要1

図1関市の位置

0 40km
ｰ用

昭和62年関市下有知地区に、関テクノハイラ

ンドの開発が計画された。これに伴って実施さ

れた遺跡調査までの経過は、『檀ノ木洞遺跡』．

『砂行遺跡』・「南青柳遺跡大平前遺跡』に

詳述されている。したがって、本節では深橋前

遺跡の調査に至る経緯についてのみ記すことと

する。

計画当初、当該地区に、遺跡は確認されてい

なかった。

平成6年12月6日に、岐阜県教育委員会．関

市教育委員会．（財)岐阜県文化財保護センター

によって実施した踏査の結果、遺跡が存在する

可能性があるとぎれた地点の内、字深橋前と字

小和田の一部の試掘調査を平成9．10年度に行

った。

試掘調査は、遺跡の可能性があると考えられ

たA・B区裾部にトレンチを設けて掘削したが、

B区裾部のトレンチで窯跡の灰原の西端部を確

認した。また、A区裾部では多数の土師器が出

土した。そのため、後者の範囲を確認するため

に6本のトレンチを入れた結果、東丘陵の尾根に6本のトレンチを入れた結果、東丘陵の尾根部までは竪穴住居跡が広がっていることがわかった。

また、B区裾部から西丘陵全域にかけて15本のトレンチを入れ、西丘陵にも竪穴住居跡、灰粕陶器の

出土する士坑が広がっていることを確認した。

これらの結果を踏まえて、平成10年度第2回岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会を開催し、その

結果現在の深橋前遺跡の遺跡範囲の本発掘調査が必要であると決定した。

なお、古窯跡・古墳・6基の火葬墓については文化財保護法第57条の6における遺跡発見の通知を、

岐阜県教育委員会に提出し、遺跡名は「深橋前古窯跡」・「深橋前古墳」・「深橋前1～6号火葬墓」と

決定した。

また、「深橋前遺跡」については、F区のすべてが、字小和田にのびているが、そのほかのA～E

区は字深橋前に存在することから、同様に岐阜県教育委員会の通知により「深橋前遺跡」とした。



2 第1章調査の概要

図2深橋前遺跡調査前地形測量図（グリット区割図）



第2節発掘調査の経過と方法3

第2節発掘調査の経過と方法

第1項調査期間

平成10年4月24口～平成II年12)110日

第2項グリッド設定

グリッドの設定にあたっては、調査前に実施した地形測量終了後、座標北を基準として5m×5m

のグリッドを設定した。図2がそれであり、西から東に向かってl～34列、北から南に向かってc～

V(古墳以外の遺構はすべて中央部付近に集中する。そのため、包含層などの遺物のグリッドが混乱

しないように中央部R行からQ行までを大英字とする｡）とした。

第3項調査区の設定

深橋前遺跡では、発掘調査にあたってA～

F区の6区に分けて調査を実施した。（図3

参照)、この調査区名は、遺構記号と遺構番

号の間に記すなど、本書で多く用いている。

(e.g.SBA01はA区の1号住居跡）なお、

各区の区割りは、立地条件に考慮して、原則

として調査順に示した。各区の概略は次のと

おりである。

A区東丘陵の西向き斜面､洞の入りu方面。

浅い谷状の地形。SBA14は調査中に

確認された竪穴住居跡。この付近は飛

び地。

B区東丘陵の西向き斜面、洞の奥側。浅い

谷状の地形。

C区洞の最奥部、頂上部より少し下った部

分。深橋前古墳とその周辺。

D区両丘陵の東向き斜面、洞の奥側。浅い

谷状の地形。

E区両丘陵の東向き斜面､洞の入り11方面。

F区束丘陵の東向き斜面。A～E区とは洞

を異にする。
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図3深橋前遺跡調査区（調査区割図）

第4項調査対象面積

12．800m



4第1章調査の概要

第5項調査の経過

平成10年度から行った、発掘調査・整理作業の経過は、表lのようである。

表1深橋前遺跡発掘調査・整理作業の記録
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第2節発掘調査の経過と方法5

第6項調査方法と主な遺構

(1)現場での調査方針

①掘削と遺構記録

古墳の主体部の表土を除いて、遺跡範囲内の表土、包含層の2／3程度を、重機で除去し、あとは

人力によって（遺構の検出までの状況によって、鋤簾．ねじり鎌を使用）遺構の検出を行った。検出

した遺構は、写真を撮った後、その中心点である蓋然性が高い点を中心に主軸を設定し、これと直角

に十字の畦を設定した。埋土の掘削は、土居を確認しながら慎重に行った。畦の土居は写真を撮り、

1/20の縮尺で（重要なものは1/10)記録を残した後除去した。遺物は、出土状況と遺物間の前後

関係、また所属層位を理解するために極力その場に残して掘削を進めたが、やむを得ない場合にはサ

イトシステムで取り上げ、下層を追求した。完掘後は、出土遺物を残して写真を撮り貼り床・柱穴・

壁溝を追求し、1／20の縮尺で記録した。（遺物が掘削の妨げとなる場合にはサイトシステムで取り

上げたoなお、埋士の関係で正しい床面が検出できなかった場合や、下層に遺構が残されている場

合も想定して、完掘後は最初に設定した十字トレンチに沿って、必ず基盤層までの断ち割りを行った。

SBA05の下層のSBF38はこの調査によって検出し得たものである。

②空撮と全体把握

おおよその区ごとに掘削の終了した時点で、実機もしくはラジコンヘリによって、航空写真撮影と

航空測量を実施した。図版で使用した航空写真はこの際のものである。また、遺構分布図・遺構の周

辺地形図はこの成果によっている。

③科学分析

遺構や遺物などで、年代や材料などが分析の結果はっきりするものについては、サンプルを採取し

科学分析を適宜行った。第6章の科学分析はその成果を載せたものである。分析結果の中には、実際

の土器の編年観に合わなかったものもあるが、現在の科学分析の状況を示すものとしてすべてを載せ

てある。

（2）整理作業の方法

基本的な作業は、表1のとおりである。これと併行して、金属製品については保存処理を行った。

実測した7点の金属製品は、奈良文化財技術協会においてすべて保存処理済みのものである。

第7項遺跡遺物の公開

平成11年3月6日（土)A～E区現地説明会

平成11年12月4日F区現地説明会

平成12年11月28日（火）筒状銅製品記者発表

平成13年10月6日（土）四県土器研究会（深橋前遺跡の土器を検討）

平成13年11月17日（土）～12月16日（日)(財）岐阜県文化財保護センター発掘速報展（岐阜県博物

館）において遺物展示



6 第1章調査の概要

第8項発掘調査及び整理作業の調査体制

理事長村木光男（平成10-11年度)、服部卓郎（平成12．13年度）

専務理事原隆男（平成10～12年度)、成戸宏二（平成13年度）

常務理事石黒美智雄（平成10年度)、二山晃（平成11．12年度)、福田安昭（平成13年度）

経営部次長平林哲男（平成10年度)、坂東隆（平成11．12年度)、福田照行（平成13年度）

調査部長山元敏治（平成10．11年度)、高橋幸仁（平成12年度)、武藤貞昭（平成13年度）

調査部次長高橋幸仁（平成10．11年度)、武藤貞昭（平成12年度)、片桐隆彦（平成13年度）

担当調査課長片桐隆彦（平成10年度)、柘植卓伸（平成11年度)、飯沼暢康（平成12年度)、高木

徳彦（平成13年度）

担当調査員笹木幸司（平成10年度)、松岡千年（平成10～13年度)、安田正枝（平成10-12年度）

調査員（研修）伊藤聡（平成10年度）

発掘作業従事者杉原麻記（補助調査員）

発掘作業従事者安宅邦子鐙家義芳飯尾かをる石木徳江石木富士子五十川港

（作業員）井上実今井長治郎今井つきゑ岩田稔宇野京子遠藤薫

大角孝子大山敏郎奥田しげ子片桐かなえ片桐とき江河合多美子

川角ひとみ北川政子後藤謙柴田竜彦下野昌江杉山陽子

高井譲高井芳枝高岡良夫高橋妙子多田千恵子田中さと子

千田明子冨田レイ子長沢秋雄中根友明中野青平中村光嗣

（故)丹羽輝美樋口百合子平川節雄平光進藤崎工藤原守

古田真佐代古田八千代堀田煙子松田義博三島彰森許良

矢崎久子薮下烈山岡孝祐山田三郎山田たつ子吉田隆男

整理作業従事者

（作業員）

家岡久美

竹部泉

渡辺泉

今津理春日井典子後藤悦子坂本美保子津田昌子

谷口美奈子長柄励子野尻みどり林浩美堀三恵



第1節深橋前遺跡周辺の遺跡と歴史的環境7

第2章遺跡を取りまく環境

第1節深橋前遺跡周辺の遺跡と歴史的環境

深橋前遺跡周辺の遺跡については、近隣の『椙ノ木洞遺跡』・『砂行遺跡』・『南青柳遺跡』で詳述さ

れている。そのため、ここでは深橋前遺跡で検出された遺構に関連する事柄と、今までの各々の報告

書において触れ忘れられたことについてのみ記すことにする。記述の参考に、図4を掲げたが、これ

は関テクノハイランド開発予定地周辺のみに限定したものである。このうち、上の遺跡地図は、旧地

形が比較的よくわかる、字界図に遺跡範囲を乗せたものであり、下の遺跡地図は、現在の関テクノハ

イランドの地形図上に遺跡を乗せたものである。

深橋前遺跡の範囲内で、もっとも古い時代の遺構は、80軒に及ぶ竪穴住居跡であり、ほとんどが、

弥生時代末から古墳時代初頭の土器を伴うものである。したがって、この地には同時期の集落の存在

した可能性が窺える。また竪穴住居跡のほとんどは、丘陵頂上部から端部にわたる傾斜地につくられ

ている。これは、成瀬正勝氏が「砂行遺跡における住居形態と集落形態｣('）において砂行型急斜面集

落と仮称した集落の形態であり、深橋前遺跡に近い砂行遺跡・南青柳遺跡のほか、加茂郡富加町大平

賀の後平遺跡においても同様に展開している。近年、これらの中山問地における弥生時代末から古墳

時代初頭の集落の形成は、在地諸勢力や広域な文化の境界域を考える上で注目を浴びつつある。さら

に出土した土器の特徴などから、日本列島を横に結んだ、東西文化の交流のみならず、南北方向にも

繋げる広域な文化のネットワークを考える上で、非常に重要なものとなりつつある。

中期古墳では、変形神獣鏡を出土した砂行遺跡1号古墳があり、また後期古墳では、砂行遺跡内に

立地する6基の古墳のほか、寺田古墳がある。

火葬墓については、砂行遺跡範囲内に提瓶を骨蔵器として坪蓋をかぶせた、砂行火葬墓が確認され

ている。横瓶を骨蔵器として坪蓋をかぶせた、深橋前1号火葬墓と同様、小さな石室の中に骨蔵器を

埋納する構造であった。ところで、岐阜県内でこれまでに確認きれている火葬墓は深橋前1～6号火

葬墓を含めて14例にすぎない。このうちの2例は関市下有地の重竹B地点で検出されており(2)、現

在確認されている火葬墓14例のうち、9例は関市北部に集中していることになるo<3>

灰粕陶器窯跡は、関市北部から美濃市西南部でやや集中して確認されている。深橋前古窯跡の近辺

では、桧ノ木洞1号古窯(4)．砂行古窯跡(5)が発掘調査されているほか、末洞2号古窯(6）も試掘調

査の結果、灰粕陶器窯跡であることが確認されており、これらは10世紀前半のものと考えている。ま

た美濃市西南部では、桜洞1号窯・大洞窯・松毛窯が発掘されており(7)、関市北部の古窯跡群に続く

時期(10世紀末頃）に位置づけられている。

ところで、深橋前遺跡の存在する関市下有知地区は、律令制下における美濃国武義郡有知郷(8)で

ある。この地域は、景行天皇紀(9)に初見する「ムゲツ氏」の跡部郷に続く基盤と考えられる。また、

考古学的見地から郡家の存在したとの傍証を固めつつある弥勤寺東遺跡('0)からも長良川を隔てると

はいえ、そう遠くはない位置に存在する。重竹遺跡・燈ノ木洞遺跡、などの古代集落と併せて、灰粕

陶器窯の分布は注目されるべきであろう。早川万年氏の示唆されるように、「官営工房」的な要素を
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見いだすことも可能かもしれないo<">

第2節深橋前遺跡周辺の地形と地質(12’

深橋前遺跡は、岐阜県の中央部の南寄りに位置する、関市下有知深橋前・小和田地内に所在する。

本遺跡周辺の地形には、山地・台地・丘陵がある。北側には能郷白山(1617m)を主峰とする美濃

越前山地が広がるが、この美濃越前山地は長良川によって分断され、その東部山塊は郡上・美濃山地

と呼ばれ、本遺跡周辺の山地の標高はおよそ600m未満である。西側には、美濃・関台地と呼ばれる、

長良川によって形成された数段の河岸段丘からなる砂牒台地が広がる。下有知周辺は、このうちの

中・下位面上に位置する。また、南東の方向には、加茂郡富加町を経て美濃加茂市蜂屋に至るまでの

丘陵（蜂屋丘陵）が、美濃越前山地の南端部に接して見られる。

本遺跡は、上記の郡上・美濃山地のほぼ南西端に所在し、舌状にのびた尾根上に位置する。遺跡内

の斜面は、山地及び丘陵地の傾斜区分によると、一般斜面の中では傾斜が急な傾斜角20～30。の部類

に所属する。

先に述べた美濃越前山地のほとんどは、固結堆積物の美濃帯中・古生居であり、チャート．砂岩．

泥質岩・牒岩などである。チャート層は急峻な山地形になっているのに対し、砂岩層の分布地域は緩

やかな地形をしている。砂岩は本来強固な岩石であるが、風化が進んでもろくなっており浸食を受け

やすいため小河川によって開析され洞状の地形を形成することが多い。

本遺跡周辺はその中でも、チャート・砂岩互層の連続が顕著に見られる範囲にあり、遺跡内の大部

分に砂岩が分布する。また、本遺跡の北方にはチャートの岩帯が地上に露出しており、深橋前古墳の

石室にはこれらチャートの石材が使用されている。

1成瀬正勝2000『砂行遺跡J(岐阜県文化財保護センター調査報告書第59集)財）岐阜県文化財保護センター

(2)篠原英政1984『重竹遺跡』（関市教育委員会調査報告書第8号）関市教育委員会

(3)調査による出土例ではないが、各務原市伊木山、同市山の前町、同市御坊山、大垣市青墓、垂井町宮代で確認さ

れている。

(4)篠原英政・吉田英敏1990『桧ノ木洞1．2号窯』（関市文化財調査報告第17号）関市教育委員会

(5)篠原英政1990『砂行古窯』（関市文化財調査報告第20号）関市教育委員会

(6)関市教育委員会2002「末洞遺跡現地説明会資料」

(7)吉田英敏編1989『美濃市西南部古窯祉群」（美濃市文化財調査報告第6号）美濃市教育委員会

(8)『延喜式中篇』（鯛国史大系本吉川弘文館）

名古屋市博物館1992『和名類緊抄』（名古屋市博物館資料叢書二）

(9)『日本書紀前篇』（螺国史大系本）吉川弘文館

do)篠原英政・田中弘志2001「弥勤寺遺跡・弥勤寺東遺跡一美濃国武義郡簡と郡寺一」『古代第110号』早稲田大学

考古学会

(11)早川万年1999「岐阜県出土の文字資料について一七世紀後半から10世紀の墨書・ヘラ書き土器一」（『岐阜大学教

育学部研究報告＝人文科学＝』第47巻第2号）

(12)岐阜県企画部地域振興課1992「岐阜県土地分類基本調査『美濃』」
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遺跡●古窯

図4深橋前遺跡周辺の遺跡
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第3章基本層序と遺構・遺物の概要

第1節基本層序

深橋前遺跡の基本層序は、試掘の成果などをもとに、I～Ⅵ層の6層に大別した。また、遺跡の範

囲が同一の丘陵の頂上部から裾部までであるため、ほとんどの地点にこの基本層序があてはまると考

えてもよい。

I層（腐葉土）

Ⅱ層（流士）明黄褐色(7.5YR5/8)砂質であまり締まりがない。岩盤の風化によってつくられたも

のと考えられ、基本的に遺物を含まない。頂上部付近と洞内の谷部中央にはみられないが、遺

跡内の斜面に厚く堆積する。深橋前古窯跡の上に堆積し、その灰原を削っているため、少なく

とも古代末より新しい時代に堆積したものと考えられる。

Ⅲ層（遺物包含層）黒褐色士(10YR2/3)一般的に、多くの遺物を包含する、地山直上の士。混入

する土の違いによって、締まりや色合いが変化し、また、その層位ごとに遺物の年代が若干変

わってくるところもあるため、小英字によって細分したところもある。

Ⅳ層（地山1無遺物黒色士）黒色士(10YR1.7/1)斜面の中腹から端部に至るまでに堆積する。

放射性炭素年代測定によって、B.C.3,640～B.C.3,500年と示されている堆積と考えられる。（第

6章第3節参照）

V層（地山2粘質士）細かい砂質士に水分を含んだ粘土層。黒色土の下層に堆積する。黄色っぽ

い砂岩の風化したものと、白っぽいシルト状のものがある。またこの白っぽいシルトについて

は、灰粕陶器の胎土となる可能性も窺えるものである。（第6章第6節参照）

Ⅵ層（地山3岩盤）風化しやすい柔らかい岩盤。斜面の中腹より上方にある基盤層。

遺構は、丘陵の頂上部付近はⅥ層を地山とし、包含層をほとんど持たないものも多い。少し下ると

包含層であるⅡ層．Ⅲ層があらわれるが、やはり地山はⅥ層である。中腹部からの地山はⅣ層なり端

部まではこの様相が続く。

なお、図5は、B区の裾部22C付近と中K腐葉土)I腐葉土）

腹部26C付近の層序を示した。前述のよう
76．0－

に、どの斜面の堆積もこれと多くは変わら

ないと考える。

またB区の傾斜を示すためもあって尾根

部33Cから谷部22Cの地山より上層の層序

のみを載せた。（図6）本来なら各区の尾

根部・谷部ごとに示すのがよいのだが、ど

の斜面の堆積についても大差がないため、

’
Ⅱ(流士）

HaC黒褐色士）

inb(暗褐色士）

Ⅳ（黒色士）

にど填」
これにとどめることにする。 22C付近

80.0-

図5基本層序

’
Ⅱ(流土）

HaC黒褐色士）

inb(暗褐色士）

Ⅳ(黒色士）

にE皇』
26C付近



－

－

0

①Ⅱ層

②Ⅲa層

③Ⅲb層

(表土）

(包含層）

（包含層）

4m

目 一口一

(S=1/100)

－

①

②

③ ②

図6B区基本層序

第1節基本層序11
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第2節時期区分について

検出きれた遺構の時期については、遺構を検出した層位と、切り合いによって、原則的には新古関

係のみしか確認することしかできないものであるが、出土した遺物の年代観などに並行させ、表2の

とおり1期からⅥ期の6時期に大きく区分する。

1期は旧石器時代から弥生時代中期までとする。この時期の遺構は認められていないため、かなり

時期幅は広いものの小期区分は行わなかった。ただし、この時期の遺物には若干の集中区がみられる。

これらについては第7章第1節において述べることにする。

Ⅱ期は弥生時代末から古墳時代初頭、多くの竪穴住居跡がつくられた時期の遺物である。（いわゆ

る山中様式から廻間I様式までの時期）先行の研究の成果をもとに、器形の変化を捉えやすい高坪を

基本として、さらに4期に小期区分を行った。（土器の分類については、本章第4節を参照のこと｡）

Ⅲ期は松河戸、宇田期の遺物であるが、3軒の住居と1つの土器集積しかみられなかった。

Ⅳ期は古墳時代から古代の士坑墓・火葬墓の造られた時期である。これらからは、いわゆる伊勢型

尭・東濃型髪や須恵器が出土している。遺構数がわずかであり、小期区分は行わず、文章中におおよ

その年代を示した。

V期は深橋前古窯跡が操業していた時期で、この窯で生産していたと考えられる、黒笹90号窯式か

ら折戸53号窯式の灰粕陶器の年代観によった。窯のほかに、付属した施設から出土した遺物も同時期

のものである。

Ⅵ期は灰粕陶器窯の廃絶後の時期すべてであるが、この時期の遺物としては、中世の山茶碗が包含

層からみられるのみであえて小期区分をするには至らなかった。

なお、年代については、研究者によって見解の相違はあろうが、Ⅱ期は2世紀後半～3世紀中葉、

Ⅲ期は4世紀中葉～5世紀初頭、V期は10世紀を目安とする。（I．Ⅳ。Ⅵ期については時期幅が大

きいため特に示さないo

表2深橋前遺跡の時期区分

時期 時代区分 土器編年への対応

I期 弥生時代中期以前

Ⅱ期 1期 高坪A類を主体とする時期 山中後半期から廻問1－0

2期 高坪A類と高坪B類が共伴する時期 廻間I 1

3期 高坪B類と高坪C類が共伴する時期 廻間I 2

4期 短脚で坪部の深い高坪C類を主体とする時期 廻間1－3．4

Ⅲ期 高坪F類を主体とする時期 松河戸様式、宇田様式

Ⅳ期 古墳時代後期～奈良時代

V期 平安時代灰粕陶器 黒笹90号窯式～東山72号窯式

Ⅵ期 鎌倉時代山茶碗以降
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第3節遺物の総数と遺物番号

深橋前遺跡から出土した遺物のうち、口径もしくは底径が復元でき、そのプロポーションを窺うこ

とができるものを中心に、表3のとおり実測し掲載した。また、記述や図版の掲載のために、便宜上、

4桁の遺物番号をつけた。

深橋前遺跡から出土した遺物のうち、本書で掲載し得たのは、1,509点である。このほかに、小片

のため、実測し得なかった遺物が数多く存在する。

特に深橋前遺跡で検出されたの遺構のうち、Ⅱ．Ⅲの遺構のほとんどは、標高の高いところや急傾

斜地に造られている。そのため、遺構内やその周辺は、岩盤などの地山がむき出しで、土砂の堆積も

みられない場合が多い。一方、裾部や傾斜変換点には、各遺構から崩落した遺物が多くみられる。こ

れらは、山側の住居跡などの遺物と断定できるが、どの遺構に帰属するのかを判断することは困難で

あり、包含層遺物として取り扱わざるを得なかった。実測し得なかったⅡ．Ⅲ期の遺物のうち、遺構

内から出土した遺物は11,545点、包含層から出土した遺物は17,523点である。（共に接合後の個体数）

そのため、包含層遺物の分布と濃密を図7に示し、この状況出土状況を表した。しかし、調査期間等

の関係で、包含層の上層2／3程度は重機で取り除いている。したがって、今回発掘調査によって出

土した遺物がこの遺跡内に包含・散布する遺物のすべてではない。

表3実測遺物一覧

適 用 実測遺物点数 遺物番号

1期の土器（縄文・弥生時代） 23占Jbb、 1 001～ 1023

Ⅱ．Ⅲ期の土器（弥生時代末から古墳時代初頭） 872占Jb，、 2 001～ 2872

Ⅳ期の土器（古墳時代後期～古代） 59点 3001～， 3059

V期の土器（灰粕陶器窯に関連するもの） 376占jbb、 4 001～ 4376

Ⅵ期の土器（中近世陶磁器） 13占jb，、 5 001・～ 5013

石器を一括する 161占jbb、 6 001～『 6161

金属器を一括する 7点 7001～， 7007

総実測点数 1
ヲ 511占Jbb、
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第4節遺構分布図について

遺構分布図については、調査1m積が大きいために1枚の遺構分布図に遺構名を記すことはできなか

った。そ~のため、調査区の全体の遺構分布は図8に、各地区の遺構名は凶9．10に載せた。ただし、

深橋前古墳については、図8にのみ示したのみである。使用した実例図のうち、Ⅸ19-10は1/500

の空撮実測図(0.25mコンタ)、図78は1/1000の空撮実測¥n(0.5mコンタ）である。

なお、Ⅱ．Ⅲ期の遺構周辺の地形については、この遺構分布図のみで示すのは不十分と考えたので、

各遺構のはじめに1/200の「遺構周辺地形図」を載せてこれを補った。
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第5節遺物の概要

1I期の縄文土器

この時期の遺構は確認されておらず、包含層から出土した遺物のみである。また、小破片が多く図

示に耐えないものがほとんどであるため、先行の編年・様式にあてはまるものだけを参考に示した。

(2I期の弥生土器（弥生時代前期・中期の土器）

この時期の遺構は確認されておらず、包含層から出土した遺物のみである。また、小破片が多く図

示に耐えないものがほとんどであるため、時期区分をするにとどめる。

前期の土器：条痕文系の土器。いわゆる樫王期の土器が数点出土した。

中期の土器：条痕文系の土器。いわゆる貝田町期の土器が数点出土した。

（3）Ⅱ．Ⅲ期の土器（弥生時代後期の弥生土器・古墳時代初頭の土師器）

この時期には、80軒におよぶ竪穴住居跡を中心とする遺構が確認されており、それに伴う遺物が数

多く出土した。先行の研究結果をもとに、以下のように分類を行った。

①高坪

坪部の形態からA～Fの6類に分類した。

高坪A類：坪部に段を持ち、その上段が

外誉するもの。

（山中分類高坪A2類）

、､州NIN

~~ー、

高坪B類：口径と稜径の差が比較的小さ

く、坪部が浅いもので、その

上段が直線的なもの。そのほ

とんどの脚部は内誉しない。

（廻間分類高坪Al類）

高坪c類：口径と稜径の差が比較的小さ

く、坪部が深いもので、その

上段が内簿するもの。脚部は

内誉する。

（廻間分類高坪A2類）

蚕

蕊
識
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高坪D類：高坪C類の内、小型で短脚の

もの。

（廻問分類高坪C類く有稜高坪＞）

忍
高坪E類：坪部が碗形の高坪

“

C高坪F類：屈折脚を持つもの。

一
」

γ
’
一

（
乱
入
／

／
Ｉ

ノノ
ノノ

②器台

脚部の形態からA・Bの2類に分類し、

器台A類：柱状の中空脚を持つもの。

(Ill中分類器台A類）

更に脚裾部の志向によってB類を1.2に細分した。

器台B1類：円錐脚部の裾部が外反する

もの。

（廻間分類器台B類）

搬霊
”鐸

一一
、

蕊溌器台B2類：円錐脚部の裾部が内誉する

もの。

（廻間分類器台C類）

蝉



20第3章基本層序と遺構・遺物の概要

③壷

体部と口縁部の形態及び大きさから、Aへ

壷A類：いわゆるパレススタイル壷（赤

彩されているもの）を一括する。

、縁の形態により3つに細分す

る。

壷A1類：口縁部が外反して、内面に

平坦面をもたないもの。

A・B・C．D類は細分した。A～Eの5類に分類し、

ｆ
燐
侭

壷A2類：口縁部が外反して、内面に

平坦面をもつもの。
一一一=て。

壷A3類：口縁部が内簿するもの。

壷B類：壷Aの概念に相当しない大型の

壷。口縁部の形態から3つに細

分した。

壷B1類：口縁部が外反する広口壷。

壷B2類:I｣緑部が内誉する広口壷。

壷B3類：その他の広口壷。

壷C類：頚部が体部より長い壷。もしくは短い壷。口縁部・その他の形態から3つに細分した。

壷C1類：口縁部が直行または外反す

輔 yる長頚壷。

患…＝

壷C2類：口縁部が内簿する長頚壷。
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壷C3類：長頚壷・短頚壷の区別ので

きないもの。（長頚壷の可

能性の高いものも多い｡）

壷D類：いわゆる二重口縁壷を一括する。

零ミ書一
一
一
一
一
一

壷E類：小型帝を一括する。

国
④鉢

口縁部の形態によってA～Dの4類に分類した。

寓言三＃鉢A類：口縁部が短く外傾し、段を持つ

もの。

『
鉢B類：口縁部が長く外傾し、端部にわ

ずかな段を持つもの。 一夕″ククタクタクヮククタク

鉢C類：口縁部が長く外傾し、ゆるやか

に内誉するもの。

鉢D類：その他のもの。



第3章基本層序と遺構・遺物の概要22

⑤髪

口縁部から頚部にかけての形態からA-

蕊A類：いわゆる、条痕風の調整髪。

*A1類：頚部が緩やかにくびれ、

口縁は長く外反するもの。

口縁端部には面を持ち、

条痕で刻みを入れる。口

縁内血には条痕によって

列点、もしくは波状文を

入れる。器壁の外面は、

全面に亘I)縦方向の整っ

た条痕で調整し、布目圧

痕が残るものも多い。

髪A2類：髪Al類と同様の形態で

あるが、調整・文様等に

変化のあるもの。たとえ

ば、ハケ調整であったり、

横線文や列点文を入れる

もの。

髪B類：口縁部が短く外傾して段をも

つもの。いわゆる受口状の口

縁をもつもの。

~H類の8類に分類した。

3
//ﾉｯ’･串‘'･ﾉ

/に＞
11

I

、

岸 1

､､（
幸二零
へ僅一"』

！¥¥ I’
一一

Ｆ
〃
Ｆ
ｈ

髪C類：口縁部が長く外反し、わずか

な段をもつもの。

、

ココーu
、一ノ

髪D類：｜|縁部が緩やかに長く外反す

るもの。
搾
叶
１
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蕊E類:s字状口縁台付髪を一括する。

なお、本遺跡では廻間分類S

字状口縁台付尭A類以外は出

土していないo本書ではS字

尭と略して使用する｡）

蕊鐸窪

蕊
髪F類：直立、縁（北陸系）の口緑を

もつ蕊。凹線文をもつものと

もたないものがある。 ／
／

／

”／
髪G類：短く外傾する、〈の字状の口

緑をもつもの。 勢

髪H類：その他のもの

I
、

釘
f，

、
戸

－

、、,

蕊聯
⑥その他のもの

松河戸式の坪や、 ミニチュア製占占など、①～⑥までの分類に該当しないもの。

辱 ｝雲認
（4）Ⅳ期の土器

①土師器

1号土坑墓、小石室、SXB01、SXD15から出l1している。

②須恵器

2号土坑墓、小石室、深橋前l～6号火葬墓、SXD13から川tしており、7世紀後半～9枇紀前

半のものである。遺構に伴わず包含層からも出土しており、B区からは5批紀の広口壷の他に7世紀

末～9世紀前半のもの、DⅨからは6世紀の高坪の他に8世紀～9出紀のもの、E区からは6世紀末

～8世紀末のものが出土している。B区出土の広口壷は湧水地点にも近く砂行遺跡のような水辺の祭

祁に伴う遺構があったとも考えられる。これを除けばB・D区は新しい時期のもの、E区からは古い

時期のものが出土している。小石室、火葬墓はD-E区の東南向き斜面に集中しており須恵器の分布

からその基盤となるものが周辺に存在していた可能性が考えられる。器種名は既存の名称を用い、細

分は行わない。j不身、坪蓋、，旬j不、横瓶、平瓶、壷、鉢、甑琵がある。
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(5V期の灰紬陶器

深橋前古窯跡、窯附帯施設SKI～SK8)、深橋前古墳、SXD06,07,08,14,15,16から出土

している他、D区の包含層から出土している。古窯の灰原と，谷向かいのD区を中心に出土しており

D区，深橋前古墳から出土したものは深橋前古窯跡で生産されたものと考える。時期は黒笹90号窯式

の終わりから折戸53号窯式の間の時期10世紀前半）と考える。

碗類（碗A,碗B,碗c.小碗，輪花碗，深碗)、Ⅲ類(MA,MB,輪花段Ⅲ，大Ⅲ，有台Ⅲ)、

瓶類（長頚瓶，小瓶，平瓶)、壷類、尭類、鉢類、蓋類、とち類、焼台類、土師髪がある。細分につ

いての詳細は第5章に記載する。

（6）Ⅵ期の中近世陶器

A、B、D、E区の包含層から出土している。13世紀前半～15世紀の山茶碗と、鎌倉時代の土師器

Ⅱ、15世紀後半・幕末の陶器である。遺物量は少なく器種名は既存のものにしたがい細分もしない。
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第1節Ⅱ．Ⅲ期の遺構と遺物

本節では、A・B．，．E・F区の丘陵頂部、及びここから裾部にいたる急斜面に展開する、弥生

時代末から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡・方形周溝墓・段状遺構及び不明遺構について記述す

る。

竪穴住居跡・不明遺構については、現地調査で用いた遺構略号をそのまま用いた。たとえば、SB

A01とは、A区の1号住居跡という意味である。検出はしたものの、発掘途中に竪穴住居跡と認定で

きなかったもや、他の遺構となったものもあり、これは欠番とした。また、SK・SX・SUについ

ては略号を振り直し、方形周溝墓・士坑墓・段状遺構については、番号を振り直し、略号を用いなか

った。

竪穴住居跡の中には複数の遺構が切り合っているものも多くあり。必ずしも遺構番号順に記述でき

ないことをあらかじめお断りしておく。

竪穴住居跡等の記述にあたっては、1/200の周辺位置図を掲げたが、この位置図の中には複数の遺

構がはいることもある。‘この場合、対象の遺構のみをゴチックで示し、各々の位置図の下に明示し、

更に各遺構の冒頭にも示したので参照願いたい。

竪穴住居跡等の当該期の遺構の観察表は、第2分冊の遺構・遺物観察表表29、出士した土器・金

属器・石器の観察表はそれぞれ表30．33．34に示した。また、遺物写真は、器種ごとにまとめてある

ため、この観察表に掲げた図版楠により検索されたい。

記述にあたって、便宜的に用いた用語について、あらかじめ若干の定義を加えておく。基本的には

『砂行遺跡』『南青柳遺跡南青柳古墳』を踏襲するが、一部修正したものもある。

○「傾斜度」：住居の主軸の長さに、現況の住居の床部から谷側へ1m、住居の立ち上がりから山側

^1m加えた平面に対する斜面の平均傾斜度を角度で示す。（空撮図面の値をtan8にあてはめて計

測した）

○「隅角」：深橋前の竪穴住居跡は、ほとんど方形と考えられる。この4隅が角張っているものと丸

くなっているものを丸・角で示した。

○「壁溝」：住居跡内床部の壁際に、壁の土砂崩落防止のために並べられた板材の痕跡を示す浅い溝。

床面を精査してからしか確認できない上、非常に浅いので、セクションに書けないものも多い。

○「ピット」：いわゆる穴、柱穴と考えられないものも含む。

○住居跡の「幅」「奥行き」：谷側から見た住居跡床面の左右の長さを「幅」．それに直行する床面

の長さを「奥行き」とする。

○「山側周溝」：住居の山側をめぐる周溝。水除けのためのものか、山側に平坦面を造ろうとしたも

のなのかわからないものも多い。

○「遺物と所属時期」：「……Ⅱ期の範晴としておきたい。とあるのは、図示できなかった遺物を含

めた観察から、所属時期を限定したものである。
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SBA01

遺構（地形図11,図12,m版4)25Hグリッド

図11SBA01周辺地形図(1/200)

東丘陵の西向斜nil、尾根から少し卜った斜面に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅

3.05m・奥行き（現存長)3.1mの方形で、砂岩の岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。現

在は崩落しているが、掘り抜いた土砂を谷側に盛って、平坦な床1mを延ばしていたと考えられる。床

面の壁際には、5cm～10cm程の深さの壁溝が巡っている。これは壁の土砂の崩落を防止するために並

べた板材の痕跡を示している。住居の中央部から少し谷側の部分に焼土があり、地床炉の痕跡と考え

られる。炉石は確認できなかった。また、地床炉を中心に比較的混入の少ない砂質土が平坦に締まっ

ており、貼り床の痕跡と考えられる。柱穴は浅いが、3基確認できた。

この竪穴住居跡の埋士は、最初に砂質士が両壁に三角状に堆積し（セクション④）その後、同様の

砂質士が床面を覆うように堆積している。これは、土砂の風化から考えると納得できることであり、

この竪穴住居跡以外でも|面l様の堆積をしているものも多くみられる。（両壁の下部に三角状に堆積し

た砂質土をこの後、三角堆積と呼ぶ）また、住居跡の片が途中から少し角度を変えて開いているが、

これは住居跡をつくる際か、使用中に崩落したものと考えられる。山側のセクションの三角堆積の外

側には、岩盤が粉砕されたようにみられる、操の混ざった黄褐色士の堆積は、（セクション⑤．⑥）

おそらく、住居の掘形から壁の板材までの空間を人為的に埋めた、充填土と考えてもよいのかもしれ

ない。

このような、岩盤を掘り込んだ竪穴住居跡の床面は石製の掘り具では容易には掘り抜けない。鉄製

の工具を用いていた可能性も考えられよう。

遺物と所属時期

谷側の埋土が薄かったため、遺物の出土は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。

したがって、所属時期も不明というほかないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。
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①lOYR4/6(にぶい黄燈)砂質土､砂場小磯を多く含む。

79.8m②lOYR3/4(暗褐)砂質t､やや締まりあり。
③lOYR3/4(暗褐)･lOYR5/8(黄褐)の混入to砂質上、
やや締まりあり。

④lOYR3/4(暗褐)･lOYR5/8(黄褐)の混入士｡砂質t、
砂岩小喋をやや含む。

⑤lOYR6/8(Iﾘl黄褐)砂岩小蝶を多く含む。
⑥75YR4/6(褐)砂岩小喋を少し含む。
⑦75YR5/8(lﾘl褐)砂場小傑を少し含む。
’⑧7.5YR4/6(褐)砂岩小喋を少し含む。

79.8m⑨75YR5/8(lﾘl褐)砂楊小喋を少し含む。
⑩7.5YR3/4(暗褐)砂岩小磯を多く含む。
⑪7.5YR6/8(樋)砂岩小牒を多く含む。
⑫7.5YR5/8(明褐)砂器小喋を多く含む。
⑬7.5YR5/8(明褐)砂満小磯を含まず。
地山料盤

0 2m

B
－

D′
-79.8m

〃

(S＝1/50）

図12SBA01実測図

SBA03

遺構（地形図13,図14,図版421Kグリッド

東丘陵の西向き斜面、尾根から少し下った斜面に立地する。西側はSBA09と切り合っている。植

生による撹乱や試掘坑などによって2つの遺構の切り合いは不明である。また、いずれの遺構からも

遺物の出土は乏しく、遺物からみた時期関係も不明である。幅3.00m・奥行き1.95m(共に現存長）

の方形で、砂岩の岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。周囲には、壁の土砂の崩落を防止

するために並べた板材の痕跡を示す、浅い壁溝が巡っている。炉・貼り床は確認できなかった。また、

柱穴も確認できなかった。この竪穴住居跡の埋士は黄褐色系の土砂で、地山とほとんど変わらなかっ

た。これは急傾斜地であるために有機質の多い土砂が溜まりにくかったからではなかろうか。

遺物と所属時期（図15

遺物の出土が多いわりには、小片が多く、図示し得たのは5点のみである。2001は高坪Cの坪部で

あり、内簿傾向が強くタテ方向のミガキを施している。段部の径は小さく、脚は比較的短いものと考
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HISSBA03-06-09周辺地形図(1/200)
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110YR5/6(黄禍)砂肖小磯を多く含む。

2,1()YR4/4(褐)砂料小牒を多く含む。やや締まりあり。

310YR4/4(褐)砂質、締まりあり。
4)l()YR4/6(褐)砂質士、砂瑞小篠をやや含む。
5)lOYR4/4(褐)砂洲小磯を多く含む。やや締まりありc
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図14SBA03．09実測図
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図15SBA03出土遺物

えられる。2002は大きさなどから高坪Dの脚部と考えられる。2005は妻頚部で内面には横ハケ・外面

には斜め方向のハケ調整を行った後、列点を入れている。また、2003は壷の底部、2004は平底髪の底

部である。

内替傾向が強くて段部の径が小さく、比較的深い坪部を持つ、高坪Cの存在から、Ⅱ－4期に属す

るものと考えられる。

SBA09

遺構（地形図13,図14,図版4)22Kグリッド

東丘陵の西向き斜面、尾根から少し下った急斜

面に立地する。東側はSBA03と切り合っている

が、前述のように、前後関係は不明である。
プ悪ニーーア

－一一司’
2006

幅2.30m・奥行き2.03m共に現存長）の方形で、0’0cm
ｰ一一一葺一

砂岩の岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだして(S=1/3)

いる。地床炉・貼り床・柱穴は確認できなかった。図16SBA09出土遺物

遺物と所属時期（図16)

小片が多く、図示に耐えうる遺物は1点のみであった。2006は髪C類の口縁であり、斜め方向のハ

ケ調整を行っている。所属時期は、不明というほかないが、Ⅱ期の範時としておきたい。

SBA04

遺構（地形図17,図18,図版422Gグリッド

束丘陵の西向斜面中腹の、急斜面に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅2.50m・奥

行き1.08m(現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。崩落が激しく、

山側の北コーナーしか残っていない。柱痕跡がセクションで確認できる、しっかりとした山側の柱穴

が、2基確認できた。壁溝・炉・貼り床は確認できなかった。
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])7.5YR2/3(械暗褐)砂粁小喋を含まず、締まりあり。

z75YR4/3(褐)砂岩小喋を含む。

3)7.5YR2/3(樟暗褐)砂岩小喋を含む。
47.5YR4/6(褐)・7.5YR2/3(極暗褐)の混入上。

57.5YR2/3(俺賠褐)炭を多く含む。lOYR5崎(黄褐)が斑状に混入する
6地111粘質t
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図18SBA04実測図

遺物と所属時期（図19i

谷側の損壊が大きかったためか、遺物の出土は少

なく、図示に耐えうる遺物は2点のみである。2007

は高坪の受け部で、2008は壷の胴部片である。所属

時期は不明というほかないが、Ⅱ期の範晴としてお

きたい。

20072008

010cm

(S=1/3)

1119SBA04出土遺物



SBA05

遺構（地形図20,図21,図版4)24Jグリッド

図20SBA05周辺地形図(1/200)
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東丘陵の尾根頂上部付近の平坦地に立地する。この下層にはSBF38があり、南東側はSBFOBに

切られる。この住居の床面は、SBF38の埋士上に造られており、SBF08はこの両者を切っている。

このことから、SBF38が最も古く、その後にSBA05SBF08の順につくられたものと考えられ

る。幅4.35m・奥行き3.30m(現存長）の方形で、粘質土を掘って床面を造っている。谷側の傾斜は

緩やかであるが、立ち上がりは崩落のために確認できない。

東側コーナー付近には周I川には壁溝が残り、浅い3本の柱穴が確認できたが、炉は確認できなかっ

た。この竪穴住居跡の床は窯跡の床面のように赤色に硬く焼き締まり、この上には多くの炭化材が散

乱していた。

炭化材の散乱の様子や形状から、これらの炭化材は燃料材の燃え残りではなく、建築部材の一部と

考えられる。また、覆土も熱を帯びて赤色化し、所々に炭化材の欠片が混入していた。住居跡が、こ

のように熱をうける原因としては、火災にあったか、恒常的に火を使う家屋であったことなどが考え

られるが、1度の火災にあっただけにしては、床の被熱が強すぎるため、何かの目的で長期間にわた

って火を用いていた家屋が、火災にあって焼け落ちたものと考えるのが穏当かと思う。しかしながら、

その目的を窺うことのできる出土遺物等は確認できなかった。

なお、この竪穴住居跡の下層のセクションの注記については、SBF38において述べる。また、炭

化材の分析については、第6章第4節で述べる。

遺物と所属時期（同22）

銅雛1点を含む、7点の遺物を図示した。7001は無茎の銅雛である。黒っぽい良質の銅で、刃部が

ところどころ欠損はしているが、全体的に残存状況は良好である。中央の挟み込みの部分には、矢柄

の痕跡と考えられる木質が附着していた。（乾燥によって¥IJ離）また、この木質と雛身との間の目地に

赤彩が残存していた。釧錐の主な成分は銅・鉛・スズから構成される青銅で、赤彩に用いられた顔料



32第4章I～Ⅲ期の遺構と遺物

は、水銀であることがわかっている。またこの銅錐は、竪穴住居跡の床面の直上ではないが、住居跡

の廃絶後はじめて堆積した、三角堆積の中から出土したことから、この住居跡の遺物である蓋然性は

高いと考える。なお、第6章第8節に科学分析を、第7章第2節に若干の考察を述べる。

2009は高坪C類で、内誉傾向を持つ坪部内面をわずかに広く肥厚し、多条沈線を入れている。2010

は妻C類で口縁部には横線、胴部に横線とやや丸みを持つ列点を入れる。横線と列点の組み合せは、

深橋前遺跡とその付近で出土する婆の典型的な施文構成である。2011は高坪D類の坪部である。2013

は妻B類、2012.2014は壷の底部である。

なお、この竪穴住居跡は、多条沈線を持つ高坪C類の存在から、Ⅲ－4期の可能性が高い。
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①7.5YR4/4(褐色)砂質シルト。砂岩小喋を含む。
②7.5YR4/6(褐色)粘質シルト。砂岩小牒を含む。炭混入。
③7.5YR4/4(褐色)砂質シルト砂岩小牒を含む◎炭混入。
④7.5YR3/4(暗褐色)砂質シルト。粘性あり。焼土・炭混入。
⑤7.5YR2/2(黒褐色)砂質シルト。植生。
⑥焼土
⑦7.5YR3/4(暗褐色)砂質シルト。炭・砂岩小喋を含む。
⑧7.5YR3/4(暗褐色)砂質シルト。炭入る。下部は焼土。
⑨2.5YR5/8(暗赤褐色)熱によって硬化した面。
⑩N1.5/0(黒色）
⑪7.5YR3/3(暗褐色)に7.5YR5/6(明褐色)が混入。
細かい炭の混入。

⑬7.5YR5/6(明褐色)に7.5YR3/3(暗褐色)が混入。
⑭7.5YR4/6(褐色)砂岩土。
⑮lOYR3/4(暗褐色)砂岩小喋、炭の混入少しあり。
⑯lOYR3/4(暗褐色)砂岩。
⑰lOYR3/4(暗褐色)砂質土。
⑱lOYR4/3(にぶい黄褐色)焼土・炭の混入多い◎
⑲lOYR4/3(にぶい黄褐色)粘質土。
⑳lOYR4/3(にぶい黄褐色)炭の混入なし。砂質士。
⑳lOYR4/3(にぶい黄褐色)炭の混入なし◎粘質土。
地山粘質土

0 2m
ト ーーーヨ

(S=1/50)

図21SBA05実測図
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図22SBA05出土遺物
S=1/3)

SBA06

遺構（地形図13,図23,図版421Kグリッド

昌
殉
↑
ト
ー
く

B′
－

－
－
１

－
１
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B′
-77.3m

B

(1)7.5YR4/3(褐)砂岩小喋を多く含む。締まりなし。

②7.5YR4/3(褐)にlOYR6/8(浅黄燈)が混入。やや砂質土。
③7.5YR4/3(褐)粘質土。締まりあり。
地山粘質土。砂岩ややはいる。

2m0

信 訓

(S=1/50

図23SBA06実測図
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東丘陵の丙向斜面、中腹の急斜面に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅385m・奥

行き1.28m(現存長）の方形で、岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。位置的に柱穴とす

るには問題はあるが、山側の床面中央部付近には1基のピットがある。また、山側には狭いテラス状

の平坦面があり、ここにも柱穴かと考えられる2基のピットがある。深さなどから、いずれも建築部

材を立てた痕跡と考えられる。壁溝・炉・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期(1X124)

遺物の出土が多いわりには、小片が多く、図示に耐えうる遺物は2点のみである。2015.2016は、

山間部には珍しい髪E類の頚部片である。口

こ
左一一

_全^g_－－

一綴仁一－

零両仁

二一で 2015

ご2”

縁外面には押引刺突文が入れられ、頚部内IiIi

には横方向のハケがしっかりと残されている。

これらの特徴から、小片ながらもS字髪A類

に属するものと考えられる。

なおこの竪穴住居跡は、出tしたS字尭の

年代観から、小期区分はできないものの、Ⅱ年代観から、小期区分はできないものの、Ⅱ0’0cm

CS=1/3
期の範晴に属すると考えられる。

図24SBA06出土遺物

SBA07

遺構（地形図25,図26,図版4)21Eグリッド

東丘陵の西斜面、谷の裾部付近のなだらかな斜II'llに立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。

幅340m・奥行き3.63m(現存長）の方形で、粘質士を掘って床面を造っている。大きさと立地から

南側の床面がやや崩落しているものの、その床面はほぼ残存しているものと考えられる。山側の壁は

きつく立ち上がった後、長く緩やかに造られている。土色からは崩落の確認はできなかったので、人

為的なものと考えられる。柱穴はそれほど深くはないが4基ある。壁溝・炉・貼り床は確認できなか

ﾖｭｬL

●

ﾔ上

BA07
＝／

図25SBA07周辺地形図(1/200)

ﾔL

●

●

／
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C′
-74.3m
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旦啄

五
74.3m

(7)5YR2/2(黒褐色)砂質士。少し(3)が混じっている

(8)7.5YR3/2(黒褐色)砂質土。
C)7.5YR2/2(黒褐色)砂質士｡
⑩75YR3/2(黒褐色)砂質士。

⑪7.5YR2/2(黒褐色)砂質土。
地山砂質土

(1)7.5YR2/2(黒褐色)砂質土。砂岩小蝶を含む。
(2)7.5YR3/2(黒褐色)砂質士。砂岩牒粒をわずかに含む。
③7.5YR4/6(褐色)砂質シルト
④③と同様。やや3/2(黒褐色)が混ざる。
⑤7.5YR3/2(黒褐色)砂質土。砂岩喋粒をわずかに含む。
⑥7.5YR2/2(黒褐色)砂質土 2－－岸ヨーーョ

、

SBA07実測図 (S=1/50)図26

った○また、埋士に細かい変化はないことから、比較的短時間に埋没したものと考えられる。これは

多量の流土がたまり易い、谷裾部に立地していることから考えて、不自然なことではなかろう。

遺物と所属時期（図27）

遺物の出土が多いわりには小片が多く、図示に耐えうる遺物は土器6点・石器3点である。2019は

高坪の脚部で粘土を充填して接合している、2017は器台の口縁部、2018は壷A2類の口縁部であり、

口縁部上面には平坦面を持たないが、3条の列点を、横面には横線を入れ、下部を肥厚させている。

また、2022は小片でよくわからないが鉢C類の口縁と考えられる。2021は口縁にキザミ・胴部に列点
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を入れた髪H類、2020は縦方|向jに掻き上げる条痕を持つ髪A1類の底部であり、底部には布目圧痕を

残す。この土器は、成瀬正勝氏が「砂行遺跡における婆の在地色」（成瀬2000）で指摘したところの、

廻問1－2～3段階にまで存続する、櫛条痕による条痕文系妻である。

6001は磨製石矛、6002は磨製石剣の断片、6003は打製石斧である。どれも床面の直上から出土した。

なお、この竪穴住居跡は時期決定の根拠となる遺物に薄いが、条痕系の髪とともに口縁部にミガキ

を施す鉢の存在することから、Ⅲ－3期の可能性が考えられる。

／

^̂ ¥̂ ^̂r｢"っ室をｸ'〆
2017

－嬢
2018

図27SBA07出土遺物

SBA08

遺構（地形図28,図29,図版5)23Jグリッド

図28SBA08．10周辺地形図(1/200)

Riiaaao6>>>> 零
2021

昌 議綴
2022

010cm

(S=1/3)
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東丘陵の西向き斜面、尾根から少し下った斜面に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。

幅265m・奥行き1.55m(現存長）の方形で、粘質士を掘って山側の床面を造っている。谷側の床は

一部喪失している。柱穴は浅いものの1基確認できた。壁溝．炉．貼り床は確認できなかった。非常

に小規模な住居である。この住居は、他の住居と違って、緩やかではあるが谷の中央部に造られてい

る。これは後述のSBA10も|可じであるが、雨水が流入しやすい場所にIll側の周溝も設けずに竪穴住

居跡を造ることは不合理であり、選地の理由は不明といわざるをえない。

遺物と所属時期（図3()）

遺物の出土が多いわりには小片が多く、図示に耐えうる遺物は3点のみである。2023は内外面にミ

ガキを施し、粘士を充填して坪部と脚部を接合した、高坪B類の受け部である。2024は平底の妻の底

部で、底部の接合痕から擬口縁の可能性がみられる。2025は髪B類の口縁部から胴部である。この口

縁部にはハケの小口を用いて入れたとみられる列点があり、胴部には横線、その下に列点が入れられ

ている。これらはすべて1両lじ工具が使われたと考えられる。

なおこの竪穴住居跡は高坪B類の存在からⅢ－2期の可能性が高い。

Ｅ
Ｃ
【
芝
ｌ

く
傷
ｉ
イ
ーｉイ『

北

／'

】屋

B Ｆ
’

｜
一
丁

訓
Ｉ
異
ざ
可
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が少し混入。
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初に混入したt

4)7.5YR3‘4(IliW褐)ﾈ,'i質t・砂質士の混入｜君。

地111ネ,}i賀t

o 2m

I

B′戸,,､,.
－（〕.b、

Ｂ
一

(S＝1/50）

図29SBA08実測図
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SBA10

遺構（地形図28,図31,図版5)221グリッド

東丘陵の西向斜面、尾根から少し下った斜面に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅

2.70m・奥行き1.95m(現存長）の方形で、SBA08と同じように粘質士を掘って山側の床面を造っ

ており、緩い谷のほぼ中央部に造られている。谷側の床は一部喪失している。比較的に小規模な住居

である。柱穴・壁溝・貼り床は確認できなかった。谷側の床面残存部の端部中央付近に、川原石を炉

石とする炉跡があり、炉石の周辺は赤く焼き締まっていた。なお、埋土の状況や選地の理由はSBA

O8と同様である。
日
・
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く〈｜

墨『

師
函
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屑
』

B
－ B′

－

①lOYR2/3(黒褐)粘性あまりなし。
砂岩小喋を含む。

②lOYR4/3(にぶい黄褐)締りあり。
砂岩小喋を多く含む。
③lOYR4/3(にぶい黄褐)・4/6(褐)の
混入土。

④lOYR4/3(暗褐)砂質土。
⑤lOYR4/3(暗褐)砂質土。
⑥lOYR4/3(暗褐)砂質士。
地山粘質土。

麺’

76.0m

S=1/50

図31SBA10実測図
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0 10cm
岸一一一一一一
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図32SBA10出土遺物
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遺物と所属時期（図32）

遺物のうち、図示に耐えうる遺物は3点のみである。2028は高坪B類の脚部と考えられ、脚部は溌

形に開いている。2027は長頚壷と考えられる壷であり、赤っぽい胎士を持つ。2026*F類で北陸系の

有段口縁を持ち、立ち上がり部分に擬凹線を5条入れている。プロポーシヨンは北陸系のうちでも月

影式の様相を見せているが、口縁部・頚部の接合方法や擬凹線の入れ方、また、胎土などはそれとは

異なる部分もあり、直接に搬入されたものではないと考えられる。

なおこの竪穴住居跡は高坪B類の存在からⅡ－3期の可能性が高い。

SBA14

遺構（地形図33,図34,図版5)IIPグリッド

斗

芥

ﾍ14

弐壱

図33SBA14周辺地形図(1/200)
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⑪lOYR54(にぶい批掛)流上

②lOYR4/3(にぶい黄褐)砂質土。
鋤7/5YR2/l“)砂質－1ﾕ。砂粁小嬢を多く含む
(4ﾉ'7/5YR2'1(蝋)・4/3(にぶい蛍褐)の混入'2
吋'75YR3/4(IliY褐)粘質土・砂蘭上の混入to

地'11岩盤

ロ 2m

トFFF戸T

(S＝1/50）

図34SBA14実測図
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南のコーナーがわずかに残っているのみで、規模などは東丘陵の西向斜面、裾部付近に立地

よくわからないが、現状では切り合い

関係は無く単独で存在する。幅328

m・奥行き1.68m(共に現存幅）の方

形で、岩盤を掘り抜いて山側の床面を

削りだしている。谷側の床はほとんど

を喪失している。柱穴・壁溝・貼り床

は確認できなかった。現状のセクショ

ンから類推して、竪穴は深くしっかり

とした肩を持っている。また、洞状の

尾根の入り口に存在することから、特

別な住居である可能性も類推できる

が、残存状況が悪いため深く追求する

ことは不可能である。

遺物と所属時期（図35）

遺物の出土は少なく、図示に耐えう

る遺物は1点のみである。1029は、蕊

D類で比較的大型品である。

所属時期は不明というほかないが、

Ⅱ期の範晴としておきたい。

裾部付近に立地する。

、

ミミここ蕊 、

…

ｉ
』

、、一､、

脳
、

、

、

ﾉﾉ

ﾉ〃

’ﾉ

、 /

､

ﾉ'

／ﾉ
､

､

,と〃
2029

0
倍F弓

10cm

(S＝1/3）

図35SBA14出土遺物

SBB01

遺構（地形図36,図37,図版6)31Zグリッド

図36SBB01周辺地形図(1/200)
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東丘陵の西向斜面、尾根頂部から少し下った急傾斜地に立地する。切り合い関係は無く単独で存在

する。幅4.65m・奥行き3.23m(現存長）の方形で、岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。

谷側の床面は比較的よく残っている。床面の中央部付近に赤く締まった部分と、黒く焦げた部分がみ

られる。位置的には地床炉と考えてよいものもあるが、炉石がみられない上に、他の住居跡と比べる

とその広がりが大きいことから少し不自然な感が否めない。しかしながら、焼失家屋にしては柱材や

垂木などの炭化材がみられないほか、焼き締まり方もそう堅くないため、一応は地床炉の痕跡と考え

てよいのではなかろうか。柱穴らしきピットが7基みつかったが、どれも浅く決め手に欠けることか

ら一応図示しておくにとどめる。壁溝・貼り床は確認できなかった。B区斜面に立地する住居跡の中

でもっとも高い位置にあり、出土した土器は比較的古い要素を持っている。

遺物と所属時期（図38）

7点の土器を図示した。2030は高杯C類で、坪部は内営傾向を持ちながらも直立気味で、脚部は柱

状を呈し、比較的長脚の要素を持っている。2031は器台受け部。2032は器台B1類で、坪部・脚部共

に多少内営傾向を持っており、坪部下部は接合の後に粘土をつぎ足して肥厚させた、比較的厚めで重

量感のある器台である。2033.2034は鉢で、前者は口縁部が長くのび端部にわずかな段を持つ、鉢B

日
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S
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－

麺’

2）①(4) (3） 5）

B′
－

〃
B 85.3m

(1〕7.5YR4/3(褐)砂質土。

(2)7.5YR4/3(褐)砂質士。締りなし。
③7.5YR3/4(暗褐)砂質土。砂岩燦を多く含む。
④7.5YR5/4(にぶい褐)粘質士。より締りあり。
⑤7/5YR5/4(にぶい褐)粘質土。締りなし。

⑥7.5YR4/4(褐)砂質土。(7)7.5YR4/4(褐）

⑧7.5YR4/3(褐)粘質士。締りなし。炭混じり。
⑨7.5YR5/6(Iﾘj褐)粘質上。⑩7.5YR4/4(褐）

⑪7.5YR4/4(褐)炭混じる。⑫7.5YR4/3(褐)砂質to
地111粘質士
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図37SBB01実測図
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類である。2035.2036は婆の口縁、2037.2038は壷の底部である。

なおこの竪穴住居跡は、長脚の高坪C類と、坪部がやや深くなるもの、比較的長脚の要素を残して

いる器台B2類の存在からⅡ－3期の可能性が窺える。
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図38SBB01出土遺物

SBB04

遺構（地形図39,図40,図版5)28Zグリッド

東丘陵の西向斜面中腹の急傾斜地に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅4.00m・奥

行き3.63m(現存長）の方形で、粘質土を掘り抜いて床面を造っている。比較的残りが良く、山側周

溝を持つほか、床面も大部分は残っている。床面の中央部より若干谷側に、赤く焼き締まった部分と

炉石がみられる。被熱範囲が多少不自然ではあるが、地床炉と考えられる。柱穴らしきピットが4基

あり、このうちの南側の2基は深く柱穴として問題ないが、北側の2基はいずれも浅く、柱穴の可能

性は低い。一応図示しておく。床面の山側には壁溝が断続的に巡る。貼り床は確認できなかった。こ

の住居跡の埋士は、地山との判断がつきにくく、A-A'セクションを見てもわかるように、上層の1
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図39SBBO4．05周辺地形図(1/200)

層ないしは2層を残せなかった。そのため、住居跡の山側が山側間溝と接していたかどうかについて

は、現場において確認することはできなかった。深橋前遺跡には山側に周溝を持つ竪穴住居跡が何軒

か存在するが、この中には、掘り込みに近接して周溝が掘られているものがある。竪穴住居を建てる

際には主柱穴を組んだ後に、垂木を放射状に並べることを想像すると排水を目的とする周溝としては

不合理である感が否めない。また傾斜地であることを考慮にいれると、周溝を掘るよりも本来その'ﾉ1

側に盛られた士塁状の堤の方が重要なのではなかろうか。もっとも土塁状の土盛りを確認していない

ため、推測の域はでないけれども、この周溝の外側に土盛りを造り、このための土を採るために掘っ

た平坦な周溝で、ここに垂木を立てたと考えることはできないであろうか。

遺物と所属時期（図41)

7点の土器と1点のｲj器を図示した。2()39は高坪B類で、坪部は直立気味で外反傾11ﾘをやや残して

おり、脚部もやや外反している。全体的に厚く、重量感のある高坪である。2040は比較的浅い器台。

9041は器台B1類でl｣縁端部には2条の横線を入れ、器部の内面はタテ及び斜め方向のミガキを上か

ら下に、外nilは縦方lnjのミガキを下から上に施している。また、脚部にはタテ方向のミガキを施し、

比較的上部に2孔一組の穿孔がある。2045は壷A1類で、口縁部には3条の横線を入れた上で、2本

一組の棒状浮文を貼り付け、頚部は粘土を貼り付けて突帯にした上に棒状工具でキザミを入れている。

胴部には烈点文・波状文・横線を上から順番に入れている。このうち、波状文の返りはぎこちなく、

間隔も揃ってはいない。また列点文・横線も同様に不揃いである。2042はu縁の内面に斜め方向のミ

ガキを持つ壷B1類、2043は髪B類、2044は口縁部がやや直立気|床ではあるが霊C類と考えられる。

6004は、磨製石雛の未製品である。

なおこの竪穴住居跡は、高坪B類・柱状部が比較的しっかりとして古ﾎ'1を示す器台B1類、棒状浮

文を貼りつけた壷A1類の存在から、Ⅱ－2期の可能性が窺える。
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地山粘質士｡砂岩蝶を多く含む。
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図40SBB04実測図
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図41SBB04出土遺物

SBB05

遺構（地形図39,凶42,図版6)28Bグリッド

東丘陵の西向斜面、尾根頂部から少し下った急傾斜地に立地する。切り合い関係は無く単独で存在

する。幅553m・奥行き2.18m(現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしてい

る。山側には、｜析続的に壁溝が残っている。地床炉・貼り床は確認できなかった。ピットは浅く、柱

穴とするには、位置的にも問題が残るため、図示するにとどめる。

遺物と所属時期(M43)

遺物は小片が多いため、|X|示に耐えうるのは3点のみである。2046は高坪C類で11縁部が内賛して

いる、2047は蕊C2類、2048は髪の底部である。

なお、この竪穴住居跡の時期は遺物の出土が少ないのではっきりとはしないが、高杯C類の存在か

らⅡ－4期のu｣能性が窺える。
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9 8,-②一一一③

①7.5YR4/3（褐）砂質土。締りあり。炭片を含む。
②7.5YR3/4（暗褐）砂質土。締りなし。砂喋を含む。
③7.5YR3/4（暗褐）砂質土。締りあり。
④7.5YR4/4（褐）砂牒を含む。
⑤7.5YR4/6（褐）砂質土。締りなし。
⑥7.5YR4/6（褐）粘質土。締りあり。
⑦7.5YR4/6（褐）砂質土。締りなし。粘質土塊を含む
⑧7.5YR4/4（褐）砂質土◎締りあり。
⑨7.5YR4/4（褐）砂牒を含む。
⑩7.5YR4/4（褐）砂質土。締まりあり。砂牒を含む。
⑪7.5YR4/4（褐）締まりあり。
⑫7.5YR4/4（褐）砂質士。締りあり。
⑬7.5YR4/4（褐）砂質土。締りあり。
⑭7.5YR5/6（明褐）砂質土。締りあり。砂喋を含む。
⑮7.5YR4/4（褐）粘質土。締りあり。
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I¥’

図43SBB05出土遺物

SBB06

遺構（地形M44,1X145,図版6)27Bグリッド

＝

、

1144SBB06．07．10周辺地形図1/200

2047

ロ 10cm

S＝1/3）

東丘陵の西向斜面、中腹部付近の傾斜地に立地する。谷側はSBB10に切られ、SBB07の北西側

に近接する。このことから、この竪穴住居跡はsr.bioより古いことが|析定でき、またこれらの3軒

は同時期に存在しなかったものと考えられる。11忠75m・奥行き2.55m(現存長）の方形で、粘質土

を掘り抜いて山側の床面を造っている。|)L|側の竪穴の立ち上がりは確認できなかった。Ill側には断続

的に壁溝がめぐっておﾚﾉ、その中には大小3カ所のピットが掘られている。柱穴・貼り床は確認でき

なかった。床1(11の中央部の山よりには、熱を帯びて赤く締まった硬化面がみられる。炉石も無く位置

的には多少問題を残すが、地床炉と考えられる。セクションA-A'の4層は、谷側の上面に一部床

凹が残っているため、掘り抜いた後に埋め戻し、壁溝（浅いピット）を掘削したものと考えられる。

遺物と所属時期（図46）

遺物のH1土は少なく、実測に耐えうるものは2点のみである。2()49は充填接合の高坪脚部、2()50は

坪である。坪の外面はナデ調整でナデ消しきれなかった指押圧痕を残し、内向には板ナデを残す。
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①7.5YR4/4(褐)砂質土。締りあり。
②7.5YR4/3(褐)砂質土。締りなし。砂岩小喋多く含む
③7.5YR4/3(褐)粘質土。締りなし。
④7.5YR3/4(暗褐)粘質土。締りなし。
⑤7.5YR4/3(褐)粘質土。砂岩小喋を含む。
⑥7/5YR3/3(暗褐)粘質士。締りなし。
⑦7.5YR5/3(にぶい褐)粘質土。締りあり。
⑧7.5YR5/3(にぶい褐)粘質土。締りなし◎
地山粘質土

… ﾑﾆｰ
C

－

80.5m

B
－

B′
-81.1m

2m0

ト ーJー

(S=1/50)
図45SBB06実測図

なおこの竪穴住居跡からの

遺物の出土は少なく、小片が

多かったため、所属時期は不

明というほかないが、Ⅱ期の

範晴としておきたい。

》 2050 010cm
ｰ一一

(S=1/3)

2049

図46SBB06出土遺物

SBB10

遺構（地形図44,図45,図版6)27Bグリッド

SBB06を切って造られた、かなり小さな住居跡である。幅2.25m・奥行き1.52m(現存長）の方

形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っている。谷側の床部は比較的よく残っている。床面の中

央部付近に赤く焼き締まった部分がみられる。炉石はみられないものの地床炉と考えられる。柱穴・

貼り床は確認できなかった。山側の床を囲むように壁溝がめぐり、2基の小さなピットがみられる。

非常に小規模であるが、炉跡があることから竪穴住居跡とした。
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遺物と所属時期（図46）

規模も小きく、出土遺物も小片のみで、実測に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって所属時

期も不明というほかないが、Ⅱ期の範時としておきたい。

SBB07

遺構（地形図44,図47,図版6)27Cグリッド

SBB06の東側に近接する。幅4.28m・奥行き2.38m(現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山

側の床面を造っている。谷側の床部は比較的よく残っている。南側の肩は、不自然に開いているが、

これはこの方向に小さな尾根が有るために、土砂が崩落し、崩れたものと考えられる。床面の中央部

付近に赤く焼き締まった部分がみられる。炉石はないものの、位置的にみて地床炉と考えられる。ピ

ットが住居内に3基・谷側に3基みつかったが、浅いものが多く、位置的にも決め手に欠けるため、

図示するにとどめる。壁溝は北東隅のわずかに残っている。貼り床は確認できなかった。
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り。砂岩小牒を多く含む。

②7.5YR4/4(褐)砂質土◎締りあ
り。砂岩小喋を多く含む。

③7/5YR3/4(賠褐)やや粘質土。
締りあり。砂岩小喋を少し含
む。

④7.5YR4/3(褐)砂質土◎締りあ
り。

⑤7.5YR3/4(暗褐)粘質土。締り
なし。

⑥7.5YR4/2(灰褐)締りなし。
⑦7.5YR3/l(黒褐)粘質土。締り
なし。

地山粘質士
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7.5YR4/4(褐)砂質士。
締りなし。

鰯…＆
7.5YR5/4(褐)砂質土。 7.5YR3/2(褐)粘質士。 7.5YR4/3(褐)砂質土。
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図47SBB07実測図
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遺物と所属時期（図48）

6点の土器を図示した。2()52は高坪C類で、坪部も脚部と同様に内替傾向が強いものと考えられ、

器壁は非常に薄く胎士も細かい。2051は壷の頚部、2054は壷の底部である。2055は婆C2類で口縁部

の直線文の下部に列点が入れられている。2053は髪蓋で、小型品ながらも外面は不定方向にミガキを

施している。なお深橋前遺跡内では壷蓋を含め蓋の類はこの1点のみである。2056は髪D類で口縁部

と、m部の直線文の下部にハケ状の同じ工具の小口を用いて施した列点を有する。

なおこの竪穴住居跡は、比較的長脚の様相を残す高坪C類の存在からⅡ－3期の可能性が窺える。

、 _
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、

2056

、 0 10cm
一2052

S＝1/3）図48SBB07出土遺物

SBBOS

遺構（地形図49,図50,図版6)30Bグリツト

図49SBB08周辺地形図(1/200)
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SBB01の東側の急斜nilに立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。1幅2｣()m・奥行き0.93

m(共に現存長）の方形と考えられ、岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。住居跡のほと

んどは崩落し、床面の残存もわずかである。少し壁際に近いが、柱穴と考えられるピットが1基ある。

床面の山側には壁溝が巡る。地
日

迂 ’麺|勇床炉・貼り床は確認できなかつ

た。包含層と埋土の様相が似て

いたため、セクションを残して

掘削することができなかった。

そのため、セクションは柱穴の

みしか図示してない。

遺物と所属時期

遺物は、少なく小片であった

ため所属時期は不明というほか

ないが、Ⅱ期の範晴としておき

たい。
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2m、

一
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図50SBB08実測図

SBB11

遺構（地形図，図52,図版6)22Aグリツト

図51SBB11周辺地形図(1/200)

東丘陵の西lhl斜面の端部付近、緩斜面卜に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅3」8

m・奥行き2.63mの長方形で、基本居序第Ⅳ層（黒色士）を掘り抜いて床面を造っている。竪穴の|川

方立ち上がりが完壁に残っており、比較的深い。山側の床面中央部付近に川原石を用いた炉石があし）、

この付近に硬化面がみられる。これは地床炉と考えられるが、深橋前遺跡では検出された地床炉はこ
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の竪穴住居跡のもの以外はすべて中央より谷側に造られている。柱穴らしきピットが5基あり、この

うちの4基は主柱穴となったと考えられるが、南側のものは断定できない。貼り床・壁溝は確認でき

なかった。これは、深橋前遺跡で4隅の残った唯一の住居跡であるが、山から谷の長さの方が短い長

方形に造られている。成瀬正勝氏は、急斜面に長方形、緩斜面に正方形の住居が多いことから「砂行

遺跡における住居形態と集落形態」（成瀬2000）で「立地が急斜面であればそれだけ住居の奥行きが

取りづらくなり、床面積確保のために平面形は等高線の方向に長い長方形を取らざるを得ない・・・

必ずしも長方形を志向したのでなく、立地による制約がなければより床面積が広い正方形にするよう

である｡」とされている。この住居の斜面は8.3。で深橋前遺跡の中では緩斜面に造られている部類に

属する。谷側が崩落している竪穴住居跡が多いので断定はできないが、SBFO2・08以外の住居跡以

外はすべて長方形を呈する。そのため、深橋前遺跡においては、前述の定義について、緩斜面におい

ても長方形の志向が無いとも言い難い。これについては、第7章第5節であらためて述べることにする。
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①7.5YR2/2(黒褐)砂質土。締りあり。
②7.5YRl/2(黒)砂質土。締りなし。
③7.5YR3/2(黒褐)砂質土。やや粘性
あり。

④7.5YR2/2(黒褐)砂質土。締りあり。
⑤7.5YR2/2(黒褐)砂質土◎締りなし。
⑥7.5YRl/2(黒褐)砂質土◎締りあり。
⑦7.5YR2/2(黒褐)砂質土。締りなし。
砂岩小喋をやや含む。
⑧7.5YR2/2(黒褐)砂質土。締りなし。
⑨7.5YR3/2(黒褐)砂質土。砂岩小喋
をやや含む。

⑩7.5YR3/l(黒褐)砂質土。締りなし。
⑪7.5YR1.7/l(黒)粘質士。締りなし。
⑫7.5YR1.7/l(黒)砂質士。締りなし。
⑬75YR2/2(黒褐)粘質土。締りあり。
⑭7.5YR2/2(黒)砂質土◎締りあり。
地山砂質土。締りあり。
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図52SBB11実測図
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遺物と所属時期（凶53）

5点の土器を図示した。

1058は壷C2類の長頚部、

なおこの竪穴住居跡は、

2()57は妻G類で、外面の、縁部はナデ、胴部は板ナデ調整を行っている。

2060は壷底部、2059は高坪脚中部、2061は台付髪底部である。

髪の様相が新しいことからⅡ－4期の,ﾘ能性が窺える。
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図53SBB11出土遺物

SBB12

遺構（地形図54,図55,図版6)24Cグリツト

図54SBB12周辺地形図(1/200)
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東丘陵の西向斜面中腹のやや急な傾斜地に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅4.75

m・奥行き2.28m(現存長）の方形で、第Ⅳ層（黒色士）を掘り抜いて床面を造っている。床面の残

りはかなりよいが、立ち上がり部分は流れ、プランが確認しにくかったこともあるが、埋土は非常に

浅かった。地床炉・貼り床・壁溝・柱穴は確認できなかった。伊勢型髪を埋納した1号土坑墓は、こ

の埋土の上層に造られていた。

遺物と所属時期（同56）

遺物は小片が多く、図示に耐えうる遺物は2点のみである。2062は壷A1類で、口縁部には2条の

横線を入れ、頚部から胴部には直線文・波状文を上から順番に入れている。この波状文もSBB04の
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17鯵5YR3/2(黙褐)砂質土。締りなし。

275YR35/2(黒褐)砂質土。やや締りあり。
37.5YR4/3(褐)砂質土｡やや粘性あり。締りあり。砂利含む
4‘75YR4/2(灰褐)粘質1二。締りなし。
地111粘質土

0 2m

戸

(s=i/5o;

図55SBB12実測図
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図56SBB12出土遺物
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2045と|可様に、波状の返りがぎこちない。2063は高坪で脚注部である。

なおこの竪穴住居跡は、高坪の脚がやや長いことと、壷A1類が古相を示していることからⅡ－2

期の可能性が窺える。

SBB13

遺構（地形図57,図58,図版6)25Zグリツト

[157SBB13周辺地形図(1/200)

東丘陵の四向斜nil中腹部、やや緩斜面上に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅4.00

m・奥行き1.70mの長方形で、粘質土を掘り抜いて床面を造っている。柱穴・壁溝・地床炉．貼り床

は確認できなかった。

遺物と所属時期（図59）

谷側が損壊し、遺構の埋土も浅かったため、遺物の出hは少なく、図示に耐えうる遺物は2点のみ

畠

～ 、懲一．’41

1i7.5YR3/2().u褐)砂質士．締りあり。砂瑞小牒を含む
2)7.5YR3/5(賠褐)砂質｜鷺・締りなし。砂71-小牒を含む
3)75YR3'4(褐)砂質1．締りあり。

i7.5YKI::褐)妙f'1-上｡締りなし｡
扇7.5YR4'4(褐)砂質土。やや*,li性、締りなし。

地I|｜*Ili質f

図58SBB13実測図
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である。2064は壷で、長頚壷の可能性がある。2()65は髪C類の口縁部で外面の端部には列点文を入れ、

内面は上から下の順に縦方向のミガキを施している。

遺物が限られているため所属時期は不明というほかないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。

が 2064

図59SBB13出十遺物

SBD01

遺構（地形図6()，図61,図版7)6Vグリツト

図60SBD01周辺地形図(1/200)

65

ロ 10cm

(S＝1/3）

西丘陵の東lhjき斜面、尾根の頂部に近い斜旧Iに立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅

205m・奥行き1.43m(共に現存長）の長方形と考えられ、砂岩の岩盤を掘り抜いてIll側の床面を削

りだしている。床面のほとんどは、大きな谷の流土によって崩落し、北側のコーナーしか残存してい

ない。山側には比較的しっかりとした壁溝が残っている。地床炉・柱穴・貼り床は確認できなかった。

，．E区の丘陵斜にある住居跡の中で、もっとも高い位置にある。また、遺物も出土量はわずかでは

あるが、深橋前遺跡においてはもっとも古い様相を示している。なお、D区には、竪穴住居跡が5軒し

か存在しない。このことは、D区に集中する方形周溝墓との関係があるのかもしれない。

遺物と所属時期（図62）

谷側の崩壊が激しかったため、遺物の出土は極めて少なく、図示に、えうる遺物は1点のみである。

2066は高坪A類で坪部上段の外反が強く、内外面共にkから下の順に縦方向のミガキを施している。

なお、この住居跡からの遺物は少なく、ほとんどが小片ばかりであったが畦丘陵の最も高い位置に

立地し、他からの流れ込みも考えにくいことから、高坪Aが出土していることを根拠として、Ⅱ－1
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SBI)()lｾｸｼｮﾝ

I7..-.VR1:!ift.i)砂質土。締りあり。砂場小喋を少し含む
27..SY1M3(fei)砂質|:｡締りあり。砂岩小採を多く含む
(3)7.5YR4/6(褐)砂質北。やや締りあり。やや粘性あI)。
砂ﾔ'+砂岩小牒を少し含む。
地I|｜特盤

－－

１
世
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ﾄー 同
I

(S＝1/50）

図61SBD01実測図

期に所属するものと考えたい。なお、この周辺

からは、弥生時代以前にさかのぼる遺物も多く

出土するが、このことについては、第7章第1

節で詳しく述べることにする。

ベニ豆二五世一一一堀6
0

(S=1/3)

図62SBD01出土遺物

10cm

SBD03

遺構（地形図63,図64,図版7)5Zグリッド

キ

[163SBD03周辺地形図1/200)

西丘|凌の東向き斜面の中腹付近、緩斜面上に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅

283m・奥行き1.03m(現存長）の長方形で、砂岩の岩盤を掘り抜いてIll側の床面を削りだしている。

床面のほとんどは、崩落している。地床炉・柱穴・壁溝は確認できなかった。この住I占跡の床面は、

岩盤を掘り抜いた跡に敷いたと思われるセクション中の④層上面にあ^、やや硬く締まっていた。貼

り床というより掘形から床面までを充填した埋士と考えられる。この埋士の分屑をするには至らなか

ったが、少し大きく掘った後、土砂を充填していたことが窺える。
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①7.5YR2/2(黒褐)粘質土。締りなし。
②7.5YR3/2(黒褐)粘質士。締りなし。
③7.5YR4/2(灰褐)粘質土。締りなし。
④床の充填土
地山粘質土

図64SBD03実測図

遺物と所属時期（図65）

遺物の出土はあったものの小片が多く、 図示に耐えうる遺物は1点のみである。2067は高坪A類で、

坪部上段が強く外反しているが、SBD01

出土の高坪よりは外反が弱い。

なおこの住居跡は、高坪A類の存在から

SBD01と同様、Ⅱ－1期の可能性が窺え

る。

三蕪
010cm

－－斗

(S=1/3)

図65SBD03出土遺物

SBDOS

遺構（地形図66,図67,図版7)14Vグリッド

西丘陵の東向き斜面の裾部に近い、急斜面上に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅

2.83m・奥行き1.55m(現存長）の長方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っている。谷側の

床面は崩落している。地床炉・柱穴・壁溝は確認できなかった。

遺物と所属時期

急傾斜地で谷側の埋土が薄かったため、遺物の出土は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土し

なかった。したがって、所属時期も不明というほかないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。
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図66SBD05周辺地形図(1/200)
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1I75YR3/2(M(褐)粘質士。締りなし。

2,75YR3/3(黒渇)粘質土。やや締りあり。
3)75YR35/3(灰褐)粘質t轡締りなし。

地111淵盤

2m0
I

(S=1/50)

図67SBD05実測図

SBD08

遺構（地形図68,図69,図版7)8Wグリッド

両斤陸の東向斜面、中腹部付近の急傾斜地に立地する。山側周溝の中央部が、西丘陵の東向斜面、中腹部付近の急傾斜地に立地する。山側周溝の中央部が、わずかに2号土坑墓

に切られているが、同時期の遺構はこの付近に存在しない。幅230m・奥行き2.15m(現存長）の方

形で、粘質土を掘り抜いて山側の床面を造っている。コーナーの掘削がしづらく、長方形か、正方形

に近いかはよくわからないが、谷側の床部は比較的よく残っている。いびつながら山側周溝が残って

いる。また、床面の中央部付近の少し南側には川原石を用いた炉石がみられ、その周辺は赤く締まつ
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SBD08

図68SBD08周辺地形図(1/200)

ている。これは地床炉と考えられるが、このような炉は、ほとんど掘り込みはなく、炉石を置いただ

けの簡単なものである。また、炉石は熱を受け2つに折れていた。この使用方法については、岩瀬彰

利氏が、「縄文・弥生時代の煮炊き方法一大西貝塚・橋良遺跡例より推測した一例一」（岩瀬1996)で

｢①少し窪められた炉内に土器を置く。②炉端の支柱石上に薪を置き煮炊きする｡」として、炉石を薪

の箸置きのように使用する推測例を推測図付きで示されている。また、この炉石が広い空間側に置か

れていることに注目して、作業しやすい一方から薪の供給を行っていたとされている。焼土の中央部

に炉石が置かれることは少ないので、おそらく岩瀬氏の推測通りと考えるが、この状態ではあまりに

も熱効率が悪く、焼土の広がりにも不自然なものを感じる。盛り土の検出ができていないので、はっ

きりしたことは言えないが、炉石の反対側を囲むように低い土手が造られていたら、かなり熱効率は

上がる様に感ずる。今後の課題としたい。柱穴と考えられるピットが3基確認でき、山側には壁溝が

巡る。貼り床は確認できなかった。この住居跡のセクションは、様相の違う土砂が細かく複雑に何層

にも堆積していた。これは、この住居跡が急傾斜地に造られているために、土砂の堆積の方向が複雑

になったことが原因したものと考えられる。

遺物と所属時期(|X|70)

10点の土器を図示した。2068.2070は器台B1類で、脚部は溌形に開き、外面は縦方向にミガキを

施している。2069は高坪で、柱状を呈する脚部と坪部下部の様相から、高坪B類と考えられる。この

脚中部には、粘土を貼り付けて肥厚させようとした痕跡がみられる。また、充填接合を行っている。

2071は壷で非常に薄く丁寧にミガキ調整を行っている。2072は器台の受け部である。2073は鉢A類で

口縁に波状文を持つ。2074は婆B類の口縁、2075は壷の胴部、2076は壷の底部、2077は台付婆である。

なお、この住居跡は高坪B類・器台B1類の存在から、Ⅱ－3期の可能性が高い。
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(1)7.5YR4/3(にぶい黄褐)砂質士。締りなし。
(2)7.5YR3/2(黒褐)砂質士。締りなし。
(3)75YR3/5(照褐)砂質土。締りなし。

(4)7.5YR2/l(照)砂質土。締りなし。
(5)7.5YR3/3(褐褐)やや粘‘性あり◎締りなし。

(6)7.5YR4/6(褐)砂質士。やや締りあり。

⑳a7.5YR3/2(黒褐)砂質土。やや粘性あり。
“b7.5YR3/2(黒褐)砂質土。締りなし。

⑬7.5YR3/2(黒褐)砂質土。締りなし。
“b7.5YR4/3(にぶい黄褐)砂質士。締りなし。

②a7.5YR4/4(褐)砂質士。やや粘性あり。
剛b7.5YR4/3(にぶい黄褐)砂質士。締りあり。

(7)7.5YR4/2(灰褐)粘質上。締りあり。

(8)7.5YR4/2(灰褐)粘質土。やや締りあり。

(9)7.5YR4/2(灰褐)粘質上。締りなし。
(107.5YR3/2(照褐)砂質土。締りなし。
(j07.5YR4/2(灰褐)粘質士。やや締りあり。

⑫7.5YR4/2(灰褐)粘質士。やや締りあり。
⑬7.5YR3/3(黒褐)粘質士。締りなし。

⑭7.5YR4/4(褐)砂質士･締まりなし。

⑮75YR5/4(褐)砂質土。締まりあI)。
地山粘質士
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図69SBD08実測図
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図70SBD08出土遺物

SBD10

遺構（地形図71,図72,図版7HZグリッド
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図71SBD10周辺地形図(1/200）
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西丘陵の東向斜面、中腹部付近の傾斜地に立地する。北西の山側には’号方形周溝墓がある。幅

2.85m・奥行き2.83m(現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っている。住居跡の

北西側には山側周溝が、住居跡の立ち上がりの肩と接するように造られており、排水を目的とする周

溝としては、非常に不都合である。しかし、A-A'のセクシヨンによれば、周溝の堆積と、住居跡

内部の埋土が交互に堆積していることから、住居跡と周溝がほぼ同時に埋まり、その際に、住居跡山

側の肩が崩落して住居跡と周溝が接してしまったのかもしれない。また、SBBO5で述べたように、

周溝の目的がやや違っていたと考えることもできるのかもしれない。この竪穴住居跡は、奥行きより

幅がかなり長いことから、正方形に近いプランを持っていた可能性が窺える。ピットが1基確認でき

たが位置的にも問題があり、柱穴ではない可能性も高い。地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。
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S=1/50
⑦7.5YR4/2(灰黄褐)粘質七。やや締りあり。
⑧7.5YR3/l(黒褐)粘質士。締りなし。
⑨7.5YR3/l(黒褐)粘質士。締りなし。
⑩7.5YR4/2(灰黄褐)砂質士。
⑪7.5YR2/2(黒褐)砂質士。やや締りあり。
地山粘質士

①7.5YR4/2(灰褐)砂質土。締りあり。
②7.5YR3/l(黒褐)砂質土。締りなし。
③7.5YR3/2(黒褐)砂質土◎締りなし。
④7.5YR3/2(黒褐)砂質土。締りあり。
⑤7.5YR4/l(褐灰)砂質士。締りなし。
⑥7.5YR4/3(にぶい黄褐)砂質士。やや締りあり

図72SBD10実測図
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遺物と所属時期（図73）

6点の土器を図示したo2078は高坪C類で口縁部には横線を入れ、内外面は斜め方向のミガキを施

している。2079は高坪脚中部であるが、裾部は溌形に開いていたのか、2083の様に内替傾向を持って

いたのかは不明である。2081は器台B類で、外面にはミガキを施し、内面にはハケ目を残すものであ

る。2080は高坪もしくは器台で下から上方向のミガキを施し、やや厚めである。2083も高坪もしくは

器台である。2082は壷A3類で短く垂直に立ち上がる口縁を持ち、その中央部が最も張るようにつく

られており、端部には横線を入れている。また、外面は全体に赤彩が施されている。

なお、この竪穴住居跡は高坪Cの存在と、器台B1類の存在から、Ⅱ－3期に属するものと考えら

れる。
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図73SBD10出土遺物

SBE01

遺構（地形図74,図75,図版7)5Gグリッド

西丘陵の東向斜面、中腹部より少し上った急傾斜地に立地する。北側のコーナーが撹乱によって壊

されており、幅3.35m・奥行き1.05m(現存長）の長方形と考えられている。岩盤を掘り抜いて山側

の床面を造っている。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期（図76）

出土遺物は小片が多かったが、このうち、4点の土器を図示した。2084は高坪で脚注部のみしか残

っていないが、A類かB類であると考えられる。2085は鉢Aで、受け口状の口縁部に2条の列点を入

れている。2087は鉢の胴部で、横線と列点を入れている。2086は器台の受け部で、内面はハケ目、外

面は下から上の順に、ナナメ方向のミガキを施している。
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なお、この竪穴住居跡から出土した遺物は小片が多く、時代を限定できる遺物に乏しいが、内雪傾

|向jを持つやや深い坪部の高坪から、Ⅱ－3期のに属する可能性が考えられる。

図74SBE01周辺地形図(1/200)
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1,75YR46(褐)砂質1．砂¥;小嬢を多く含む。
2,75YR46(褐)･か8(桁)の混入to妙計小牒をわず力

に含む。

地lll75YR68（横）淵],質｜:。
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図75SBE01実測図
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SBEOS

遺構（地形1*177,図78,図版7)4Jグリツト

図77SBE03．04周辺地形図(1/200)

西丘陵の東向斜面、中腹部より少し上った急傾斜地に立地する。幅278m・奥行き1.00m(現存長）

の長方形と考えられ、岩盤を掘り抜いて1ll側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。

柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。住居跡の中央部付近の床直上部付近には、長頚壷

と考えられる壷の胴体部がそのまま正位で残されていた。掘形は確認できなかったので、埋納である

可能性は薄いけれども、比較的廃絶の時期に近い遺物と考えられる。なおこの竪穴住居跡は、SBE

O4と4号方形周溝墓に挟まれたかたちで立地する。3遺構とも所属時期はわからないが、位置的に考

えて、3遺構が同時期に存在していたことは考えられない。
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2ﾉ'7.5YR4/6(褐）・6/8(糧)の混入土。砂¥卜小牒をわず
かに含む。

地lII75YR6'8(燈）粘質土。
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銅’<’
I

(S＝1/50）

図78SBE03実測図

遺物と所属時期（図79）

出土遺物は比較的多かったが、小片が多く、このうち、実測し得たのは2点のみである。2088は高

坪で上から順にタテ方|njのミガキを施し、脚柱部は溌形に開くものと考えられる。2089は壷で、長頚
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壷と考えられる。床の直上部に正位で残

されていたものである。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺

物は小片が多く、時代を限定するには至

らなかったが、Ⅱ期の範晴としておきた

ノ
、

088

い○
010cm

E一一一一一一一三

(S=1/3)

図79SBE03出土遺物

SBE04

遺構（地形図77,図80,図版7)4Jグリッド

西丘陵の東向斜面、中腹部より少し上った急傾斜地に立地する。幅3.02m・奥行き0.90m(現存長）

の方形と考えられ、岩盤を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。

柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。SBE03に近接する。

遺物と所属時期

急傾斜地で谷側の崩壊が激しかったため、遺物の出土は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土

しなかった。したがって、所属時期も不明というほかないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。

目
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〆
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①7.5YR4/6(褐)砂質土。砂岩小喋を多く含む。
②7.5YR4/6(褐）・6/8(燈)の混入土。砂岩小牒をわず
かに含む。

地山7.5YR(褐)6/8(燈)粘質土。

2m0
罰I 州 一

S=1/50)

図80SBE04実測図

SBEOS

遺構（地形図81,図82,図版8)4Mグリッド

西丘陵の東向斜面、中腹部より少し上った急傾斜地に立地する。床面の南東側と北西側は試掘トレ

ンチによって切られている。幅2.63m・奥行き0.80m共に現存長）の方形と考えられ、粘質士を掘

り抜いて山側の床面を造っている。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期（図83）

北東側の一部しか残っていなかったために、出土遺物は小片が多かったが、このうち、5点の土器

を図示した。2090は高坪B類で坪部のみしか残っていないが、坪部が多少外反するものの、ほぼ直線

的に開いており、端部には3条の横線を入れる。2091は台付尭、2092は坪で外面には下から上方向へ

のハケ目を残す。2093は下膨れの長頚壷と考えられる。2094は鉢で、頚部に9条の横線、列点を順に
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図81SBE05．09．10．11周辺地形図(1/200)
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入れ、Ill"]部は中央部付近が丸く張り、下から上の順に横方lhjのミガキを施している。また、内面は指

押庄痕を残す。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺物は小片が多いが、高坪B類、胴部に張りのある鉢の存在か

ら、Ⅱ－2期に属するIIJ能性が高い。

SBE06

遺構（地形図84,M85,m版8)5Nグリッド

、

、

I

１
１
‐

図84SBE06．24．25．26．33．34周辺地形図(1/200)

束丘陵の丘陵端部付近の傾斜地に立地する。SBE26を切って造られている。幅3.10m奥行き

2.33m(現存長）の方形で、黒色の砂質lを掘って床1師をつくっている。そのため、住居跡の埋士と

地山の土質が非常によく似ており、理t掘削は困難であったが、床面は比較的よく残っている。壁

溝・柱穴・地床炉は確認できなかった。この住居跡の床は硬く締まり、この直上に炭化材が散乱して

いた。床面自体の被熱は少なく、炭化材はそれほど多くはないが、散乱の範囲は広く、焼失家屋の可

能性が高い。出土遺物の巾で、この炭化材とと|両l様に床I川の直上から出土した土器のうち、2103と

2102は残存状況のよい髪で、各l個体が比較的良好な状況で出士している。後述するが、どちらも、

搬入品の可能性が高いものであることが特筆できよう。また、2106は口縁部付近を多少掘り込んで、

逆位に置かれた状態で出土している。いずれも、住居跡の廃絶時まで使用されていたものか、その際

に廃棄されたものと考えられる。

遺物と所属時期（図86,87）

床面の残存状況が良かったため、出土遺物は質・量ともに良好で、このうちの15点の1器を図示し

た。2()95．2()96は高杯C類の脚部で、前者の内誉傾向は弱く後者の内脅傾向は比較的強い。2097は高

坪の脚部片である。2098は壷B1類の、縁部片で、頚部外面は縦方向の、内面は横方|向lの細かいミガ

キを施している。2()99は壷の底部である。2100～2102は髪E類で、SBA06で出土したものと同様、
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冒
蝿
屋
ｌ
」
く'。

こ う

駁ク
脱房≧≦

卜三F同一F一一岸一一声卦①7.5YR2/l(黒)砂岩小喋を含む。締まりなし。
”と同様。砂岩小喋を含まず。
③7.YR3/2(黒褐)地山との混入土。
④7.YR3/2(黒褐)地山との混入土。砂質士。
⑤7.YR3/2(黒褐)地山との混入土。砂質土。
⑥7.5YR2/l(黒)と4/6(褐)の混入土。砂岩小喋を多く含む。
⑦7.5YR2/l(黒)砂質土。
地山粘質土

(S=1/50)

割’
.9(2106)

2102)

⑥
Ｆ

一
一F

－

／9(2103)

癖
D′

l■■■■■■■■■■■■■

D
－

房勇竪乏

画’ 0 50cm

口－－→

(S=1/20)

図85SBE06．26実測図

、坐

、 』鋤
い‐、、

卿無
_こ

し，

ヴー､

、

2096
2097

0 10cm
2095

図86SBE06出土遺物①

ｰ一三‐

(S=1/3)



第1節Ⅱ．Ⅲ期の遺構と遺物71

一
－－~、、
－、

2098

099

三三
2103

’

災
2100 gpppOpOp

041

一

2101

2105

--4－－ミニ7＝＝

～

へ

L●

一

I－hL

2106
ー

,し

2107
2108

0 10cm

(S＝1/3）

図87SBE06出土遺物2



72第4章I～Ⅲ期の遺構と遺物

S字尭A類である。3点とも頚部の屈曲は明瞭化し、外面には2個一単位の押引刺突が施され、頚部

内面には、横方向のハケ調整を明瞭に残している。2100は口縁部と胴部の接合部、2101は口縁部片で

ある。2102は床面に潰れた状態で出土し、口縁部から胴部の最下部までがほぼ完形に接合できたが、

台部は見つからなかった。美濃地方の山間部では、ほとんど出土しないS字尭で、胴部の口縁部から

胴部が完形で残っている。2103は妻B類口縁部外面には二段の波状文、胴部には線刻の斜格子文・直

線文が施きれており、底部はケズリ調整の痕跡と縦方向のミガキがわずかに残されている。また、胎

土が細かく砂岩などの混入もない。この遺跡の中にはこの種の胎土はみられず、近江方面にこの種の

髪がみられることから、搬入品もしくはこれを模したものの可能性が高い。2304は鉢C類、2105は妻

D類である。前者は口縁部に、後者は頚部に横線・列点文を入れている。深橋前遺跡とその周辺でよ

く用いられる文様形態である。2106は髪D類であり、床面をわずかに掘って、底に逆位で置かれてい

た。底部が出土していない。2107.2108は妻A2で布目圧痕を底部に残すが、外面の調整は条痕では

なく縦方向のハケ目に変わっている。在地色の強い妻である。

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、高坪C類の存在、球胴状のS字尭の存在からⅢ－4期の可能

性が高い。

SBE26

遺構（地形図84,図85,図版10)5Nグリッド

南東側をSBE06に切られ、谷側の床面はほとんど崩落している。幅2.03m・奥行き0.85m(共に

現存長）の方形と考えられる。住居跡の立地・地山等の状況は、SBE06と同様であるが、山側に周

溝の一部が残っている。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期

SBE06に切られた上、谷側の崩壊が激しかったため、遺物の出土は極めて少なく、図示に耐えう

る遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明というほかないが、Ⅱ期の範晴でSBE06よ

りは古いものと考えられる。

SBE07

遺構（地形図88,図89,図版9)3Pグリッド

東丘陵の西向斜面の端部付近の緩斜面上に立地する。切り合い関係は無く単独で存在する。幅3.08

m・奥行き2.00mの方形で、基本層序第Ⅳ層（黒色士）を掘り抜いて山側の床面を造っている。柱

穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。床面は、地山とは違う性質の混入士上に造られてい

た。これは最初の掘形の上に士を盛って床面を整形した痕跡と考えられる。このような造り方は、岩

盤掘り込みの住居跡では確認しやすいが、粘質の強い地山の場合はわかりづらい。竪穴住居跡の平ら

な床面を整形するためには、地山が岩盤・粘質士の別を問わず必ず整地の必要性があったと考えられ

るので、その痕跡が確認できたことは特筆できよう。

遺物と所属時期（図90）

出土遺物は細片が多く、図示し得たのは1点のみである。2109は高坪F類の脚部で、外面には指押

圧痕・内面には指ナデ痕を残している。
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、

図88SBE07．15．16周辺地形図(1/200)
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図89SBE07実測図

なおこの竪穴住居跡は、屈折脚を持つ高坪F類が出土しているこ

とから、この遺跡内で3軒しか検出されていないⅢ期の竪穴住居跡

の口I能性が窺える。しかし、これ以外にも、実際には遺物の出止が

非常に少なく、時期判定ができなかった竪穴住居跡は多く存在する。

明確なカマドを持たないこの時期の竪穴住居跡は確認がしづらく、

芳干は存在していた可能性が考えられる。（包含層遺物の''1からは、

Ⅲ期の遺物がかなりの単位数出土している。）

2109

10cm

二

0

トー一一

3=1/3

図90SBE07出土遺物
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SBEOS

遺構（地形図91,図92,図版9)5Nグリッド

ニ

鶏 ､、

巡三空
了一)」鰯 SBE19

、巳。

、

図91SBE08-19．22．23周辺地形図(1/200)

西丘陵の東向斜面の端部付近に立地する。幅2.90m・奥行き3.00m(現存長）の方形と考えられ、

粘質士を掘り抜いてIll側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。柱穴・地床炉・壁

溝・貼り床は確認できなかった。SBE07と同様、床面の整地の痕跡が確認できた。

遺物と所属時期

床面の崩壊が激しかったためにか、出土遺物は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土しなかっ

た。したがって、所属時期も不明というほかないがⅡ期の範晴と考えたい。

日
喝
巨
ｌ
罰

〆
錘’

〃鰯
”
）
（
詞
）
（
［ 雲

ﾄマ

／

麺’訓

SBE()8ｾｸｼｮﾝ

l)75YR2/2(黒褐)砂質土。

2ﾉ7.5YR2/2(黒褐）・4/6(褐)の混入fo
3ﾉ7.5YR4/6(褐)やや粘質土。

懇充填土
地''1粘質lを

ロ 2m

ⅡI

(S=1/50)

図92SBE08実測図

SBE09

遺構（地形図81,図93,図版9)4Lグリッド

西丘陵の東向斜･面、中腹部より少し上った急傾斜地に立地する。床面の南東側は試掘トレンチによ

って切られている。幅3」8m・奥行き1.03m(現存長）の方形と考えられ、粘質士を掘り抜いて山側

の床面を造っている。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。SBE10を切って造られて
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いる。また、SBEllはSBE10を切って造られていることから、遺構の切り合いから、SBE10が

最も古く、前後関係は不明であるが、その次にSBE09-11が造られていたものと考えられる。

遺物と所属時期（図94）

北東側の一部しか残っていなかったために、出土遺物は小片が多かったが、このうち、5点の土器

を図示した。2110は高坪の脚部である。2111は長頚壷の頚部と考えられ、下から上の順にタテ方向の

ミガキを施す。2112は不定方向のミガキを施した長頚壷の胴部と考えられる。2111と2112は同一個体

と考えられる。2113は横線・波状文・列点を入れた広口壷の胴部、2114は底部片である。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺物は小片が多く、時期は限定しづらいが、比較的脚柱部の長

い高坪の存在から、Ⅱ－3期に属する可能性が窺える。

γ

rLﾊ言 SBElO

〒4ヅ’
－
１ 麺’

二
１

一
一

SBEll

SBE09

動

鵜際
B′
-74.3m

B
－

A′
-74.3m

A

①
『
一
一

竜
一
『

奇

0 2m砂岩小牒を多く含む。

⑤7.5YR3/4(暗褐)・4/3(褐)の混入土。
砂岩小喋・焼土をわずかに含む。

⑥7.5YR3/4(賠褐)・4/3(褐)の混入土。
⑦床の充填土
地山粘質士

①7.5YR3/4(暗褐)少し砂質が混ざる。
砂岩小牒を多く含む。

②7.5YR3/4(陪褐)・4/3(褐)の混入土。
砂岩小牒・焼土をわずかに含む。
③7.YR3/4(暗褐)砂岩小喋を含む。
④75YR3/4(陪褐)少し砂質が混ざる。

ト ー

S=1/50)

図93SBE09．10．11実測図

…
』
種
ノ

雛夢妄 膨

、 2110

2114

0 10cm
ー －一員一

(S=1/3)

図94SBE09出土遺物
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SBE10

遺構（地形図81,図93,図版9)5Kグリッド

床面の両側をSBE09-11に切られる。幅2.05m・奥行き0.95m共に現存長）の方形と考えられ、

粘質土を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は試掘坑によって切られている。柱穴・地

床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。SBE07．08と同様、床面の整地の痕跡が確認できた。

遺物と所属時期

床面の崩壊が激しかったためか、出土遺物は無かった。したがって、所属時期も不明というほかな

い○

SBE11

遺構（地形図81,図93,図版9)5Kグリッド

SBE09の北西側を切り、南東側を試掘トレンチに切られ、床面はわずかを残すのみである。幅

1.13m・奥行き1.00m共に現存長）の方形と考えられ、粘質士を掘り抜いて山側の床面を造ってい

る。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期

床面はほとんど残されておらず、出土遺物は無かった。したがって、所属時期も不明というほかな

い○

SBE15

遺構（地形図88,図95,図版9)4Pグリッド

西丘陵の東向斜面の端部付近の緩斜面に立地する。幅4.23m・奥行き1.40m(現存長）の方形と考

〆
|産 国’

SBEl6SBEl6

SBE15SBEl5

’

I

|漠
国’国’

、
Ｉlノ

A′
-70.1m

A
■■■■■■■■■■■■

B
-70.1m

①lOYR2/2(黒褐)砂質士。砂岩小喋を多く含む。
②lOYR2/2(黒褐)砂質土。砂岩小喋を多く含む。

0 2m

(S=1/50)
図95SBE15．16実測図
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えられ、粘質土を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。また、山

からの湧き水のために黒色士はいつも湿っており、居住環境は良さそうにない。柱穴・地床炉．壁

溝．貼り床は確認できなかった。床面がわずかにSBE16を切っており、これより新しい竪穴住居跡

ﾗﾆ妄言
であると考えられる。

遺物と所属時期（図96）

床面が大きく崩壊しているために、出土遺物は小片が多かった

u製”巽縦燕鴬照刷麓鷺騨駕
矧一言当m外面はナデを施している。

(S=1/3)
なお、高坪F類の存在から、Ⅲ期に属するものと考えられる。

図96SBE15出土遺物

〃

SBE16

遺構（地形図88,図95,図版9)40グリッド

西丘陵の東向斜面の端部付近の緩斜面に立地する。幅2.68m・奥行き1.70m(共に現存長）の方形

と考えられ、粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。立地

条件は、SBE15全く同様である。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。SBE16に切

られており、これより古い住居跡と考えられる。

’

で

E三戸
詞

010cm
－－

(S=1/3)

図97SBE16出土遺物

遺物と所属時期（図97）

床面の多くが崩壊しているため

に、出土遺物は小片が多かったが、

このうち、2点の土器を図示した。

2117.2118は、口縁部を短く外反

させた妻と考えられる。

なお、口縁部を分厚くして外反

させた蕊から、Ⅲ期に属するもの

と考えられる。

SBE17

遺構（地形図98,図100,図版9)6Jグリッド

西丘陵の東向斜面、中腹部より少し上った急傾斜地に立地する。床面の谷側は、SBE32．21．18

によって切られている。幅4.45m・奥行き1.00m(共に現存長）の方形と考えられ、粘質士を掘り抜

いて山側の床面を造っている。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。切り合いの関係か

らSBE17．21．32の順に造られたものと考えられ、北東側のSBE18もこの竪穴住居跡よりは新し

いと考えられる。しかし、SBE18とSBE21．32は直接切り合っておらず、これらの前後関係はわ

からない。しかし、後述するSBE28．29も含めて非常に近接して立地するため、同時に立て得るの

は2軒が精一杯と考えられる。
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図98SBE17．18．21．28．29．32周辺地形図(8=1/200)

遺物と所属時期（図99）

床面が大きく損壊しているために出士遺物は非常に少なく、図示し得た

,_｣乞熊蝋鰯鰯M鴬f鰐:馳則蹴蝋急
2119

10cm形を呈する条痕系の髪と考えられる。

(S=1/3 なお、この竪穴住居跡から出土した遺物は非常に少なく、所属時期も不

図99SBE17出土遺物明とせざるをえないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。

SBE1S

遺構（地形図98,IWjlOO,図版9)61グリッド

SBE17の谷側を切る、非常に小さな住居跡である。幅2.50m奥行き0.80m(現存長）の方形と

考えられ、粘質｣を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。柱穴．

地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期

床面の崩壊が激しかったために出t遺物は無かった。したがって、所属時期も不明というほかない。

SBE21

遺構（地形図98,図100,図版9)6Jグリッド

SBE17の谷側を切り、南西側を試掘トレンチ・SBE32に切られおり、床面はわずかを残すのみ

である。幅l」0．奥行き1.10m(共に現存長）の方形と考えられ、粘質士を掘り抜いて山側の床面を

造っている。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。
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遺物と所属時期

床面はほとんど残されておらず、遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明というほか

ない。

SBE28

遺構（地形図98,図100,図版961グリッド

床面の北側をSBE29に大きく切られる。幅1.90m・奥行き0.95m(共に現存長）の方形と考えら

れ、粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は試掘坑によって切られている。柱

穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期

床面の崩壊が激しかったために、出土遺物は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。

したがって、所属時期も不明というほかない。

SBE29

遺構（地形図98,図100,図版9)61グリッド

SBE28の西側を切って造られている。幅3.95m・奥行き3.15m(現存長）の方形で、粘質士を掘

り抜いて山側の床面をつくっている。床面は比較的よく残っており、山側の壁の立ち上がりもよく残

っている。床面の残存状況がよかったわりには、壁溝・柱穴・地床炉は確認できなかった。また山側

周溝も確認できなかった。この住居跡の床はやや硬く締まり、山側の壁の三角堆積も明瞭に残ってい

た。なおこの竪穴住居跡と、SBE28のみが、斜面の傾斜に対して軸をやや南向きに振って造られて

いる。これは日照を意識したものかもしれない。

遺物と所属時期（図101,102)

床面の残存状況が良かったため、出土遺物は質・量ともに良好で、このうちの22点の土器を図示し

た。2120は高坪A類の坪部で、比較的坪部は深く、外反は弱い。胎土は赤みが強く、内外面共にミガ

キがよく残っており、ほとんどはタテ方向であるが、杯段部のみ横方向にミガキを施している。充填

接合の部分で脚部は折れ、欠損しているが、比較的長く外反する脚部を有するものと考えられる。

2121は高坪B類の坪部で、ほぼ直線的に坪部が立ち上がり、口縁端部は薄く仕上げている。内外面共

にタテ方向のミガキを施しているが、口縁部付近にハケの痕跡がわずかに残っていおり、ハケで調整

した後にナデさらにミガキを施した形成・調整過程が窺える。2122も高坪B類の坪部片である。2123

は高坪の脚部で、裾部がやや外反し、脚部が比較的低いことから、BもしくはC類と考えられる。

2124は高杯C類の脚部で内営傾向が比較的強い。充填接合の痕跡を残し、4単位の穿孔を持つ。脚端

部の接地面には面を持っている。2125は高杯C類であるり、坪部の内誉傾向が強く比較的深い。一方、

脚部はやや外反し、坪部と脚部はややアンバランスなつくりとなっている。器面はかなり摩耗し、わ

ずかにミガキ調整を残すのみであった。2126は器台の器部で、端部にしっかりとした面を持っている。

2127は器台A類の坪部から脚部であり、タテ方向の細かいミガキを施している。2128.2129は共に器

台の中空部であるが、脚部が欠損しているために分類はできない。2130は器台B2類の脚部で、弱い

ながらも内誉傾向を持ち、タテ方向のミガキが施されている。脚端部は2124の高坪と同様、接地面に
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面を持っている。2131は脚坪鉢である。煮炊きに使われていた鉢に器台の脚が融合されている。胎士

は非常に細かく良好で、煮炊きに使われたものではなく、盛器として使われたものである。そして、

文様の構成は横線文と列点文により構成されており、髪の文様構成と同様であり、内外面に細かく丁

寧なタテ方向のミガキを施している。2132は壷B1類であり、2133は長頚壷の可能性のある壷、2134

は壷の底部である。高坪に対して壷の残存状況はよくはなく、口縁部の出土も少なかったo2135は台

付尭の脚部、2136.2139は平底莞、2137は髪C類の口縁である。2138は髪A2類であり、プロポーシ

ョンは条痕系の長い口縁を持っているが、外面の調整はタテ及び斜め方向のハケ目に変わってしまっ

ている。2140は台付尭の接合部であるが、底部の中心に焼成前にあけたとみられる穿孔がある。2141

は妻A2類である。プロポーションは条痕妻と同様で、底部も擬口縁の技法を用いているが、外面調

整はタテ方向のハケ目に変わっている。また口縁部は内面に少しつまんでおり、胎土もやや赤っぽい

ものの黒褐色を呈している。

なおこの竪穴住居跡からは、高坪A・B．C類が混在しているほか、擬口縁を持つ妻も出土してい

る。そのため、所属時期の判定にはかなり慎重にならざるを得ないが、高坪C類や、内替傾向を持つ

器台、口縁部までミガキを施す脚坪鉢の存在から、高坪A類がかなり遅い時期まで残ったと考えて、

Ⅱ－4期の可能性が高いとしておきたい。

SBE32

遺構（地形図98,図110,図版96Kグリッド

SBE17の谷側とSBE21の北西部を切っているが、谷側のほとんどを試掘トレンチに切られてい

る。幅1.80m・奥行き0.20m(共に現存長）の方形と考えられる。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確

認できなかった。

遺物と所属時期

床面がほとんど残っておらず、遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明というほかな

いが、切り合いの状況からSBE17．21よりは新しいものと考えられる。

SBE19

遺構（地形図91,図103,図版9)5Mグリッド

西丘陵の東向斜面の端部付近に立地する。幅3.20m・奥行き0.85m(現存長）の方形と考えられ、

粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。柱穴・地床炉・壁

溝・貼り床は確認できなかった。SBE07と同様、床面の整地の痕跡が確認できた（セクシヨン④)。

また、床面を切るように士坑が検出できたが埋士との関係は不明で、また出土遺物もなかったことか

らこの竪穴住居跡に伴うものかどうかはわからない。したがって、この土坑のみのセクションを図示

しておくにとどめる。
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①lOYR5/8(明褐)砂質土。
②lOYR2/2(黒褐)砂質土。
③lOYR2/2(黒褐)・4/6(褐)の混入土。
④lOYR2/2(黒褐)・4/6(褐)の混入土。砂質土。
⑤lOYR2/2(黒褐)砂質土。締まりなし。
⑥lOYR2/2(黒褐)・4/6(褐)の混入土。
⑦lOYR2/2(黒褐)・4/6(褐)の混入土。やや粘質土
⑧床の充填土
地山粘質土。

2m0

(S=1/50)

図103SBE19実測図

遺物と所属時期

床面の崩壊が激しかったために、出土遺物は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。

したがって、所属時期も不明というほかないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。

SBE22

遺構（地形図91,図104,図版106Mグリッド

西丘陵の東向斜面の端部付近に立地する。幅2.61m・奥行き0.65m現存長）の方形と考えられ、

粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。非常に小規模な住

居跡で、柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。比較的厚い床面の整地の痕跡が確認でき

た。（セクション④）
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E
①7.5YR2/2(黒褐)砂岩小喋を多く含む。
②7.5YR2/2(黒褐)4/6（）の混入土。
砂岩小喋をわずかに含む。

③7.YR3/4(暗褐)砂岩小喋を含む。
④床の充填土
地山粘質土

壷’ 0 2m＜

IIIII

(S=1/50)

図104SBE22実測図

遺物と所属時期

床面の崩壊が激しかったために、出土遺物は少なく、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。した
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がって、所属時期も不明というほかないがⅡ期の範時としておきたい。

SBE23

遺構（地形図，図105,図版10)6Lグリッド

西丘陵の東向斜面の端部付近に立地する。幅2.61m・奥行き0.65m(現存長）の方形と考えられ、

粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っており、谷側の床面は大きく崩壊している。非常に小規模な竪

穴住居跡である。谷側に、1基の士坑が確認できたがこの竪穴住居跡との切り合いは関係は不明で、

遺物も出土しなかったため、一応図示しておくにとどめる。柱穴．地床炉．壁溝．貼り床は確認でき

なかった。また、床面の整地の痕跡が確認できた。（セクション⑤）

【
目
ト
・
［
ト
訓
勺
１
‐

（3）（4）
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t､J

(－

、
①7.5YR3/4(陪褐)少し砂質が混ざる。
砂岩小牒を多く含む。
②7.5YR3/4(暗褐)・4/3(褐)の混入土。
砂岩小牒・焼土をわずかに含む。

③7.YR3/4(陪褐)砂岩小篠を含む。
④7.5YR3/4(11仔褐)少し砂質が混ざる。
砂岩小牒を多く含む。
⑤床の充填土
地山粘質土

叫
＠
国
⑤

蔓’
2m

麺’
0

烏一向一一一一

(S=1/50)

図105SBE23実測図

とグ砺溌言
2143

0 10cm

h 言一一

(S=1/3)

図106SBE23出土遣物

遺物と所属時期（図106)

床面の崩壊が激しかったために、出土遺物は極めて少なく、図示し得たのは、2点のみである。

2142は高坪B類の坪部で、やや浅い坪部の口縁部に横線を入れ、タテ方向のミガキをわずかに残して

いる。2143は器台で、口縁端部に強く押し引き、内外面にタテ方向の細かいミガキを施している。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺物は小片が多いが、高坪B類の存在から、Ⅱ－2期に属する

可能性が高い。

SBE24

遺構（地形図84,図107,図版10)4Nグリッド

西丘陵の東向斜面の端部付近に立地する。幅4.20m・奥行き1.35m(現存長）の方形と考えられ、

黒色の粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っている。SBE25を完掘後、山側の壁が、真っ赤に焼け
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ていたため、念のためにトレンチを入れたところ、焼土の範囲がこの住居跡の床面の下方にのびてい

くこことがわかった。このため、この住居跡はSBE25が埋まった後に造られたことが判明した。柱

穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

E34B

2,

1－丁

(S＝1/50）

図107SBE24実測図

又
144

146E＝＝＝

０
卜

10cm

3=1/3

図108SBE24出土遺物

遺物と所属時期（図108)

床面の崩壊が激しかったために、出土遺物は極めて少なく、図示し得たのは3点のみである。2144

は鉢A類の11縁部で、外面には横線と列点を順に入れ、縦方向のミガキを施し、内面にはヨコ方向の

ミガキを施している。2145も鉢A類の11縁部で、文様構成は2144の鉢と|可様であるが、内面にミガキ

が施されていたかどうかは不明である。また、口径がおおきく、やや口縁が直立気味である点から、

髪の可能性もあるが、口縁部にミガキが施されていることから、ここでは鉢と考えておきたい。2146

は小型の鉢で、口縁部の整形から少し下って、Ⅲ期のものと考えられる。上層（セクション①）から

出土しており、埋土に流れ込んだものであろう。

なお、この住居跡から出士した遺物は小片が多いが、鉢A類の口縁部に縦方向のミガキが施されて

いることから、Ⅱ－4期に属する可能性が高い。

SBE25

遺構（地形Ⅸ'84,図109,図版10)4Nグリッド
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⑳7.5YR4/3(褐)締まりあり。焼土混入。
地山粘質士

⑩75YR2/2(黒褐)に4/4(褐)が混入。
⑪75YR4/3(褐)締まりなし。
⑫植生痕。
⑬7.5YR3/4(暗褐)締まりなし。
⑭7.5YR3/3(暗褐)締まりなし。
⑮7.5YR3/3(暗褐)締まりあり。
⑯75YR4/3(褐)締まりなし。

④撹乱。

⑤7.5YR4/4(褐)締まりあり。
⑥7.5YR3/2(黒褐)砂質土◎焼土が混入。
⑦7.5YR2/2(黒褐)砂岩小牒多く混入。
⑧7.5YR3/2(黒褐)砂質土。
⑨7.5YR2/2(黒褐)に3/2(黒褐)が混入。
砂岩小牒多く混入。

①7.5YR2/3(極暗褐)砂岩小磯を含む。
砂岩小牒を多く含む。
②7.5YR4/4(褐)に2/2(黒褐)が混入。
砂岩小磯・焼土をわずかに含む。
③7.YR4/4(褐)砂室土。

2m0

ﾄ F行い一ヨ
(S=1/50)

図109SBE25．33．34実測図
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西丘陵の東向斜面の端部付近に立地する。幅4.60m・奥行き2.55m(現存長）の方形と考えられ、

黒色の粘質士を掘り抜いて山側の床面を造っている。黒色士の地山と、あまり様相の違わない埋士で

あったが、床面は硬く締まっており明確に確認できた。柱穴・地床炉・壁溝・は確認できなかった。

完掘後、この竪穴住居跡の山側の真っ赤に焼けた壁を追求するため、念のためにトレンチを入れたと

ころ、壁・底面が赤褐色に硬く焼き締まった土坑の範囲が、SBE33の床面の下方にのびていくここ

とがわかった。この土坑の範囲は幅・奥行き共に1mほどに広がった。埋土・形状から見るとカマド

の煙道に類似しているが、最も強く焼けている場所は、住居の外側であり、住居の内部はほとんど焼

けていない上、焼土の痕跡も確認できなかった。さらに、その壁には、士坑の埋土を被せるようにし

て三角堆積が残っている。このことから、この士坑は竪穴住居跡に伴うものではあるが、その内部に

構造を持つものではなく、いわゆるカマドではないと考えられる。しかし、金属器などの製作に伴う

と考えられる遺物も出土していないことから、工房跡と考えることも難しく、カマドに類似した士坑

である可能性は捨てきれない。縄文早期の「煙道付き炉穴」のような調理施設を思わせるが（村瀬

2002、篠原・吉田1985)、これを証明する遺物は出土しておらず、時期も大きく違うため推測の域を

出ないものである。なお、切り合いの状況から、SBE25．33．34の順に造られたことが確認でき、

この埋士上に、最も新しいSBE24が造られたものであろう。

遺物と所属時期

非常に残りの良い竪穴住居跡であったのにも関わらず、出士遺物は極めて少なく、図示に耐えうる

遺物は出土しなかった。これが、この堅穴住居跡の性格を示すものかもしれないが、今のところはよ

くわからない。しかし前述したように、埋土の状況から、SBE25．33．34の上層にSBE24が造ら

れており、さらにSBE24は、出土遺物からⅡ－4期である可能性が高い。このことから、この住居

跡は、Ⅱ期もしくはそれ以前に属するものと考えられる。

SBESS

遺構（地形図84,図109,図版10)4Nグリッド

SBE24の埋土の下層に造られ、SBE34に山側を切られている。幅3.45m・奥行き1.75m(共に

現存長）の方形と考えられる。埋士などの状況はSBE25と同様であるが、硬化した床面も無く、赤

く焼き締まった士坑も伴わなかった。柱穴・地床炉・壁溝も確認できなかった。また、SBE25とS

BE34の間にのびる床面は自然に消滅し、その端部を確認することはできなかった。この竪穴住居跡

の前後関係は前述のとおりである。

遺物と所属時期

出土遺物は無かった。所属時期については、前述のとおりである。

SBE34

遺構（図109,図版10)4Nグリッド

SBE24の埋士の下層に造られ、SBE33の山側を切っている。幅2.85m・奥行き2.1m(現存長）

の方形と考えられる。埋士などの状況はSBE33と同様であるが、SBE25と同様に、赤く焼けた士

坑を伴っていた。様相もほとんど同様であるが、この竪穴住居跡には、この施設が両コーナーに2基



第1節Ⅱ．Ⅲ期の遺構と遺物89

造られていた。また、柱穴・地床炉・壁溝は確認できなかったが、竪穴を掘った後に、壁を整形した

と考えられる盛り土がセクションで確認できた。また、この竪穴住居跡の前後関係は前述のとおりで

ある。

遺物と所属時期

非常に残りの良い住居跡であるのにも関わらず、出土遺物は無かった。様相は、SBE25と同様で

ある。したがって、図示に耐えうる遺物は;ii土しなかった。所属時期についても、前述のとおりであ

る。

SBE27

遺構（地形図110,図Ill,図版10)7Gグリツト

藍

73．0

二二二二ニン

図110SBE27周辺地形図(1/200)

東丘陵の西向き斜面、丘陵中腹部の急傾斜地に立地する。切り合いはなく単独で存在する。幅3」5

m・奥行き2.08m(現存長）の方形で、黒色の砂質土を掘って床凹をつくっている。床面．11|側の壁、

ともによく残っている。柱穴・壁溝は確認できなかった。谷側の床而残存部の端部中央付近に川原b

を炉石とする地床炉が確認できたが、焼土の確認はできなかった。最後に竪穴住居跡を埋めた層位

(セクション①）は、竪穴の肩も削っているため、その下層より時期の新しい層と考えられる。

遺物と所属時期（図112)

床面の残存状況が良かったため、,'11土遺物は比較的良好で、このうちの9点の土器と、1点の石器

を図示した。2()47は高j不F類で、外面の二次調整はナデであるが、一次調整の指頭圧痕も残っている。

また、坪部の内面はナデ調整が施されている。卜部には張り付けの垂|､倉がつけられている。この土器

は、ほかの遺物より|､るⅢ期のものであるが、比較的上層から出十xしたことから混入であると考えら

れる。2148は小型の壷で、口緑部外面には3条の横線が入れられ、その1,部から縦方向に細かい丁寧

なミガキが施され、胴部には若干粗くヨコ方向のミガキが施されている。11縁部内面にもミガキが施

され、m部は板ナデ調整を行っている。脚付きになる可能性も高い。2149．215()は壷の底部で、後者
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には指頭圧痕が残されている。2151は壷B1類で、胴部はおおよそ縦方向にミガキが施されているが、

文様は入れられていない。内面は輪積み痕とそれを押さえた指頭圧痕がところどころに残されている。

2152も壷B1類で、口縁部には3条の横線が入れられ、内外面共に不定方向にミガキが施されている。

外面の胴部にはミガキ前のハケ調整の痕跡が残っている。2153は妻E類であるが、極めて小片で時期

はおろか口縁の角度もはっきりしない。2154は婆G類で、輪積み痕とこれを押さえた指頭圧痕が残っ

ている。2155は婆A1類で、赤褐色の胎士で、口縁部と胴部の下方部が残っている。タテ方向の条痕

が多少斜めになっているものの、はっきり残っている。おそらくは、布目圧痕を持つ平底の莞の底部

であった可能性が高い。また、1点のみ出土した石器6006は有溝石錘である。

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、混入が多いために、遺物の出土層位を根拠にしながらも限定

的に考えざるをえないが、最大径が中央部付近にある壷B1類、また、タテ方向の条痕を明瞭に残す

*A1類の存在から、Ⅲ－3期の可能性が高い。
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(S=1/50)①lOYR3/2(黒褐)粘質土。砂岩小牒を含む。
②lOYR2/2(黒褐)粘質土。砂岩小喋を含む。
③lOYR3/2(黒褐)・3/4(暗褐)の混入土･粘質土。砂岩小喋を含む。
④lOYR3/4(黒褐)砂質土。
地山粘質土。

図111SBE27実測図
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SBF01

遺構（地形図113,Mi14,m版11)261グリッド

図113SBF01-02．04．05．06．08．11-38周辺地形図(1/200)

東丘陵の東向き斜面、尾根の頂上部付近に立地する。切り合いはなく単独で存在する。幅3.50m

奥行き2.05m(現存長）の方形で、砂岩の岩盤を掘り抜いてIll側の床面を削りだしている。現在は崩

落しているが、この士砂を谷側に盛って平らな床面を広げていたと考えられる。Ill側の壁には壁溝が

巡っている。床nilのほぼ中央部付近には、楕円形の川原石を置き、炭化物の混ざった混入土で埋まっ

た2つの浅い土坑がある。これは全体に被熱しており、地床炉の痕跡と考えられる。また、北西方向

には比較的混入の少ない砂質上が薄く平坦に締まっている。貼り床の一部が残ったものと考えられる。

柱穴を確認することはできなかった。

遺物と所属時期（図115)

岩盤掘り込みの住居である上、床面の崩壊も多いため、遺物の,r,土は少ないが、このうちの3点を

図示した。これらは、すべて床面の直上から出土しており、このうち2156の出土状況は図示した。

2156は妻H類で、口縁部より大きく、丸く張った胴部を持ち、器壁は非常に薄く、胎土も細かい。ま

た、口縁はやや外反し、<字状を呈しており、外血は横ハケ、内面は不定方向のケズリ調整を行って

いる。このような蕊は深橋前遺跡や周辺の遺跡においては類例をみないものである。外面の横方向の

ハケ、内面のケズリ調整などから、螺旋状にタタキ調整を行う庄内髪に似せて作られたものの可能性

が考えられる。（宇野隆夫氏のご教示によるo2157は壷B1類であるが、小片であり調整等は不明で

ある。2158は器台で、中空部がやや太い。

なおこの竪穴住居跡は、器台はやや古い様相を示しているものの、壷B1類と薄雲の存在から、

Ⅱ－3期の可能性を指摘したい。
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(7)lOYR3/4(陪褐)・4/6(褐)の混入土。少し粘質。締ま

りあり。lOYR3/4の割合がやや高い。

⑧⑦とlr1様。lOYR4/6の割合がやや高い。
(9)lOYR4/4(褐)砂質士。砂岩小喋が多く混入。
⑩lOYR4/4(褐)粘質土。砂岩小篠が少し混入。下部は被

熱し赤色を呈す。
地111（岩盤）

(1)lOYR5/6(黄褐)砂質土、砂岩小牒を多く含む。締まり
なし。

(2)lOYR3/4(暗褐)砂質土、砂岩小喋を多く含む。締まり
なし。

③lOYR3/4(陪褐)・4/4(褐)の混入土少し粘質。締ま
りあり。

④lOYR5/8(黄褐)砂質士。
⑤lOYR4/6(褐)砂質土。炭化物が多く混入。
⑥lOYR3/4(暗褐）砂質士。砂岩小喋が多く混入。

(S=1/25)

0 2m

い －日

(S=1/50

図114SBF01実測図

薦

リI
2158

0 10cm

－ －

(S=1/3)

図115SBF01出土遺物

SBF02

遺構（図113,図116,図版11)24Lグリッド

東丘陵の尾根の頂上部付近の平坦地に立地する。切り合い関係はなく単独で存在する。幅4.73m
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戟纏lOYR6/8(明黄禍)砂ﾔﾄ小篠を含む。締まり

は部分によって変化･‘

②lOYR4/6(褐)に6/8(lﾘl黄褐)・3/4(賠褐)が斑
点状に混入猶砂ﾈilを含む｡炭がわずかに況人
す

識懲同様鰹lOYR3'4(暗褐)の割合が大きい。

愈瞳同様.lOYR6/8(I叩'〔褐)の割合が大きい。
③鐘同様。lOYR6/8(明黄禍)の割合が火きい。

動2同様"lOYR3/4(暗褐)の1'31合が大きい。
ZlOYR3/3(暗褐)に6/4(褐)が斑.I状に混入。
砂洲を含む｡炭の混入多いo

alOYR5/8(黄褐)に75YR5/8(Iﾘl褐)が混入。砂
質士｡蝶･炭｡満盤の風化たものか。

<g心'10YR5/8(黄褐)砂質to砂ﾔW小磯多く含む.。

⑩lOYR5/8(黄禍)砂質士｡砂料小蝶わずかに含
む。

､,⑲l()YR5/8(黄禍)砂F1士。砂岩小喋多く含む。
12,植生痕

⑬lOYR5/8(黄禍)砂質土｡締まりあり｡砂洲小
牒わずかに含む。

哩趣lOYR58(黄褐)砂質士。（ﾙ詫枇州!|）

愈勘と|画I様。l()YR64(褐)の割合が大きい。
”とlIil様"lOYR6'8(Iﾘ)黄褐)の割合が大きい。
”|‘1様。砂¥Iを含む。炭の挽入多い。

78.7m

E 21’’22

78.7m

I
l'、
78.5m

Ｃ
ｌ

78.7m

21‘l()YR3/4(H肖褐)砂質士｡斑点状に黄色｜混入･砂岩小磯を
含む。

'鯵l()YR5/6(黄褐)にlOYR4/3(にぶい黄禍)がわずかに混入o
砂質土。

'麓‘lOYR3/4(H&褐).44(褐)の混入士｡砂質土･砂岩小磯を含
む。

灘‘lOYR小3(暗褐)妙質土｡炭･砂洲小磯を含む。
獅必1とlliI様・砂ｷ‘|･の混入多い

鍋,OYR4/6(禍)wi質'
塚;lOYR4/6(褐)粘蘭に砂質土が混入。
勢lOYR4/6(褐)砂間土。

鋤‘lOYR4'4(褐)砂質-t･砂7l小磯が多く批入。

郷,lOYR4/1(褐)粘質士。砂岩小喋が少し出入｡下部は被熱し
赤色を呈す。

地''1（岩盤）

0 2m

D
-78.7'11

8=1/50

図116SBF02実測図
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奥行き3.88m(現存長）の方形で、砂岩の岩盤を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。柱穴と縦

横の比率から、床面はほぼ残っているものと考えられる。山側の壁には壁溝が巡っている。床面のほ

ぼ中央部付近には、楕円形の石を置き、炭化物の混ざった混入士で埋まった2つの浅い士坑があり、

全体に被熱している。地床炉の痕跡と考えられるが、深橋前遺跡で唯一、炉石と考えられる楕円形の

石に、川原石ではなく山石の蝶を使っている。また、比較的深くしっかりとした3基の柱穴を確認す

ることができた。この住居跡からは、接合後の点数で831点にも及ぶ遺物が出土しているが、床面の

直上や最下層（セクション⑧）から出土した遺物は少なく、その多くは住居跡廃絶後に投げ入れられ

たものと考えられる。この竪穴住居跡が、土器捨て場であったためか、何らかの祭祁的な場であった

ためかははっきりしない。しかし、周辺に銅錐を出土したSBA05、筒状銅製品を出土したSBF08

がある。またこの竪穴住居跡から出土した土器のなかには、搬入品やこれを様した土器の出土が多い

ことなどを考え合せると、この付近の平坦地がⅡ－3～4期に集落のセンター的な場所であった可能

性は高いのではなかろうか。

遺物と所属時期（図118,119)

床面の残存状況が良かったため、出土遺物は質・量ともに良好で、このうちの32点の土器を図示し

た。2159は高坪B類で、坪部はやや浅く、内誉は弱い。口縁部外面に横線を入れ、段部から上部は上

から下に、下部は下から上にタテ方向のミガキを施している。2160も高坪B類で、2159と同様である

が、少し大きめで外面の口縁部に横線を入れない。2161は高杯C類で、内簿傾向が強く、口縁部内面

におそらくは折り返して肥厚させたと考えられる短い段の上に、6条の多条沈線が入れられている。

2168は高坪C類でやや内誉傾向を持つもの。2169も同じく高杯C類であるが、内替傾向は持たず、逆

にやや外反気味に開いている。どちらも摩耗が激しく調整はわからない。2170は小片であるが高坪C

類の可能性が高い。2175は高坪D類でほぼ完形である。内外面共にミガキ調整を施しているが、ほか

の高坪と比較してヨコ方向が多く、粗く短い。また、高坪であるのにも関わらず、坪部には煤が附着

する。2162から2166は、高坪脚部のうちやや古いと考えられるもの、2171.2172は、高坪脚部のうち

やや新しいと考えられるもの、2173.2174は高坪脚部のうち高坪D類と考えられるものである。2167

は外面全体が赤彩された壷で、口縁部は髪G類のように短く外反する。頚部には2孔一組の穿孔が対

角線上に2組みられ、壷蓋をしばるための穿孔と考えられる。外面はミガキ・内面はハケ調整で、口

縁部から胴部と、胴部から底部は、ややいびつで接点はないけれども、胎土・調整・赤彩の状況から

同一の個体と考えられる。2176は壷A1類で、内面の赤彩しか確認できない。2177は広口壷の胴部で

ある。2178は髪H類の口縁でヨコ方向のハケ調整を施しており、2179は鉢B類で口縁部には4条の横

線を入れ、髪C類の可能性もあるが、口縁部にミガキを施していることから鉢に分類したo2180は妻

G類で、口縁部外面にヨコ方向のハケ調整を施している。2181は妻D類で、口縁部はナデ調整である

が、指押圧痕を消しきれておらず、胴部には横線を入れずに、頚部ぎりぎりの位置に2個一単位の竹

管状の工具を用いて列点文を施しているo2182は髪A2類で、頚部のくびれは緩やかで、赤褐色の胎

士を持ち、底部は欠損しているものの擬口縁の工法を用いている。条痕調整はみられないが、外面の

底部から胴部にかけてタテ方向のハケ調整を施している。内面は胴部下部の指押圧痕付近で接合した

ものらしく、ここから下部はハケ調整、上はナデ調整を行っているo2183は壷底部、2184は莞底部で

あるo2185は小型の妻であり、口縁部は欠損している。胴部から底部にかけてやや膨らみを持ち、妻
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であるのにも関わらず、外面にはタテ方向のミガキが施されている。2186は髪G2類で、これも外旧i

にタテ方向のミガキが施されている。口縁部は短く外反し外面に段を持つことから、近江の影響を受

けている可能性がある。2189もミガキの施された小型の髪で、2185のプロポーションに類似している。

しかし、胴部の文様は横線と列点文であり、この地域の土器と融合した様子が窺える。2187.2188は

台付尭の底部である。2190は小型の壷であるが、Ill")部にミガキが残されている。

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、高坪B類とC類の両方がみられ、条痕系の影響も残すことか

らⅢ－3期の可能性が高い。ただし、高坪については内簿志向を持つ坪部と外反志向を持つ坪部の両

者がみられるため、内簿志向に一掃されたとみられる外反志向が、深橋前遺跡のⅢ－3期に至っても

強く残ることを前提としての位置づけとしておきたい。

SBF04

遣構（地形図113,111120,図版12)25Lグリッド
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西丘陵の東向斜面の尾根頂部から少し下ったほぼ平坦地に立地する。幅4.20m・奥行き1.25m(現

存長）の方形と考えられ、黄褐色の岩盤とSBF05の埋土に床面を造っている。床面の谷側に焼土の

範囲が残っており、地床炉と考えられる。柱穴・壁溝・貼り床は確認できなかった。SBF05の埋士

上に床面を造っていることから、これよりは新しいものと考えられる。

遺物と所属時期（図121)

出土遺物は、床面の直上のものが多く、量的にも比較的多かったが、ほとんどが小片で、図示し得

たのは、1点のみである。2191は高坪の脚部であり、内営

□
〃ゆ
詮、

傾向は持つものの大きく開いている。外面はタテ方向・内

面はヨコ方向のミガキが施されている。高坪D類もしくは

E類と考えられる。

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、内簿傾向を持つ高
2191

10cm^不が図示した遺物以外にも何点か出土しているほか、脚部0
計 一三

(S=1/3) が大きく開いた高坪D類もしくはE類が出土していること

図121SBF04出土遺物からⅡ－4期の可能性が高い。

SBF05

遺構（地形図113,図122,図版12)25Lグリッド

SBEOSの谷側を切り、SBF06に谷側を切られている。また、北東側は自然流路によって削られ、

上層の一部にはSBF04床面が造られている。幅2.60m・奥行き2.65m(共に現存長）の方形と考え

られる。床面中央部と考えられる場所に、赤く焼き締まった部分と、川原石の炉石を伴った土坑があ

り、地床炉とそれに関連する焼土と考えられる。柱穴は確認できなかったが、山側には浅いながらも

壁溝が確認できた。床面の直上から炭化材が数点確認できたが、焼失家屋と考えられるほどではなく、

燃料材の燃え残りが散乱したものであろう。後述するが、この竪穴住居跡に切られるSBF08はSB

Fllを切っていることから、SBEll．08．05．06の順に造られ、SBF04はこれらより新しいもの

と考えられる。

遺物と所属時期（図123

出土遺物は、床面の直上のものが多く、量的にも比較的多かったが、ほとんどが小片で、図示し得

たのは、4点のみである。2192は器台の脚部であり、柱状部は太いものの器部は非常に小さい。外面

は細かくミガキが施され、口縁部には面を持ち、1条の横線が入れられているo2193は尭G2類の口

縁部で、わずかな段を持ち、段の下部には棒状工具により列点文が入れられているo2194も髪G2類

の口縁部で、わずかな段を持ち、ナナメ方向のハケ調整が施されている。2195は鉢B類で、口縁部に

はわずかな段を持ち、胴部の最大径はかなり下方に下がっている。摩耗のため全体的に調整は不明で

ある。

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、全体的に遺物が小片であり、また、実測し得た遺物も時期判

定に結びつくものが少なかった。そのため確証に欠ける点もあるものの、鉢の最大径がかなり下がっ

ているなどの様相から、Ⅱ－4期のSBF04下層竪穴住居跡であることを考え合せても、これとの時

期差はそれほどないものと考えて、Ⅱ－3期としておきたい。
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図122SBF05-06実測図
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謀3

惑4
図123SBF05出土遺物

010cm
－－

(S=1/3)

SBF06

遺構（地形図113,図122,図版12)25Lグリッド

SBF05を切っているが、谷側のほとんどを試掘トレンチに切られている。幅1.80m・奥行き0.20

m共に現存長）の方形と考えられる。柱穴・地床炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期

床面がほとんど残っておらず、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不

明というほかないが、切り合いからⅡ期の範晴と考え、SBF05よりは新しいものと考えられる。

SBF08

遺構（地形図113,図124,図版13)24Kグリッド

東丘陵の尾根頂上部付近の平坦地に立地する。SBAO5・SBFllを切り、SBF05に切られる。

幅4.85m・奥行き4.50m現存長）の方形で、黄褐色の粘質士を掘って床面をつくっている。谷側の

床面は崩壊しているが、南側のコーナーがわずかに残っていることから、ほぼ正方形のプランを呈し

ていたものと考えられる。立地の制約からか、深橋前遺跡内の竪穴住居跡は小規模なものが多いが、

これは、SBF02と共に最も規模の大きなもののうちに属する。北側コーナー付近には一部壁溝が残

されていた。4基のピットが確認できたが、このうち中央付近の1基以外は、位置的にみて柱穴と考

えられる。地床炉は確認できなかった。貼り床の痕跡は無かったものの、床面は硬く締まり、この直

上から後述する筒状銅製品などが出土している。

遺物と所属時期（図125)

埋士の状況や床面の残存状況は比較的良好であり、図示した遺物はいずれも床面の直上から出土し

たものである。筒状銅製品1点を含む、7点の遺物を図示した。7002はいわゆる筒状銅製品である。

西側のコーナー付近の床面の直上から横になった状態で出土した。ほぼ完形であるが、青銅の状況は



第1節 Ⅲ期の遺構と遺物Ⅱ 103

乞工_】
｜
詞

千
1'1．．‘，
I､季1‘ Ｊ

弄
譜

汀
戸
上
囚

－u16．84
3

－

g

>笈〆
壷’

弓
四
国
の

（
○
の
二
Ｍ
Ⅱ
の
）

画

巴
③

獄
一
言
叫
袋
“

日
房
杢
叫
ぺ
ふ
恥
侭
へ
、
割

◎
くつ

◎Ｂ
一

四
つ
四
四
の 息蕊

。

八
９
○
／
／
／
‐

。
．
。
ｅ

の

．
２
０

。
Ｄ
Ｃ
、

○
己

Ｅ
一
・

Ｗ
噂
“
（

八
９
○
／
／
／
‐

。
．
。
ｅ

の

．
２
０

。
Ｄ
Ｃ
、

○
己

Ｅ
一
・

Ｗ
噂
“
（

ぺ
哩
終
那
亀
急
恥
・
判
鉦
巽
ヨ
署

・
趣
亀
舟
時
（
駆
る
寺
塵
浄
昌

》

・
鉦
念
母
畔
（
駆
る
寺
西
浄
白

・
瓢
亀
母
母
（
駆
る
寺
出
湯
宮

・
趣
巽
砕
母
（
鯉
）
電
畠
浄
昌
③

・
瓢
亀
畔
砕
（
鯉
）
電
畠
湯
白
③

・
瓢
巽
畔
砕
（
窪
）
逗
畠
浄
昌
⑧

・
瓢
亀
畔
母
（
鯉
）
逗
菖
湯
昌
②

C

：篭
③

Ｎ
Ｃ
（
）
卜／

Ｎ
Ｃ
（
）
卜／

‘‘Oa

o
｡

④00

Oa

o
｡

③●●

蜂

。
Ｋ
哩
謎
二
へ
飛
亀
・
瓢
亀
砕
母
（
駆
る
寺
出
湯
臼

・
趣
亀
砕
砕
（
駆
る
寺
塵
浄
三

（
哩
聖
ご
扇
函
湯
冒

・
判
瓢
亀
（
駆
梱
ｓ
縄
里
専
ら
函
浄
昌

・
瓢
亀
ヨ
急
。
Ｋ
理
農
科
Ｋ
哩
ｅ
（
駆
眺
）
ご
圏
芭
刀
（
哩
鯉
）
さ
圏
浄
白
③

・
ね
伽
〉
恥
如
謎
吾
和
亀

》

ｏ
ぺ
哩
旦
奏
唾
嶺
績
ざ
め
・
判
Ｋ
唾
ｅ
（
嘩
眺
扇
扇
塵
浄
三
判
（
駆
聖
専
扇
塵
浄
冒

・
浦
鞠
岬
舗
辿
理
ｅ
長
ｓ
△
蕪

・
狸
碧
罵
亀
旦
垢
吟
・
判
趣
亀
（
哩
堀
扇
ら
函
浄
白

＠

、

、、
、

の

里辱
F′

－

Ｉ

ｌ
‐

、
‐
！
‐

．
ｊ

、
．
．

』

Ｉ
．
’

１
１
鯵
鯵
潮

a

’

’

9

9 ．CO

④
錫

9
⑪

、 の9 0

･0

鳶。、 。、。｡
‘.､1

．，A

:"1

:！‘も『l

いへ

い’

”
1:i､;1
b‘,

1』
::AIゾ

．ノ

③ P
のウ
QO

ｅ

（
ソ
、②
。
Ｇ
一

．

鶴
誠
一

⑦

且、且
H′H′H′

Ｕ
一
、
・
い

O
p

O OD6

Ｇ
）
（
陸

‐ノ

週 、0列C
O

，

0列C
O

，

冨
属
犀
珂
鴬
割

（
ｅ

一
息
燕
Ⅶ

・
ぺ
唾
士
巡

・
ぺ
哩
叩
衰
旺
患
知
（
鯉
）
電
菖
題
．
卜
・
桓
如
吋
討
酔
瀞
堺
継
戦
率
挫
雲
班
溌
匪
函

罰’ 葱’

。
判
瓢
亀
。
Ｋ
理
ヨ
急
績
（
鯉
）
ご
司
三
廻
扇
お
塵
ン

。
△
御
（
一
躍78.4m

〆
蕊

Ｏ
Ｋ
哩
士
盤
（
鯉
三
等
塵
浄
哩
ト
伝

D′
-78.4m

い
、
ト
（
『

図124SBF08・11実測図



104第4章I～Ⅲ期の遺構と遺物
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図125SBF08出土遺物

極めて悪い。これについては、第7章第2節において詳述する。2196は高坪C類であり、非常に小型

で脚部も低いが、大型のいわゆる有段高坪の体裁を整えている。坪部は若干厚めであるが、坪部・脚

部共に内簿傾向を持っている。また、口縁部外面には4条の横線を入れ、内面共にタテ方向のミガキ

を施している。2197は高杯の脚部で、端部も欠損しているが、多少内替傾向を持つことから高坪C類

の可能性が高い。2201も高坪C類であり、口縁端部も欠損してはいるが、坪部の開き具合からそれほ

ど深くはならないものと考えられる。長頚壷と考えられる2198は壷C類であり、2199は莞の底部であ

るが、いずれも小片で全体のプロポーションは不明である2200は妻の底部であり、胎士と底部のつく

りから妻A2類の可能性が高い。

なお、この竪穴住居の所属時期は、比較的浅い高坪C類や脚部の低いものが存在することから、

Ⅲ－4期の可能性が高い。しかし前述したが、これを切るSBF05、さらにこれを切るSBF06とも

それほどの時期差は無いものと考えられる。
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SBFll

遺構（地形図113,図124,図版12)251グリッド

I埼側のコーナーをSBF08に切られている。幅3.15m・奥行き2.05m(現存長）の方形と考えられ、

黄褐色の粘質士と特盤の境界付近に立地する。浅いながらも2基の柱穴が確認できた。壁溝・地床

炉・貼り床は確認できなかった。床面がSBF08に切られている付近に、コーナーと考えられる若干

の丸みもあるが、ここをコーナーとする正方形のう．ランでは、柱穴の位置が不自然であり、長方形の

プランを呈する11能性もある。

遺物と所属時期（図126）

出土遺物が多かったわりにはほとんどが小片で、図示し得たのは3点のみである。2202は髪G2類

で、口縁部に3条の横線を、頚部に1条の細い沈線を入れる。2203は壷の底部、2204は平底髪の底部

と考えられる。

なおこの竪穴住居跡の所属時期は、小片が多いために確証に欠けるが、切り合いからSBF08より

は古いと考えられるものの、図示しえなかった遺物の観察などから、Ⅱ期の範晴としておきたい。

二 愚2

図126SBF11出土遺物

SBF13

遺構（地形fell27,fell28,図版14)26Lグリッド

図127SBF13・14．15．16周辺地形図(S=1/200

ロ

(S＝1/3）

10cm

ヨ
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東丘陵の東向き斜面中腹の急傾斜地に立地する。SBF15・14に切られ、床面はわずかしか残って

いない。幅2.20m・奥行き2.05m(共に現存長）の方形で、砂岩の岩盤を掘り抜いて山側の床面を削

りだしている。1基のピットが確認できたが、浅いもので、柱穴とは断定できない。地床炉・壁溝・

貼り床は確認できなかった。

K¥

＜＞.v_－Eブ聖“
010cm

信一計

(S=1/3)

図129SBF13出土遺物

遺物と所属時期（図129)

遺物の出土は比較的多かったが、小片が

多く、図示し得たのは2点のみである。

2205は高坪の脚部であるが、小片のために

全体のプロポーションは不明である。高坪

D類の可能性も窺える。2206は平底妻の底

部である。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺物

は小片が多く、所属時期を限定するには至

らなかったがⅡ期の範時としておきたい。

SBF15

遺構（地形図127,図128,図版14)27Lグリッド

SBF13を切り、谷側の床面をSBF16に切られている。幅5.30m・奥行き2.08m(共に現存長）

の方形と考えられ、黄褐色の岩盤を掘り抜いて山側の床面を造っている。4基の柱穴と考えられるピ

ットが確認できたが位置的には多少疑問が残る。壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。比較的

大きな竪穴住居跡であるが山側の竪穴の立ち上がりがはっきりせず、SBF16の山側周溝である可能

性も捨てきれない。

遺物と所属時期（図130)

0 10cm

－ －

(S=1/3)

図130SBF15出土遺物

遺物の出土は比較的多かったが、細片が

多く、図示し得たのは1点のみである。

2207は壷の底部であり、壷C類の可能性は

あるが、胴部より上は残っておらず、不明

としておきたい。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺物

は小片が多く、所属時期を限定するには至

らなかったがⅡ期の範晴としておきたい。

SBF16

遺構（地形図127,図128,図版14)27Mグリッド

SBF15の谷側を切っている。幅3.52m・奥行き1.95m(現存長）の方形と考えられ、黄褐色の岩

盤を掘り抜いて山側の床面を造っている。非常に小規模な竪穴住居跡であるが、断続的ながらも山側

にはしっかりとした壁溝が巡るo1基のピットが確認できたが位置的に問題があり柱穴ではない可能
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性のほうが高い。床面のところどころに焼土がみられたが

図示するほどの広がりは見せなかった。地床炉・貼り床は

確認できなかった。

遺物と所属時期（図131)

遺物は小片が多く、図示し得たのは3点のみである。

2208は台付妻の底部であり、内外面にハケ調整を施してい

る。2209-2210は壷の底部であり、共に外面はミガキを施

し、内面は板ナデ調整を施している。

なお、この竪穴住居跡から出土した遺物は小片が多く、

所属時期を限定するには至らなかったが、Ⅱ期の範晴とし

ておきたい。また、切り合いからSBFl3・’5．16の順に

造られたと考えられる。また後述するSBF14もSBF13

よりは新しいが、SBFl5・’6との時期関係は不明である。

2208

、州堂愈とグー
,ご--一／

く蜂：ハ
一／

2210

0 10cm
信一一

(S=1/3)

SBF16出土遺物図131

SBF14

遺構（地形図127,図132,図版14)28Lグリッド

SBF13の東側を切っている。幅2.55m・奥行き1.20m(現存長）の方形と考えられ、黄褐色の岩

盤を掘り抜いて山側の床面を造っている。非常に小規模な住居跡であるが、2基のピットが確認でき

た。多少中央に接近しているものの、掘形はしっかりしており、柱穴と考えたい。壁溝・地床炉・貼

り床は確認できなかった。

日
つ
●
①
卜
‐
凱
刈
‐ヘ

野
雷
『
罰

。⑤
B′B′BB

八

lOYR2/3(黒褐)粘質士
①lOYR3/3(陪褐)砂質土。砂岩小牒を含む。
②lOYR2/3(黒褐)に4/4(褐)が混入。
③lOYR5/8(黄褐)砂岩小喋を多く含む。
④lOYR5/8(黄褐)砂質士。砂岩小喋ややを含む。
地山岩盤

76.0m

K …易
0 2m

州

(S=1/50)

図132SBF14実測図

遺物と所属時期（図133)

出土遺物は非常に少なく、図示し得たのは、1点のみである。2211は髪B類で、口縁部に2条の横
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線を入れ、その下方にナナメ・タテ方向のハケ調整の

痕跡を残している。

なおこの竪穴住居跡の所属時期は、遺物が少なかっ

たもののSBF13を切っていることから、この竪穴住

居跡よりは新しいものと考えるが、Ⅱ期の範晴として

おくにとどめたい。

=墨註
｜
’

一
一

1

0 10cm

一一言

(S=1/3)

SBF14出土遺物図133

SBF17

遺構（地形図135,図134,図版14)26Nグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部の急斜面に立地する。切り合い関係はなく単独で存在する。幅

2.95m・奥行き1.23m(現存長）の方形で、粘質土を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。床面

は大きく崩壊するが、2基の柱穴が存在する。壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。

罰|；ア／

=〆
①7.5YR3/3(暗褐)砂岩小喋を含む。
②7.5YR3/3(暗褐)砂岩を多く含む。
③7.5YR5/8(明褐)・3/3(暗褐)の混入土。
④7.5YR5/8(明褐)粘質土。
⑤7.5YR5/8(明褐)粘質土。
⑥lOYR3/4(暗褐)砂質土。締りあり。砂
岩小喋を含む。

⑦lOYR4/6(褐)粘質土･砂岩小牒を含む。
⑧lOYR5/6(黄褐)砂質土。砂岩を含む。
⑨lOYR5/6(黄褐)砂質土。
⑩lOYR4/6(褐)に5/6(黄褐)が多く混入。
砂質士。

⑪lOYR5/6(黄褐)に3/4(暗褐)が多く混
入。砂質士。

⑫lOYR5/6(黄褐)に3/4(暗褐)が多く混
入。粘質士。

地山粘質土･砂岩を含む。

言
旦
７
Ｊ。

B′B
－

○琴
〃

乏二

､
一
一
Ｔ
ｌ

ｳ／

75.1m

彫
0 2m

－ －ヨ

(S=1/50)

図134SBF17実測図

遺物と所属時期

出土遺物は比較的多かったが、小片が多く、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、

所属時期も不明というほかないが、Ⅱ期の範時としておきたい。

SBF18

遣構（図136,図版14)27○グリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った急斜面に立地する。北西の肩をSBF31に切ら

れている。幅3.13m・奥行き0.95m(現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだし

ている。床面は大きく崩壊し、また層位もつかみにくく、堆積の状況も判然としない。しかし、しっ

かりとした2基の柱穴が存在することから、住居跡と判断した。壁溝・地床炉・貼り床は確認できな
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かつた。

図135SBF17・18．19．20．22周辺地形図(1/200)
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PlOYR3/2(黒褐)砂質士。締りあし)。

zilOYR3/2(照褐)砂質土。l()YR3,4(暗褐)の況人あり。上〃は砂岩小喋が混入。
3)l()YR3＃4(暗褐)砂質士。混入なし。④l()YR3/3('1高褐)砂質-fo
5)lOYR3/3(暗褐)・4/6(褐)の混入土。4/6の荊合多い。床の允填fo
5)lOYR3/4(暗褐)砂質*iIi質の混入。砂岩を含む。
ZlOYR4/6(褐)粘質上。砂質がわずかに混入。
8)lOYR4/6(褐)粘質土。砂瑞混入なし。⑨lOYR4/6(褐)粘質土。砂岩を含む。
nlOYR紗'6(褐)に10YR5/6(黄禍)が混入。粘鷺土。地山粘質士。砂¥+小磯を含むc

減-旦惑”
B

Ｉ
）

ロ 2m

ヨ、

S=1/50

図136SBF18実測図

遺物と所属時期

出士遺物は比較的多かったが、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不

明というほかないが、SBF31に切られていることから、この住居跡よりは古いものと考えるが、Ⅱ

期の範晴としておくにとどめたい｡。
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SBF19

遺構（地形図34,図137,図版14)27Nグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った急斜面に立地する。幅3.13m、奥行き0.95m

(現存長）の方形で、やや砂質の混入した粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。SBF

20-SBF22と同様、他の竪穴住居跡より上層の面から検出されている。床面は大きく崩壊し、西側

の床面をSBF20に切られている。柱穴・壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。

C′
－

20

T 二
１

塾’

国’

3

Ｃ
ｌ
酌

C
一

03

B′ 一旦734mA′
－73.4m

A
一

灘
①l()YR3/4(暗褐)粘質土。砂岩小喋を含む。砂質土少し混入。
②l()YR4/3(にぶい黄褐)粘質土。砂岩小牒を含む。砂質土少し混入。
③lOYR4/4(褐)粘質土。④lOYR4/3(にぶい黄褐)に4/6(褐)が混入。
⑤lOYR4/6(褐)に4/3（にぶい黄褐）が混入。
⑥lOYR2/3(黒褐)砂質土。砂岩小喋を多く含む。谷側は少し赤味を帯びる。
⑦lOYR3/4(暗褐)砂質土。砂岩小牒の混入少ない。
⑧lOYR3/4(暗褐)粘質士。lOYR4/6（褐）が少し混入。
⑨lOYR3/4(暗褐)砂質士。砂岩小喋を含む。
⑩lOYR2/3(黒褐)粘質土。砂岩小喋をわずかに含む。谷側は少し黄味(赤味)を帯びる。
⑪lOYR3/2(黒褐)黄味(赤味)が強い。⑫lOYR4/6(褐)粘質土覆土と地山の混入土。
⑬lOYR3/4(暗褐色)粘質土。地山粘質士。砂岩小牒を含む。

0 2m

州

S=1/50

図137SBF19・20実測図

置物と所属時期

出土遺物は、小片が多く、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって所属時期も不明とと

いうほかないが、SBF31に切られていることから、この竪穴住居跡よりは古いものと考えるが、Ⅱ

期の範時としておくにとどめたい。
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SBF20

遺構（地形図135,図137,図版14)27Nグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った急斜面に立地する。幅2.90m・奥行き1.08m

(現存長）の方形で、砂質士が混入した粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。この竪穴

住居跡も、SBF19-SBF22と同様、他の竪穴住居跡より上層の面から検出されている。床面は大

きく崩壊し、西側の床面をSBF20に切られている。柱穴・壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかっ

た。

L一
辰

ぷぷ－‐Zニノ2212
0 10cm

岸一一一一一一

(S=1/3)
図138SBF20出土遺物

遺物と所属時期（図138

出土遺物は、比較的多かったが、ほとんどが細片で図示し得たのは、2点のみである。2212は高坪

C類の段部で、比較的深いものと考えられる。外面にはナナメ方向のミガキが施されている。2213は

婆G類の口縁部で、外面には横及びナナメ方向の、内面にはヨコ方向のハケ調整が施されている。

なおこの住居跡の所属時期は、小片が大きいために確証に欠けるけれども高坪B類の存在から、Ⅱ

期の後半と考えられる。

SBF22

遺構（地形図135,図139,図版14 27Mグリッド

〈|畠

望’

①7.5YR2/2(黒褐)砂質士。締りあり。

②7.5YR4/4(褐)砂質土･砂岩小喋を含む。
③7.5YR3/3('1高褐)地山との混入土。
④7.5YR3/4(陪褐)砂質土。
地山粘質士。

0 2m

トFFFF芹崖冒

S=1/50)

図139SBF22実測図

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った急斜面に立地する。幅1.95m・奥行き1.35m

(現存長）の楕円形で、やや砂質の混入した粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。SB

Fl9・SBF22と同様、他の竪穴住居跡より上層の面から検出されている。床面は大きく崩壊してい

る。柱穴・壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。非常に小規模であるので竪穴住居跡の可能性

はかなり低いが、平らな床面を持つことから、竪穴住居跡として載せることとする。
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（SBF23・24．25については、下層遺構を追求した後のプランである｡）

図14OSBF23．24．25周辺地形図(1/200)

遺物と所属時期

出¥:遺物は、小片が多く、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。上層からの検出されていること

から、若干新しい可能性はあるものの、所属時期も不明とというほかないがⅡ期の範晴としておきた

い

SBF23

遺構（地形図140,hmi,m版14)29Kグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の頂部よ̂ 少し上った急斜[Illに立地する。巾Bl3.65m奥行き1.28m(現

存長）の方形で、粘質I-.を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。この竪穴住居跡は、SBF24の北

西側を切っている。床面は大きく崩壊し、山側の立ちkがりも不明確であり、埋土も複雑な堆積を示

している。柱穴・壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期(H142)

出土遺物は比較的多いが、ほとんどが小片で、このうちの5点を|剛示した。2214は尚坪C類の坪部

で、口縁部を少し肥厚させて3条の沈線を施し、坪部は多少内誉傾向を持っている。傾きから考えて、

ﾅｲ部は比較的浅く、ほとんどは摩耗しているが、ナナメ方lnjのミガキを施しているのがわずかに窺え

る。2215は髪F類の口縁部で、北陸系の有段口縁を持ち、立ち上がり部分に擬凹線を入れている。多

少開き気味なのは、法仏・月影様式の中でも、やや新相の影響を受けたためであると考えられる。

2216も蓋F類の、縁部であろうが、口緑部は2215と比べてかなり厚く、また小片のため、あまりはっ

きりとはしない。2217は髪C類のU縁部で、U緑部にあらいナナメ方向のハケ調整を施している。

2218も蕊C類の口緑部からHi1部であるが、、緑部の段が強く、そこに4条の横線を入れている。
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図142SBF23出土遺物

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、全体的に遺物が小片であり、実測しえた遺物も時期判定に結

びつくものが少なかったが、切り合いから、SBFl8・SBF24よりは新しく造られたと考えられる。

また、口縁部内面を少し肥l早させそこに多条沈線を入れ、比較的浅い坪部を持つ、高坪C類が存在す

ることから、Ⅱ期後半と考えられる。

SBF24

遺構（地形図140,IMI141,図版14)29Jグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の頂部より少し下った急斜面に立地する。幅3.43m奥行き2.13m(と

もに現存長）の方形で、粘質土を掘り抜いてIll側の床面を削りだしている。この竪穴住居跡は、SB

F23に切られ、SBF29を切っている。床面は大きく崩壊しているが、Ill側の立ち上がりは明瞭であ

る。埋士は複雑な堆積を示しており、何度も崩れながら堆積していった状況が窺える。柱穴．壁溝．

地床炉・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期(1X1143)

出土遺物は比較的多く、このうちの12点を図示した。2219は高坪D類での坪部で、口縁部から横線

と同じハケ状の工具で施した山形列点文を交互に入れており、その下方はやや＃II.LIではあるが不定方

向のミガキを施している。内面は外面と|口l様のミガキが施されている。これは両濃方面に多い文様構

成を有している。2222は高坪C類の坪部で、外面は|ﾉ1脅傾向を持ちナナメ方向のミガキが施されてい

る。段部が比較的小さく浅いものであった可能性が高い。2220．2221は器台の器部である。2223は平

底髪の底部で板ナデを施しており、2224は台付婆の台部でこれも板ナデを施している。2226は小型の

髪の口縁で外面は粗く、ミガキ内Il'llは板ナデを施している。2227は髪G類の口縁で、これも外面にミ

ガキを施している。2228は蕊C類の口縁で、横線と列点文を上から順に入れている。2229は髪B類で

あろうが、小片のため傾き等も不明である。2225は壷の底部で外面はナナメ方lbjのミガキを施してお

り、内Il'llにはハケを残している。2230は壷の胴部で、横線・波状文・横線・ダ|｣点文を上から順に入れ

ており、その下方は不定方向のミガキを施している。

なお、この竪穴住居跡の所属時期は、高坪C類の存在することと、Ⅱ期でも比較的新相を呈する、
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図143SBF24出土遺物

外面に施文する高坪D類が存在することから、Ⅱ期－4と考えられる。また切り合いから、SBF23

よりは古く、SBF29よりは新しいものであろうが、SBF23の遺物とこの竪穴住居跡の遺物の新旧

関係はあまり認めがたく、ほぼ接近した時期に造られた可能性が高い。

SBF25

遺構（地形0140,図144,図版15)30Jグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の頂部より少し下った急斜面に立地する。幅3.06m・奥行き1.68m(現

存長）の方形で、岩盤を掘り抜いてIll側の床向を削りだしている。比較的小規模で、床回は大きく崩

壊しているが、この規模の竪穴住居跡にしては大きい山側周溝がめぐる。このIll側周溝は、Ill側の壁

nilに接してしまっているので、大きな崩壊の痕跡の可能性もあるが、検川状況・セクシヨン等では確

認できなかったため、一応は山側周溝としておくことにする。床面は硬く締まり、その直上から多く

の遺物が出土した。そのうち2237の台付嘉と2241の鉢は、図144にもあるように床面に正位で立った

ままの状態で出士しており、2235の壷も正位で床面に底部が接して出土している。地床炉の痕跡がは
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、
遺物・炭化材出土状況

霧霧

－余り，～も
、妬

の品
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－余り，～も
、妬

の品

'、･星‘：、G
98

ooo毒､;息鍵ぽう

Z

A′
－

76.1m

①7.5YR2/3(極暗褐)砂質士。締りあり。砂岩小喋
を多く含む。

②①同様。砂岩小牒少ない。
③7.5YR2/3(極陪褐)に4/6(褐)混入。粘性増あり。
砂岩混入。

④7.5YR4/6(褐)に2/3(極暗褐)オ〕ずかに混入する。
粘性あり。

⑤①と同様。砂岩の混入少ない。
⑥75YR4/4(褐)砂質土。
⑦7.5YR4/4(褐)粘質土のブロック状の混入。

⑧③とliil様。炭が多く混入。
⑨⑦とほぼ'11様。
⑩7.5YR4/4(褐)砂岩多し。締りあり。
⑪⑩と|司様。レンズ状に残った混入士。
⑫7.5YR3/4(陪褐)炭など多く混入する。砂岩小傑
も多く含む。粘‘性多少あり。
⑬7.5YR3/4(陪褐）・4/6(褐)の混入士。

⑭7.5YR4/6(褐)砂質土。
⑮7.5YR3/4(暗褐)粘質土。砂岩の混入なし。

⑯床の充填土
地山粘質士

0 2m

1－FJF－－

(S=1/50)
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つきりせず、焼土もみられなかったことから、2237.2241の煮沸具が、炉で使用中に埋没したとは考

えにくいが、この竪穴住居跡の廃絶の時点でこのような状態に置かれていたことは間違いがない。1

基の柱穴と考えられるピット、床面の充填士が確認された。壁溝．地床炉．貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期（図145)

出土遺物のほとんどは、床面の直上から出土しており、質．量ともに良好で、このうちの11点と山

側周溝から出土した1点を図示した。2231は器台の器部で、端部に3条の横線を入れている。2232は

器台の脚部で、外面にはタテ方向のミガキを、内面には板ナデを施している。2233は壷の胴部で、外

面には列点文・刺突による山形文・横線文を入れている。2234は壷の底部で、外面には指押圧痕とハ

ケ調整の痕跡を残し、内面にはハケ調整を施している。2235は壷の胴部で、外面には不定方向のミガ

キを施しており、内面にはハケ目を残している。2236も壷の底部で、外面にタテ方向のミガキを施し

ている。2237は鉢A類で、内外面にあらいハケ調整を施している。内外面共に摩耗が激しく焼成時と

考えられるゆがみも大きいが、口縁部には少し段を持ち、ナデ調整が施されていたと考えられる。外

面には煤が附着している。なお後述する2241の台付尭に近接するように、床面の直上から、ほぼ完形

で出土している。2238.2239は髪E類で、外面口縁部には、押し引き刺突が入れられ、胴部にはナナ

メ方向の明瞭なハケ調整が施されている。内面の頚部には横方向のハケ調整が、胴部には指押圧痕が

残っており、S字尭A類の特徴を示している。このうち2239は、胴部の一部を除いて台部まで残って

おり、深橋前遺跡近辺の丘陵部ではほとんど出土しないS字婆で、台部付近のプロポーシヨンが窺え

るのはこれが唯一である。2240は髪C類の口縁部で段部に列点文を入れているo2241は雲り類で、口

縁を短くほぼ均等な厚さで外反させ、端部部の内面をわずかに丸く肥厚されている。外面の口縁部に

はナデ残しのハケ目が残っており、胴部はあらい不定方向のミガキ調整が施されている。台部との接

合部付近には、おそらく一次調整であろうハケ目が残されてお

〃
り、台部はわずかに内誉させようとしている。内面頚部・胴部

には、ハケ調整がわずかに残されている。口縁部のつくり・プ

ロポーション・調整ともに、深橋前遺跡ではみられない異質な

土器の1つである。また2242は、山側周溝から出土した婆C類010cm土詣の1OT､め,to3:7こ2242厩、山1則ﾉ司{再刀、↓つ由工二し7こ尭し頬
一一戸一一一

(S=1/3) の口縁部で段部には列点文を入れ、その下部にはミガキを、内

図146SBF25山側周溝出土遺物面には板ナデを施している。

なお、この竪穴住居跡は、比較的新相を呈するS字婆A類が出土していることから、Ⅱ－4期に属

するものと考えられる。

SBF27

遺構（地形図147,図148,図版16)331グリッド

東丘陵の東向斜面、端部付近の急傾斜地に立地する。非常に小規模な竪穴住居跡で、SBF28の山

側につくられている。幅3.52m・奥行き0.63m(現存長）の長方形と考えられ、岩盤を掘り抜いて山

側の床面を造っている。埋士は砂質土で、分層もしづらく、竪穴住居跡ではない可能性もあるが、遺

物も少量ながら出土しているため、一応は竪穴住居跡としておくことにする。柱穴・地床炉・壁溝・

貼り床は確認できなかった。
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曲7.5YR4/4(褐)砂質土。砂岩小磯を含む。
2)7.5YR4/4(褐)砂質|:。レンズ状の堆積。
3)'7.5YR4/4(褐)砂質士．

4;'7.5YR4/4(褐)砂質土。炭片を含む。
地山￥1－盤

0 2m

I

S=1/50

図148SBF27実測図

遺物と所属時期

出土遺物は非常に少い上に小片が多く、図示に耐えうる遺物は1出土遺物は非常に少い上に小片が多く、図示に耐えうる遺物は1点のみである。2243は壷で、頚部

に突帯を付け、胴部には細かい横線・棒状工具を用いたと考えられる列点文を入れている。広11壷で

ある可能性が高い。

なおこの竪穴住居跡からは、小片であるために図示できなかったが、A類と考えられるS字髪が出

土している。そのため、Ⅱ期に所属すると考えたい。

SBF28

遺構（地形図147,図149,図版16)34Jグリッド

束丘陵の東向斜面、端部付近の急傾斜地に立地する。非常に小規模な竪穴住居跡で、SBF27の谷
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日
両
国
‐
刺
‐

側に造られている。幅134m・奥行き0.40m

(共に現存長）の方形と考えられ、岩盤を掘

り抜いて山側の床面を造っている。埋土等の

状況はSBF27と同様である。柱穴・地床

炉・壁溝・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期

小規模な竪穴住居跡であり、遺物の出土は

なかった。従って所属時期も不明というほか

ない。

ノ

イ

美

今1

⑪lOYR3/4(暗褐)砂質土。締I)あり。
砂場小礎を多く含む。

②lOYR4/3(にぶい黄禍)砂質士。締りあ
り。砂岩小喋を多く含む。
⑧lOYR4'3(にぶい黄禍)砂質土。

④lOYR46(褐)地111との況入。
地111岩盤

ロ 2m

IFIII'

S=1/50

SBF28実測図図'149

SBF29

遺構（地形図150,図151,図版16)29Mグリッド

『グ
／

×

図15OSBF29．31．33周辺地形図(1/200)

東丘陵の東向き斜面、端部付近の斜面に立地する。幅435m・奥行き1.85m(現存長）の方形で、

粘質土を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。多量の遺物を出土したIll側周溝を持ち、これを両

隣のSBF33・SBF34が切っている。床面を平らにするための整地土（セクション⑮）が確認され

た。2基の柱穴と川原i¥を炉石とする地床炉が確認された。壁溝・貼D床は確認できなかった。床面

には、垂木と考えられる、多くの炭化材が放射状に確認されており、焼失家屋である可能性が高い。

また、この炭化材は床面の直上に散在しているため、失火か、廃絶直後に火をつけて燃やしたものと

考えられる。山側周溝の埋土で、この住居跡の埋土をパックするようにするように見える層（セクシ

ョン⑧）がみられるが、この上面は全く締まりが無い。そのため、Ill側周溝がこの住居跡廃絶後に造

られた住居である可能性は非常に少ないが、何らかの遺構であったﾛ｣能性は残る。
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士状況

〃
⑩

①7.5YR3/4(暗褐)砂質・粘質混入土。締りなし。
炭・砂岩小喋を多く含む。
”と同様砂岩の混入が少ない。
”と同様。
④7.5YR3/4(暗褐)に7.5YR4/4(褐)が多く混入。
住居の建築部材と考えられる炭化材が多く混
入

⑤7.5YR4/4(褐)に7.5YR3/4(賠褐)が斑点状にわ
ずかに混入。

⑥lOYR3/3(暗褐)締りあり。砂岩小喋を少し含
む。

⑦lOYR3/3(暗褐)と7.5YR4/6(褐)の混入土。

⑦

口
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－
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⑧7.5YR4/6(褐)粘質土。
⑨lOYR4/4(褐)粘質土。
⑩木根
⑪7.5YR2/3(極賠褐）

⑫7.5YR2/3(極暗褐)砂質士。締りあり。
⑬7.5YR2/3(極暗褐)・4/6(褐)の混入土。砂質土。
⑭7.5YR2/3(極陪褐・4/6(褐)の混入土。粘質土。
⑮床の充填土

地山粘質士。砂岩小喋を多く含む。

0 2m

廿存Fr－F－計弓一ゴ
(S=1/50)

図151SBF29実測図
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遺物と所属時期(0152,153,154)

出土遺物のほとんどは、床面の直上、及び山側周溝の埋士から出土しており、質・量ともに良好で、

このうちの7点と山側間溝から出土した24点を図示した。2244は高坪B類の坪部で、比較的直線的で

直立しており、タテ方向にあらいミガキを施している。2245は充填接合の高坪である。2246は器台の

器部で、内外面ともに非常に細かく丁寧な、タテ方向のミガキを施している。2247は高杯の脚部で、

2246の器台と類似したミガキを施し、胎土も非常によく似ている。2248は壷F類で、口縁部には5条

の横線を入れ、タテ及びヨコ方¥tﾘにミガキを施している。2249は蕊G類の口緑で、2250は壷B類の胴

部である。以上がSBF29の埋土中から出土した遺物であり、以下は山側周溝の埋土から出土した土器

である。2251は高坪C類の坪部で、段部の径は小さく比較的浅いものであり、内外面ともにタテ方|向」

にミガキを施している。2252も高坪C類で、坪部は若干深いが、2252と同様に段部の径は小さい。

2257は充填接合の高坪、2258.2259は高坪の脚部と考えられるが、器台の脚部の可能性も考えられる。

2253は壷B類．2254は壷A類の底部であり、2260は壷B類の口縁部、2261は壷B類の胴部である。

2225は壷F類で、胎土がよく、丸底になるか、器台と融合した、脚付になるものと考えられる。2262

は鉢B類の口縁部で段部に列点が入れられている。2256は婆D類の口縁部である。2263は髪D類の口

縁部で、端部を外側に丸く肥厚させ、外面にはタテ方向・内面にはヨコ方向のハケ目を残している。

胴部外面には、横線を入れ、内面は「1縁部に段をつけて、ナデ調整を施している。2264は髪C類で、

摩耗のため外面の列点がわずかに確認できる程度で、調整等はほとんどわからない。2265.2266は外

面に強く段をつけた髪であるが、2266のほうがやや厚く強い段となっている。2267は擬凹線は入れら

れていないものの、蕊F類と考えられる。2268は髪C類で、口縁部の端部に非常に浅い、1条の横線

を入れており、内面は丁寧にナデ、胴部に段をつけている。2269.2272は髪E類の台部、2270．2271

延延

/刊2245

蝋 零舜鍵雲

'1
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三

2247

図152SBF29出土遺物
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は平底の婆の底部である。2273.2274は台付き婆の台部であるが2273は小型品である。

なお、この住居跡は、高坪B類が出土していることから、Ⅱ－2期に属するものと考えられる。し

かし山側周溝では、かなり新相をみせる、高坪C類が出士しており、Ⅱ－4期に属するものと考えら

れる。山側周溝内の遺物が流れ込みであるか、何らかの遺構であったかは、今のところ不明といわざ

るをえない。

SBF31

遺構（地形図150,図155,図版17)27Nグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った斜面に立地する。SBFl8・SBF33を切って

いる。幅5.88m・奥行き1.25m現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしてい

る。床面は大きく崩壊し、また層位もつかみにくく、堆積の状況も判然としない。しかし、遺物の出

土も多いため竪穴住居跡としたが、その他の遺構の可能性も拭えない。柱穴・壁溝・地床炉・貼り床

は確認できなかった。
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1

|漢
DlOYR3/2(黒褐)砂質上。締りあり。砂岩小雛を多
く含む。

麺と同様。砂岩の混入多い。
310YR3/2(黙褐)・4/6(褐)の混入土。
4)lOYR4/6(褐)砂器。

3②とlil様口砂料の混入なし。
地111＊,li質土。
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図155SBF31実測図

遺物と所属時期（図156)

出土遺物は比較的多く、このうちの5点を図示した。2275は器台B類の脚部で、比較的太くしっか

りとしたつくりで、内誉傾向が強い。2276は高杯の脚部で、厚めで重量感のあるつくりである。2277

は壷A2類の口縁部で外面の短部を肥厚させている。2278は壷A類の胴部であり、列点文を入れてい

る。胴部のほうが少し大きい様ではあるが、2277と同一個体の可能性もある。2279は鉢A類の口縁部

で、段部に2条の横線を入れている。

なお、この住居跡は内雪傾向の強い器台が出土していることから、Ⅱ－4期に所属するものと考え

られる。高坪がやや古相を示していることから、Ⅱ－3期に近い時期の可能性が高い。
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SBF33

遺構（地形図150,図157)28Mグリッド

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った斜面に立地する。SBF31に切られ、SBF29

の山側周溝を切っている。幅4.55m・奥行き1.03m(現存長）の方形で、粘質土を掘り抜いて山側の

床面を削りだしている。床面は大きく崩壊し、また層位もつかみにくく、堆積の状況も判然としない。

柱穴・壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。

〔
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函
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〆

篭
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麺’ 麺’
①lOYR4/4(褐)締りなし。炭・砂岩小牒を多く含む。
②lOYR4/4(褐)に3/4(暗褐)が混入。砂岩小牒は少ない。
③lOYR4/4(褐)砂質士。
地山岩盤

0 2m

卜FFF－－岡

(S=1/50)

図157SBF33実測図

遺物と所属時期

出土遺物は、小片が多く、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明と

というほかないが、切り合いからSBF31よりは古く、SBF29の山側周溝新しいものと考えるが、

Ⅱ期の範晴としておくにとどめたい。

SBF34

遺構（地形図158,図159,図版1730Lグリッド

東丘陵の東向き斜面、端部付近の斜面に立地する。幅3.78m・奥行き1.80m(現存長）の方形で、

粘質土を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。SBF29の山側周溝を切り、SBF35を切ってい

る。また、SBF35とは全く同じ方向を向いて造られている。床面はかなり崩落していたが、比較的

締りはよく、山側の2基の柱穴が確認できた。北側のコーナーには壁溝が確認できた。地床炉．貼り

床は確認できなかった。なおこの住居跡がSBF29の山側周溝の切り合う付近の直上にはSUF01が

存在する。ここからは、Ⅱ期の範晴に属する多くの遺物が出土したが、これについては、SUF01の

遺物と所属時期において詳述する。

遺物と所属時期（図160,161,162)

出土遺物は非常に多く、このうちの40点を図示した。2280は高坪C類の坪部で、内簿傾向が強く、

やや浅いものと考えられ、口縁部には面を持っている。外面は不定方向に、内面はタテ方向にミガキ

を施している。2281は高坪D類と考えられ、脚部外面にタテ方向のミガキを施しているo2286は、坪
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図158SBF34-35周辺地形図(1/200)

部が出土していないが、大きさから高j不D類と考えられる。2282は器台で、坪部がやや急に開いてい

る。2287は、器部の内営がやや不自然であるが、外面にはタテ方I.'1のミガキが施されており、器台と

考えられる。器部の2282はやや古相を示す可能性はあるが、小型品のためよくはわからない。2283は

壷B2類であり、胴部は無いものの底部にはハケ調整の痕跡を残す。口縁部外面はナデ調整で飾らな

い壷である。2284は壷の胴部で、外|剛に残されているだけで4条の波状文と、1条の横線を上から順

に入れ、その下方はタテ方向のミガキを施している。2285は横線・波状文・横線を入れた後に、羽状

列点を加えている。2288は壷Al類で、口縁部をつまみあげて、外面の段部をつくり、そこに3条の

横線を入れている。2289は壷A2類であるが、口縁部の平坦面わずかで、これに続く頚部は、斜めに

ではなく、ほぼ垂直につくられている。2288.2289は赤彩が施されている。2290は小型の壷の底部で

あり、2291は、壷の底部である。2292も壷の底部であるが、外面に、2312の調整と類似した、棒状工

具で施したと考えられる、粗いミガキが施されている。2293.2294はどちらも壷の胴部片であるが、

2293には頚部付近に縦長の列点が入れられ、2294には横線・列点・波状文が上から順に入れてれてい

る。2296はやや小型の鉢で、口縁部外面には横線文の列点が順に入れられているが、列点と横線の間

のわずかの空間に、短く丁寧なミガキを施されている。2297は鉢B類で、口縁部外面には横線文・列

点文の順に入れた後に、ヨコ方向・タテ方向の順にミガキを施されており、内面にも'百l様にミガキを

施されている。2305は小型の鉢で、全体のう．ロポーションは鉢B類とほぼ同様であるがu縁部の段が

やや開いている。2298は婆B類で、DM部が丸く張り、口縁部外面には横線、胴部には横線．棒状工具

による列点文を上から順に入れている。2295．2300．2301は髪Bで、どれも口縁部外1mに横線文を入

れているが、2295.2300は段がやや強く、23()'は横線の下部に非常に小さな列点文をいれている。

2302は髪D類で、u縁部外面には段をつけて横線を入れ、内面は少しつまみ上げている。2303は口縁

部を短く内雪させた蓋で、口縁部外面を肥厚させるために粘土を貼り付けている。この後ナデ調整を

施しているが、粘土を貼り付けた痕跡はナデ消されてはいない。また摩耗が激しく、内外面の調整も
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不明である。2304は婆G類で、口縁部に段をつけここに横線を入れている。2306は妻F類であるが、

直立した口縁部には擬凹線はみられず、直立口縁のみが残り、外面はナデ調整を施したものである。

胴部は比較的よく張り、全面に煤が附着している。2307は壷の底部でである。2308．2309．2310．

2311．2312は平底の妻の底部である。2311は壷の可能性も否めないが、胎士が比較的粗く、外面に煤

が附着していることから髪とした。また、2312は、2292と類似したミガキが最終に施されている。

2313は小型の台付尭の台部で、端部をややつまみ上げており、おそらくは充填接合が行われていたも

のと考えられる。2314．2315．2316．2317．2318も台付尭の台部である。このうち2314．2317．2318

は、充填接合によって台部と胴部を接合している。

なお、この竪穴住居跡は比較的浅いと考えられる高坪C類と、口縁部が長くのび、ここにミガキが

施されている鉢B類が出土していることから、Ⅱ－4期に所属するものと考えられる。また切り合い

から、SBF35よりは新しいものと考えられる。
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SBF35

遺構（地形図158,[*I159,図版17)31Kグリッド

東丘陵の東向き斜面、端部付近の斜面に立地する。帳255m・奥行き1.95m(共に現存長）の方形

で、粘質土を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。SBF36と全く同じ方向でつくられており、

これに床面を切られている。床面はかなり崩落していたが、床面は比較的堅く、しっかりとしていた。

柱穴・壁溝・地床炉・貼り床は確認できなかった。

遺物と所属時期（図163）

出土遺物は比較的多かったが、小片が多く、このうちの5点を図示した。2319は壷A2類の口縁部

で、外面は端部を肥厚し、下部に垂下させ幅広の面をつくってそこに横線を入れている。頚部には貼

り付けの隆帯を入れている。内而は端部からやや窪んだ平坦面をつくって盛り上げ、ここに横線を入

れた段をつけている。平坦面にはヨコ方向の、頚部にはタテ方向のミガキを施し、赤彩している。

2320は、髪Gl類で、u縁部を上から弱く押し引き、横から強くナデている。2321は鉢の口縁部で、

外面に不定方向のミガキを施している。鉢として分類したが、蕊の可能性も否めない。2322は壷C2

類で、外面の口縁部には横線を入れてタテ方向のミガキを施しており、内面にはハケ・指押)土痕を残

している。2323は壷A2類の底部で、接地面付近は上から卜に、上部は下から上にミガキを施してお

り、赤彩されている。

なお床面直上からは、口縁端部を孟下させた新相を示す壷A2類が出土している。このことから、

この住居跡はⅡ－4期に所属するものと考えられる。また切り合いから、SBF34・SBF29よりは

古いものと考えられる。
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SBF38

遺構（地形図113,図164,図版17)24Kグリッド

東丘陵の尾根頂上部付近の平坦地に立地する。この上層にはSBA05があり、南側はSBF08に切

られている。幅3.62m・奥行き4.11m(現存長）の長方形で、粘質土を掘って床面をつくっている。

谷側の傾斜は緩やかであるが、竪穴の立ち上がりは崩落のため確認できない。床面直上には、遺物の

ほかに、炭化材も散乱していたが、量は少なく、焼失家屋の可能性は低い。柱穴と考えられるピット

が1基と、廃棄士坑と考えられる形状の類似した士坑が2基確認できた。また、中央部付近には川原

石を炉石に用いた地床炉がある。周溝・貼り床は確認できなかった。埋士は薄かったが、床面直上の

遺物は比較的良好に残っていた。この住居跡は、西側の裾部がSBA05と2段になっていたためにわ

かったもので、上層からのセクションも記録してある。SBA05の床面が硬く焼き締まっていたこと

から、人為的に竪穴を埋めて上層にSBA05を立て直したと考え事もできるが、それに足る確証を得

ることはできなかった。なおSBF38周辺の竪穴住居跡の新旧関係は、SBF38-SBA05・SBF

O8・SBFO4・SBFO5・SBFO6の順に造られたことが確認されている。またSBFllは、SBF

O8より古い事が確認されている。この丘陵頂上部には、今掲げた切り合いのある竪穴住居跡のほか、

SBA01や、SBF01なども造られており、深橋前遺跡の範囲の中で、最も竪穴住居跡が集中してい

る地点である。さらに、これらの竪穴住居跡からは、豊富で良好な土器が多く出土しているほか、銅

雛・筒状銅製品などの金属製品も出土している。以上の根拠から、この地点付近が、この集落の中心

的な場所であったことは間違いがないのではなかろうか。

遺物と所属時期（図165

埋土が非常に薄かったわりには、出土遺物は良好で、このうちの7点を図示した。2324は高坪E類

で、口縁部には横線が3条入れられ、タテ方向のミガキがわずかに残されている。脚部は溌形に開く

ものの、端部はやや内誉する。穿孔は比較的大きく、l孔3組3穿孔であったと考えられる。2325は

高坪の脚部で、大きさから高坪高坪D類の可能性が高い。2326は婆D類で、口縁部の屈曲は緩やかで

あり、底部は平底で条痕の調整に擬してハケ調整を掻き上げるように施している。妻A類の影響と考

えられる。外面は最終調整がハケで、列点文をいれており、口縁部のみ板ナデの調整を残している。

内面は全体的に板ナデ調整を施しており、ところどころに指頭圧痕を残している。2327.2328は妻G

類で、2327は口縁部に4条の横線を入れており、2328は口縁端部にキザミを入れているo2329は鉢B

類で、口縁部は長く伸び、端部には細かいキザミを入れている。胴部には横線を5条入れ、この下部

に口縁部にキザミを入れた工具と同様の工具を用いて列点文を入れている。胴部の下部はョ．方向の

ミガキを施している。2330は妻D類で、髪A類のプロポーションとはさらに2326とプロポーションが

非常によく似ており、擬口縁の技法を用いた底部の可能性が高い。

なおこの竪穴住居跡は、脚部が溌形に開いた高坪D類が出土していることからⅡ－2期に所属する

ものと考えられる。
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①7.5YR2/3(極暗褐)に7.5YR3/4(陪
褐)・7.5YR4/6(褐)が斑点状に混入。
粘質士。砂岩小喋・炭化材片片・焼
土など多く混入。

②①と同様。7.5YR4/6(褐)の割合多い。
③①と同様。7.5YR5/8(明褐)が混入。
④7.5YR3/4(暗褐)・7.5YR4/6(褐)の混
入土。締りあり。

⑤7.5YR4/3(褐)・7.5YR3/4(暗褐)の混
入土。砂質土。
⑥7.5YR4/6(褐)砂質土。
⑦7.5YR3/4(暗褐)に7.5YR2/3(極賠褐）
が混入。

⑧⑦と同様。7.5YR2/3(極暗褐)が多い。
⑨7.5YR4/6(褐)砂質士。
⑩2.5YR4/8(赤褐)熱による硬化。
⑪7.5YR3/4（暗褐）と7.5YR4/6(褐)の
混入土◎炭片混入。締りなし。

⑫7.5YR3/4(暗褐)と7.5YR4/6(褐)の混
入土。

⑬7.5YR3/4(暗褐)と7.5YR4/6(褐)の混
入土。

⑭7.5YR3/4(暗褐)と5/3(にぶい褐)の混
入土。

⑮7.5YR5/8(明褐)と7.5YR3/4(暗褐)の
混入土。

⑯7.5YR3/4(暗褐)と7.5YR4/6(褐)の混
入土。

⑰2.5YR4/8(赤褐)と2.5YR5/8(明褐)の
混入土。

⑱7.5YR3/4(暗褐)と7.5YR4/6(褐)の混
入土。

⑲7.5R2/3(極暗赤褐）
地山粘質士。
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SBF39

遺構（地形図140,図166,図版17)28J

東丘陵の東向き斜面、尾根の中腹部より少し下った急斜面に立地する。幅2.95m・奥行き1.25m

(共に現存長）の方形で、粘質士を掘り抜いて山側の床面を削りだしている。この住居跡は、調査最

終日に、地山と確認されていた堆積士のすべてに入れたトレンチの下から確認されたものである。規

模が小さく出土遺物も少なかったが、床面は硬く締まり、1基ながらも比較的しっかりとした柱穴と

考えられるピットも確認できたことから、竪穴住居跡としたが、その他の遺構の可能性も拭えない。
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217.5YR4/6(褐)砂閲・粘蘭土の況入士。{i少¥;の
況人少ない。

3)75YR4/6(褐)砂質・粘質tの混入k･砂瑞の
混入多い･粘土混入。

4:,7.5YR4'6(褐)砂間'2｡

5,17.5YR4/6(褐)に75YR5/8(lﾘl褐)が混入。

6)7.5YR1/6(褐)に75YR5/8(|ﾘI褐)が混入。
7j7.5YR5/8(lﾘj褐)砂蘭土。

地11｜粘質to砂ﾔ'｝小牒を含む。

0 2m

詞|’ 入

'8

76.1,1

I

」

(S=1/50)

図166SBF39実測図

壁溝．地床炉．貼り床は確認できなかった。なお、この竪穴住居跡の掘り込みの上端から広がる古層

の地表面（当時の自然地形面）は、確認できなかった。

遺物と所属時期

出土遺物は、小片が多く、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明と

というほかないがⅡ期の範鴫としておきたい。

1号方形周溝墓

遺構（地形図167,図168,図版18)10Yグリッド
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図1671号方形周溝墓周辺地形図（1/200）
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⑩④と同様。
⑪②と同様。
⑫①と同様。
⑬⑤と同様。
⑭7.5YR3/3(暗褐)粘質土。締まりなし。
⑮①と同様。
⑯7.5YR3/2(黒褐)粘質土。締まりあり。
⑰7.5YR4/2(灰褐)粘質土。締まりなし。
地山粘質土

図1681号方形周溝墓実測図

0 2m
①7.5YR2/l(黒)粘質士。締まりなし。

②7.5YR3/2(黒褐)粘質土。締まりなし。
③7.5YR2/l(黒褐)粘質土。締まりなし。
④7.5YR2/l(黒褐)砂質土。締まりなし。
⑤7.5YR3/2(黒褐)粘質土。締まりなし。
⑥7.5YR4/2(黒褐)砂質土。締まりあり。
⑦②と同様。
⑧7.5YR5/4(褐)粘質土。締まりあり。
⑨①と同様。

E 計

S=1/50)
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1．2．3号方形周溝墓は、東丘陵の西向斜面、尾根から少し下った斜血にD区の緩やかな谷部を

囲むようにして立地する。これらの中軸線は、斜面に直行するように造られているようにみられる。

南側のコーナー付近をSXD15に切られ、北側のコーナー付近は撹乱によって喪失している。比較的

残存状況はよく、幅790m・奥行き5.25m(現存長）の方形で、周溝は最大幅はL25m・最大深さ0.54

mであり、山側は岩盤を谷側は粘質土を掘って周溝を造っている。

本遺跡に存在する4基の方形周溝墓は、谷側が開放する「．」の形状を呈している。本来は四隅が

まわって、「口」の形状であったu｣能性もあるが、谷側の周溝がh砂の流失のため失われたために、

谷側が開放する「．」の形状になったと考えられる。また、すべてについて入念な検出と断ち割り調

査を行ったが、台状の盛土・主体部と考えられる土坑・ブリッジ状の周溝の切れ目などは確認できな

かった。したがって、方形周溝墓の全容を窺うことはできなかった。なお、方形周溝墓の造られてい

るD区の南東部からE区の北西部にかけては、多少竪穴住居跡の希薄な場所とはいえ、同時期のもの

と考えられる方形周溝墓と竪穴住居跡が、かなり近接して造られていた。居住域と墓域は違うエリア

を構成しようとするのが普通と考えられるため、やや不自然さは否めない。しかし、本遺跡ある関市

に隣接する、富加町大平賀の後平遺跡でも弥生時代末から古墳時代初頭の方形周溝墓と竪穴住居跡が

近接して造られている。後平遺跡も斜面に造られた集落であることから考えて、土地利用の関係で、

このような立地になった可能性も想定できよう。

遺物と所属時期

遺物の,'!',士は極めて少なく、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明

というほかないが、Ⅱ期の範晴としておきたい。

2号方形周溝墓

遺構（地形図169,図170,図版18)82グリツト

図1692号方形周溝墓周辺地形図（1/200）
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西丘陵の東向斜面、尾根から少し下った斜面に立地する。幅4.20m・奥行き3.23m(現存長）の方

形で、周溝の最大幅は1.13m・最大深さ0.25mである。周溝の北東隅は、方形の一隅をやや崩してい

る。

－J

§|〉

壷

I涙 0

C
－

癖
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－

77.9m

B

－ 鏑 為

R3/l(黒褐色)粘質土。締りなし。

R2/l(黒褐色)粘質土。締りあり。
R2.5/l(黒褐色)粘質土。締りなし。
R3/2.5(黒褐色)粘質土。やや締りあり。

R3/2(黒褐色)粘質土。やや締りあり。
粘質土

2m

ト ー』

(S=1/50)

図1702号方形周溝墓実測図

遺物と所属時期（図171)

出土遺物は少なく、図示に耐えうる遺物は5点のみである。2331は高坪の脚柱部であるo2332は壷

の胴部で横線の下部に、細い竹管状工具を簾状にして刺突したものと考えられる、列点文が入れられ

ている。2333は妻A類の口縁部で、タテ方向の条痕が施され、口縁端部には同様の工具を用いたキザ

ミが入れられている。2334は妻B1類の口縁部で、胴部にはミガキが施されている。広口壷の中では、

小型のものである。

剛旦2331

蕊~~溌雲“

図1712号方形周溝墓出土遺物

弦33

2334

0 10cm

－－

(S=1/3)
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なお、この周溝墓は婆Aと脚柱部やや長い高坪が出土していることから、Ⅱ－3期に所属するもの

と考えられるが、周溝内に流れ込んだ遺物であるため断定はし難い。

3号方形周溝墓

遺構（地形Ml72,M173,凹版18)7Bグリツト

一一二

●

図1723号方形周溝墓周辺地形図（1/200）

、 く¥

西丘陵の東向斜面、尾根から少し下った斜面に立地する。幅11」m・奥行き5.81m(現存長）の方

形で、周溝の最入帳は1.56m爺大深さ0.52mである。山側の周溝はやや丸みを帯びているが、4基

の方形周溝墓の中で最も大きなものであり、粘質士を掘って周溝を造っている。また周溝の南西方向

からは、高坪や長頚壷などが、残存の良好な状態で、集中して出土している。これは、この方形周溝

墓に供献された土器が、周溝内に転落した可能性も考えられる。

遺物と所属時期（図174,175)

出土遺物は良好で、このうちの9点を図示した。2335は高坪C類で、坪部・脚部ともに内替傾lnlを

持ち、坪部は内外面に、脚部は外lillにタテ方Ilﾘのミガキを施している。また、脚部の内面には指ナデ、

ハケ、板ナデ調整を施した後に、ミガキを施しており、高坪の製作過程を検証するために役立つもの

である。2236も高坪C類であり、2235と同様に、坪部には内替傾向を持つ。坪部の端部内面には、粘

土を折り返して張り付けやや肥厚させた上に、多条沈線を入れている。2237は高坪の脚部である。

2338は壷C1類であり、Ill1部に対して口縁部が長い上に、極端に大きく膨らんでいる。口縁部外面に

は、横線を入れ、外Ihi、口縁部内面に、丁寧なミガキを施している。2339は壷B1類で、11縁部外面

には横線を入れ、胴部には横線を入れた後に、ハケ状工具を用いたものと考えられる羽状のﾘ点文を

入れており、全体に亘って不定方向のやや幅広のミガキを施している。内Il'llは口緑端部付近に棒状工

典を川いたものと考えられる、列点文を入れ、不定方lhjにミガキを施している。大型の広口壷である

が、口縁部外面にハケ調整痕を、底部付近に指ナデ痕を残しており、やや粗雑な|則も窺える。2340は
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①7.5YR3/l(黒褐色)粘質土。締りなし。
②7.5YR2/l(黒褐色)粘質土。締りあり。
③7.5YR4/l(褐灰色)粘質土。締りあり。
④②と同じ。
⑤③と同様。
⑥7.5YR4/2(灰褐色)砂質土。締りあり。
”と同様。
⑧③と同様。
⑨⑥と同様。
⑩x⑥と同様。締まりなし。
⑪③と同様。
⑫x⑥と同様。
⑬③と同様。締まりなし。
⑭①と同様。
地山粘質土。

2m
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図1753号方形周溝墓出土遺物②

壷C1類で、2338よりやや小型のもの。2341は髪B類で、胴部外面に粗いハケ調整を行った後に、｜両l

じ［具を用いて列点文を入れている。2342は髪C類であるが、口縁部外面の段がやや強い。2343は婆

A2類で、「1縁部外面には条痕調整を施したものと同じ工具を用いたキザミを、口縁部内面には列点

文を入れている。この髪はやや古相を示しているが、破片で上'筈から川＋しているものであ^、混入

と考えてもよいものであろう。

なおこの方形周溝墓は、短脚で多条沈線を入れた高坪C類が出土していることからn-4期に所属

するものと考えられる。

4号方形周溝墓

遺構（地形図176,図177,図版18)51グリツト

図1764号方形周溝墓周辺地形図（1/200）



第1節Ⅱ．Ⅲ期の遺構と遺物145

西丘陵の東向斜面、尾根から少し下った急傾斜地に立地する◎幅3.91m・奥行き2.75m(現存長）

の方形で、周溝の最大幅は0.92m・最大深さ0.21mであり、砂岩の岩盤を掘り抜いて周溝を造ってい

る。SBE01．02に挟まれて造られており、1～3号方形周溝墓とは少し離れている。最も小規模で、

この中軸線は山の斜面に対して垂直ではなく、やや南方向に振っている。周溝は浅く、残存状況はあ

まり良好ではない。
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ﾗ ﾃ…

Ｂ
一

①lOYR2/2(陪褐)砂岩小篠を含む。
②lOYR3/3(暗褐)・5/6(褐)の混入土。
③lOYR2/2(黒褐)。
④lOYR3/3(陪褐)・5/6(褐)の混入土。やや砂質。
⑤lOYR3/3(11腎褐)・5/6（褐)の混入土。やや粘質。
地山粘質土。

0 2m

い －一

(S=1/50)

図1774号方形周溝墓実測図

遺物と所属時期（図178)

出土遺物は良好で、このうちの9点を図示した。2344．2345．2346は高坪B類で坪部で、坪部がや

や外反する。いずれもタテ方向のミガキが全面に施されていたようであるが、一部のみしか確認でき

ない。2347は高坪の脚部でやや外反している。高坪B類である可能性が高いが、器台である可能性も

否めない。2349は器台の器部で、内外面にタテ方向のミガキが施されている。2348は小型の鉢で口縁

部にタテ方向のミガキが施されている。2350は鉢A類で、外面口縁部の段部はナデを施し、その下部

にはタテ方向の胴部にはヨコ方向のミガキを施している。また、胴部には横線を入れた後、スタンプ

状の工具を用いて扇状の列点文を入れている。内面は丁寧にナデ調整が施されているが、胴部には指

頭圧痕が一部残っている。2351は妻で口縁部は直線的に立ち上がるものであるが細分はできなかった。

2352は髪D類で、口縁部はやや内側につまんで面を入れ、ここに棒状の工具を用いてキザミを入れて

おり、この下部はナデを施している。胴部は横線を入れた後、条痕が短く5．6本みられるが、全体

的には不定方向のハケ調整を施している。

なおこの方形周溝墓は、高坪C・B類が出土していることからⅡ－2期に所属するものと考えられ

る。また、遺物が出土した2．3．4号方形周溝墓のうち、4号方形周溝墓はⅡ－2期、3号方形周

溝墓はⅡ－3期であり、遺物の出土しなかった1号方形周溝墓もⅡ期の範晴と考えられる。したがっ

て、どの方形周溝墓も竪穴住居跡の造られた時期とほぼ同時期に造られたものと考えられる。なぜ同

時期の方形周溝墓が竪穴住居跡と同じ区域に造られたかについては、1号方形周溝墓で述べたとおり

立地の関係があったものと考えられる。
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(S＝1/3）

図1784号方形周溝墓出土遺物

3号土坑墓

遺構（地形図172,図180,図版19)5Mグリッド

西丘陵の東向斜Il'll、急両端部付近の傾斜地に立地する。墓壌と考えられる士坑は、長径0.71m、短

径0.64mで、東側を4号土坑墓によって切られている。土器棺と考えられる霊は、士坑のやや谷寄り

に、正位で埋納されていた。堆積の状況から、この髪は最初に整地され（セクション③．④)、平ら

な面を造った後に埋納されたようである。蓋の胴部より、上層については、検出ができなかったため

不明である。また、この婆の中に詰まっていた土について、慎重な水洗を行ったが、玉類・骨片等を

確認することはできなかった。

遺物と所属時期

遺物は2353の髪C類1点のみである。ほぼ完形で、胴部外面には多量の煤が附着している。長く伸

びた、縁部の端部にわずかな段を持つ髪c類で、この周辺の蕊の典型を示すものである。外面は、ナ
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図1793．4号土坑墓周辺地形図(1/200)

ナメ方Ihjにハケ調整が施されている。外面に多量の煤が附着していることから、煮沸典として使われ

ていたものが転用されたことは間違いがない。

なおこの土坑墓は、比較的新しい様相を持つ髪C類が出tしていることと、後述するが、比較的新

しい様相の高坪が埋納されている4号土坑墓に切られていることから、Ⅱ－3期に所属するものと考

えられる。

4号土坑墓

遺構（地形図172,図180,図版19)5Mグリッド

東側を4号土坑墓によって切られ、墓坑と考えられる土坑は長径0.54m・短径0.62mである。土器

棺と考えられる壷は、土坑の中心に横位で置かれ、高坪の坪部の外面で壷の11縁部に蓋をするように

埋納されていた。堆積の状況から、この壷も最初に整地され（セクション③)、平らな面を造った後

に埋納されたようである。士坑の上層については、検出ができなかったため不明である。また、この

壷の中に詰まっていた士についても、慎重な水洗を行ったが、玉類などのほか、骨片等を確認するこ

とはできなかった。竪穴住屑跡の集中する場所に、多少時期が違うとはいえ、これら2基の北坑墓が

隣接して造られたことには、何がしかの理由があったものと考えられるが、今のところは不明という

ほかない。

遺物と所属時期(M181)

遺物は2354の高坪と2355壷の2点のみである。2354は高坪C類で坪部の一部しか残っていないが、

あまり内雪傾向を持たない、u縁部の広く坪部のやや浅いものである。不定方向のミガキが施され、

外面には煤が附着していた。2355はほぼ完形で、n縁部端部外面には2条の深い横線をいれ、その下

部は指ナデ痕を残している。Ill")部外面は、上から順に、横線・波状文・横線と入れた後に、列点文を

入れている。11縁部内面には羽状の列点文を入れた後に、不定方向のミガキを施している。
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3号土坑墓

>′

坑墓

5)7,5YR3/l(黒褐)砂質士。締I)なし

6j75YR3/4(暗褐)砂質士。締まりなし
7175YR4/4(褐)ﾈ,lj質土。

地山＊,'i質-t

r'7.5YR3/1(黒褐)粘質士。締りあり。

2；'7.5YR3/4(暗褐)砂質上。砂岩小牒を多く含む

:!7.5>YKl6(tti)砂貿上｡締まりあり｡
4)lOYR2/2(黙褐)砂質土。

O50cm

llllll

(S=1/10)

図1803．4号土坑墓実測図
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図1813．4号土坑墓出土遺物
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なおこのIを坑墓は、新しい様相を持つ高坪C類が出土していることと、胴部の最大径がやや下部に

ドがった、素が埋納されていることから、Ⅱ－4期に所属するものと考えられる。

段状遺構

遺構（地形図182,図183,II版19)2Kグリッド

メ

図182段状遺構周辺地形図（1/200）

<｜『一-－，

~＝三二一坐一一一－1
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〆一一一一一

一

、

、

_一L--L-一_一一一剖
トレンチ

※ 証’

ヘ
78.2,1

l75YR32(j,1A褐)砂質シルト。妙計小傑を多く含む。

2j5YR4/4(にぶい亦禍)砂Wiシルト。溝状遺附の'''1止

砂V|小牒を含む。

地lllVi･雛(_|上IﾉW111ll)・*,'i閲土(|櫛蝋1111）

2mU

－ 1ト同一，

(S＝1/50）

図183段状遺構実測図
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西丘陵の東向き斜面、尾根の頂上部より少し下った急斜面に立地する。幅8.03m・奥行き1.40m

(現存長）の長方形と考えられ、岩盤と粘質土を掘り抜いて山側の平坦面を削りだしている。両端部

の崩壊は激しく、谷側には多少の盛り土があったと推測されるが、急斜面であるため中央部の奥行き

以上には平坦面がのびることはないと考えられる。柱穴・壁溝・貼り床は確認できなかったため、竪

唖
zに

2358

一ー

一一一

／、
L－ノ

2365

◇

忠r 刀〃【一旦↑
2359

’

識III緋、
二万意
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、
－－

DeeG，｡。や0

岳
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至
善
室
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届竃‘鐘 010cm
戸一一→
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図184段状遺構出土遺物
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穴住居跡の可能性は低いと考えられるが、建物跡の可能性は高いものと考える。かなり大きい遺構で

あり、遺物の出土も良好である。また、この遺構は、E区の斜面で最も高位にあり、この上部には遺

構がなかったことから、出土遺物が流れ込みによるものではないことは確かである。そのため、何ら

かの遺構であることには違いなかろうが、今のところその性格は不明と言わざるを得ない。

遺物と所属時期（図184)

出土遺物は良好で、このうちの12点を図示した。2356は高坪B類で脚部で、比較的厚く、重量感が

ある。2358は高坪D類で、脚部端部の開きが著しく、穿孔はない。高坪F類の可能性も考えられるが、

薄手で小型品であるため、高坪D類の範晴の中で考えたい。2357.2360は、それぞれ器台の脚部と器

部であるo2361は壷B2類の口縁部で、比較的小型品であり、2363は壷の底部である。2362は鉢の胴

部であり、横線と列点文が入れられている。2359は髪C類の口縁部で、横線と細かい列点が入れられ

ている。2364は髪の底部である。2365は莞B2類で、口縁部に下から掻き上げた、ハケ調整が施され

ている。2366は妻A1類で、外面には条痕調整が施されており、口縁端部内面には条痕を用いた波状

文が入れられているが口縁端部外面のキザミは入れられていなかった。2367は莞C類で、口縁端部外

面には棒状工具を用いたキザミを入れ、その下部にはハケ調整を施し、胴部には横線と2個一単位の

列点文を入れ、その下部にハケ調整を施している。

なお、この段状遺構からは、莞A1類と比較的古層を示す器台・胴部中央部に最大径のある鉢が出

土していることから、Ⅱ－2期に所属するものと考えられる。

SKA01

遺構（図185,図版19)21Jグリッド

東丘陵の西向き斜面、丘陵端部付近の緩斜面に立地する。幅1.08m・奥行き1.07mの方形で、粘質

士を掘り抜いている。出土遺物は1点のみであるが、下層から出土しているため士坑とした。その性

格は不明である。

遺物と所属時期（図186)

出土遺物は1点のみである。2368は器台A類の脚部で、中空部は直線的にのび、比較的太くしっか

りとしたつくりであり、穿孔の一部がわずかに残っている。

なおこの土坑からは、出土遺物が4点のみであるため確証に欠けるが、比較的古相を示す器台が出

土していることから、Ⅱ－2期に所属するものと考えられる。

、震
A

－

A

A′
－

A′

ご 召 0

①lOYR2/3(黒褐)砂質シルト。粘性は少
ない。

②lOYR3/4(暗褐)粘質シルト
③①②の混入土◎
地山粘質土

2m

用司一声言一一一計

(S=1/50)

図185SKA01実測図

|｣I2368
010cm

信一

(S=1/3)

図186SKA01出土遺物
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SKA02

遺構（図187)24Jグリッド

東丘陵の西向き斜面、丘陵端部付近の緩斜面に立地する。幅

1.10m・奥行き0.76mの方形で、粘質士を掘り抜いている。そ

の性格は不明である。

遺物と所属時期

遺物の出土は無かった。したがって、所属時期も不明という

ほかない。

〆

咽
132

A′
■■■■■■■■■■■■■

76.5m

0

と迄主〃

SKAO2セクション

①lOYR2/3(黒褐)砂岩小喋を多く含む。
②lOYR4/3(にぶい黄褐)粘質土。
③7.5YR3/l(黒褐)砂質土。締りなし
地山lOYR5/6(黄褐）

(S=1/50

図187SKA02実測図

2m

SKA03

遺構（図188)20Gグリッド

東丘陵の西向き斜面、丘陵端部付近の緩斜面に立地する。長径2.66m(現存長）

方形で、粘質土を掘り抜いている。埋士は

･奥行き1.08mの長

隷躍孟雇凧二七医二息凧1
行遺跡ではこれと類似した士坑(SBA

01．02．03）を簡易式の炭焼き施設と考え－

ている。砂行遺跡の士坑が等高線に並行し

ているのに対して、深橋前遺跡の士坑は直

行しているという違いはあるものの、同種

の遺構と考えても良いのではなかろうか。

遺物と所属時期（図189

出土遺物は2点のみであるが、上層から、二EI旦初1J､乙,R､(/ノグメC､の'○刀ﾕ、一にﾉ曽刀ユK>c7.5YR3/2(黒褐)に4/4(褐)が混入。
地山粘質土

出土したものであり、流れ込みの可能性が

高い。2370は髪の胴部で、内外面に不定方図188

烈I 念、
、、

琴
2369

図189SKA03出土遺物
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SKA03実測図
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向のハケ調整が施されている。2371は壷の胴部で表面の摩耗が激しいが、波状文と横線が2段に入れ

られている。小片のため傾きは推定である。

なお、この士坑から遺物は流れ込みのものであり、時期は不明というほかない。

SKB03

遺構（図19126Bグリッド

東丘陵の西向き斜面、中腹付近の緩斜面に立地する。s

XB01の底部から検出された。長径1.32m・短径1.10mの

方形で、粘質土を掘り抜いている。その性格は不明である。

遺物と所属時期

、

－7ー

A
－

A′
－

出土遺物は1点のみで

ある。2369は高坪の脚部

で、比較的太くしっかり

としたつくりである。

なお、この士坑から遺

物は上層で出土したもの

であるため、時期は不明

としておきたい。

、2371
A

－

A′
－

78.13m

0 10cm

ｰ一一一

(S=1/3)

図190SKB03出土遣物
0

①lOYR2/2(黒褐)砂質土。炭片を多く含む。
②lOYR3/4(陪褐)締りあり。炭片を多く含む。
③②と同様･炭片非常に多い。
④7.5YR4/4(褐)粘質土。締りあり。
地山粘質士

2m

(S=1/50)

図191SKB03実測図

SKF01

遺構（図192)260グリッド

東丘陵の東向き斜面、丘陵中腹部付近の急

傾斜地に立地する。長径2.05m・短径1.50m

の円形で、岩盤を掘り抜いている。短軸方向

に植生による、径0.3mほどの撹乱がある。

埋土の堆積状況も不自然で、その性格は不明

である。

遺物と所属時期

遺物の出土は無かった。したがって、所属

時期も不明というほかない。

垂|§

麹｜
①lOYR4/3(暗褐)砂質土が粘質土に混入。
砂岩小牒多く含む。
②lOYR4/3(賠褐)･6/8(明黄褐)の混入土。
③lOYR4/6(褐)砂質土。
地山粘質土。砂岩多く混入。

0

”

S=1/50

図192SKF01実測図

艶’

2m
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SKF02

遺構（図19326Mグリッド

東丘陵の東向き斜面、丘陵中腹部付

近の傾斜地に立地する。長径1.97m・

短径0.88mの楕円形で、粘質士を掘り

抜いている。等高線に直行して掘られ

ている｡炭化物等の混入は確認できず、

埋土の堆積状況も単純であり、炭焼き

用の士坑とは考えられない。性格不明

の士坑である。

遺物と所属時期

遺物の出土は無かった。したがって、

所属時期も不明というほかない。

灘
B

－

B′
-75.1m

目
『
ぬ
吟
ｌ
くﾉ〆｡〆

戸

B′B
－

③③

麺’蓬｜
①7.5YR3/4(暗褐)砂質土◎砂岩小喋を含む。
締まりなし。

②7.5YR3/4(暗褐)砂質土。砂岩小喋を多く
含む。7.5YR5/6(明褐)が斑点状に少し混
入。

③7.5YR3/4(暗褐)砂質土。7.5YR5/6(明褐）
の斑点状に多く混入。
地山粘質士。
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ー
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図193SKF02実測図

SXB06

遺構（図194)26Zグリツ

東丘陵の西向き斜面、‐

ド

東丘陵の西向き斜面、丘陵中腹部付近の傾斜地に立地する。溝状の遺構で北西側はトレンチ切られ

ている。粘質士を掘り抜いて造られている。性格不明の遺構である。

遺物と所属時期

遺物の出土は無く、図示に耐えうる遺物は出土しなかった。したがって、所属時期も不明というほ

かない。

［
屋
『
②
ト

ーく～

驚
迂’

司|’

①7.5YR5/6(褐)砂質土。締りあり。砂岩小喋を含む。
地山粘質土。司ll

2m0

h

(S=1/50)

図194SXB06実測図

SXD02

遺構（図195)11Aグリッド

西丘陵の東向き斜面、丘陵端部付近のの傾斜地に立地する。溝状の遺構で南東側はトレンチ切られ
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ている。粘質土を掘り抜いて造られている。Ⅱ期の遺物が出土しているが、後述するSXD01と同様性

格不明の遺構である。
〔
屋
『
マ
ト

曇’

､
／
幅
）
蜘
）
師

①7.5YR2/2(黒褐)砂質土。粘性あり。締りなし。
②7.5YR3/2(黒褐)砂質士。粘性あり。やや締りあり。
③7.5YR4/2(灰褐)砂質土。粘性あり。締りなし。
地山粘質土

〃・〆
麺’ 0 2m

卜 叫

S=1/50)

図195SXD02実測図

遺物と所属時期（図196)

遺物の出土は少なく、図示に耐えうる遺物は2点のみであった。2372壷の胴部で、上部は板ナデ・

下部はハケ調整を施しているo2373は婆Bの口縁部で、横線と列点文が入れられている。

なお、この遺構からは出土した遺物はわずかであったため、所属時期については前述のSXB01と同

様不明としておきたい。

一

評
Ｕ

I

。-

〃
フ’β〃p〃〃'〃〃‘

。
ざ篭 010cm

f一一一

(S=1/3)2372

図196SXD02実測図

SUA01

遺構（図197,図版1921Gグリッド

東丘陵の西向き斜面、丘陵端部付近、傾斜変換点下部のやや平坦地に立地する。破片数でⅢ期のも

のと考えられる56点の土器が、集積して出土した。接合の結果、集積した土器は10点ほどであり、い

ずれも完形にできるものはなかった。遺物の状況から、廃棄された土器の痕跡と考えられる。また、

この集積が検出された層位は、Ⅱ期の竪穴住居跡が検出された層位と同じ面であったため、明確な生
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活面を確認するに至らなかった。なお、Ⅲ期の遺構は、E区の丘陵端部付近に立地する3軒の竪穴住

居跡とSUA01のみであり、この期の生活の痕跡は極めて小さいものと考えられる。

遺物と所属時期（図198

10点ほどと考えられる土器の中から、6点を図示した。日等
t～

2374は高坪F類の杯部で、坪部の外反が激しい。器面の摩く’〈｜

耗が激しいが、ナデ調整が施されていたと考えられる。

髄
斜

2375も高坪F類の杯部であるが、2374に比べ坪部の外反は

緩やかで､内外面のﾅデ調整が比較的よくわかる｡2377はの
高坪F類の脚部で屈折脚を持つものであり、内外面に板ナ・

デを施している。2378も高坪F類の脚部で外面は指ナデに

よる調整が行われているものと考えられる。2376は壷の底J、勺ﾛﾉIﾘ歪〃塾1」イノイしにv』'○、t）vノc－弓ノ〈‐しつイしっ○4J／Old､2曲Evノノ皇

麺 ’麹｜
部、2378は壷E類の口縁部で、2段立ち上がる接合面は擬

010cm

口縁のように鮮やかである。 －－」

なおこの遺物集積からは、高坪F類が出士していること (S=1/3)

からⅢ期と考えられる。図197SUA01実測図

2377

錘

具

公

2378

9

0 10cm

7 6－－

(S=1/3)

図198SUA01出土遺物

SUF01

遺構（図199)30Lグリッド

東丘陵の東向き斜面、端部付近の斜面に立地する。SBF35とSBF29の山側周溝の切り合う付近

の上層に存在する遺物集積である。しかし、これらの土器は、破片が多く、本来置かれた場所で出土

したものとは考えられない。何らかの理由でこの場所に廃棄されたか、上部の遺構から崩落したもの

かもしれない。しかし、集積した土器は地山上にプライマリーな状態で出土したわけではなく、下層

から検出されたSBF35とSBF29出土の遺物と、この遺物集積の遺物の時期差はほとんどみられな

い。単なる包含層遺物と考えられなくもないが、一応下層の遺構との関係を載せておく。
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図199SUF01実測図

遺物と所属時期（図200）

出土遺物は豊富で、このうちの13点を図示した。2380は高坪D類で、段上遺構から出土した2355と

共に最も小型の部類にはいる。2381も脚部の開きから高坪D類と考えられるが、坪部がやや開くこと

から、高坪C類の可能性もある。2382.2383はともに高杯の脚部であるが、2382は高坪D類、2383は

高坪C類の可能性が高い。2386は器台である。2384は壷B1類で、外面口縁部に5条の横線を入れ、

この上に2個一組3単位の棒状浮文を貼り付けている。胴部には横線・波状文・横線．細かい棒状工

具を用いた列点文の順に入れているが、波状文の下部は横線によって掻き消され、扇状に見える。胴

部の大部分に施されたミガキの単位はやや大きい。2385は壷の底部である。2387．2388．2389は壷B

1類の口縁部である。2390は妻A1類の口縁部で、受け口状の口縁部の外面には、不均等な波状文を

入れている。内面はナデを施している。2391は小型の壷であるが、手握ねではなく、外面は横線．細

かい竹管状の工具を用いた列点文を入れた後、細かいハケ調整を施している。内面は板ナデを施して

いる。2392は手握ね品ある。一応、台付尭、もしくは台付鉢の台部としておきたい。

なおこの遺物集積の出土遺物は、時期差が大きく、細分することはできないが、Ⅱ期の範晴より外

に出ることはあり得ないとしておくにとどめたい。
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図200SUF01出土遺物
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第2節I期の包含層出土土器（図201

深橋前遺跡では、I期の遺構は確認できなかった。そのためこの期の包含層遺物については、本節

でまとめて述べることにする。なお遺物が少なく、時期幅も大きいことから、小期区分は行わなかっ

た。そこで先行の研究成果に照らして、編年的に位置づけられるものについては、その型式・様式名

を参考までにそのまま用いたものであるo<"石器については、他の時期のものともまとめて本章第4

節で述べる。またI期の遺物の分布については、第7章第2節で詳述する。なおここで図示した土器

のほとんどは小片であるため、実測図の断面の傾き、拓本の向き等については、やや問題の残るもの

も多い。

①縄文時代早期～前期の土器

1001は、山形押型文をもつもの。1002．1003は、外面に山形押型文と横方向の押引を持ち、口縁部

内面に山形押型文持つもので、押型文終末期の相木式に属するものと考えられる。1004も1002．1003

と同様のものと考えられる。lOO5・lOO6も押型文を有するが、早期に属すると考えられるのみである。

1007は器面の摩耗が激しいが、隆帯と爪型文を持つ非常に薄い土器で、通称「おせんべ土器」と称さ

れているもので、早期末から前期初頭のものと考えられる。1008～1010は横方向と斜め方向の隆帯を

持つ土器であり、早期末から前期初頭のものと考えられる。1011は爪形文を持つ前期初頭の土器の口

縁部、1012は隆帯を持つ諸磯式の可能性のある土器である。

②縄文時代中期の土器

1013は隆帯3条のうち2条に爪形文を持つ北裏CI式の可能性のある土器、1014は隆帯2条の間に三

角形の刺突を持つ中期初頭の土器である。

③縄文土器ではあるが時期のわからないもの

1015は渦巻文を持つもの、1016は貼り付けの隆帯を持つもの、1018は無文のものであり、時期決定

する決め手に欠けるため、縄文土器として一括して取り上げる。

④弥生時代前期の土器

1019は浮線文系の土器の口縁部で、深鉢の可能性が高い。浮線の表現は沈線によって行われている

ため、弥生時代前期にずれ込むものと考えられる。1021．1022は条痕文系の素の口縁で、口縁端部に

は面を持ち、外面には突帯を貼り付け押圧を施している。頚部には不定方向の条痕を施している。弥

生時代前期前葉、樫王式併行の壷と考えられる。1020も、1021．1022と同様に、樫王式の壷の口縁部

と考えられる。

⑤弥生時代中期の土器

1017は壷の胴部で、隆帯を貼り付け、この上に棒状工具で押圧して列点を入れている。この下部に

は横方向のミガキが施されており、一部にはハケ調整の痕跡が残されている。おそらくハケ調整をし

たあとにミガキが施されたものと考えられる。内面はハケ調整の後にナデ調整が施されている。朝日

遺跡に同時期の類例があることから、弥生時代中期中葉、貝田町式併行の可能性が高い<2'o1023は条

痕系の帝の底部である。太い条痕をタテ方向に底部から掻き上げており、弥生時代中期中葉、貝田町

式の壷との可能性が高く、1017と同時期の遺物と考えられる。
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なお、深橋前遺跡周辺の遺跡では本遺跡と同様、1期の遺物の出土は非常に少なく、砂行遺跡で23

点・南青柳遺跡で2点図示されているのに過ぎない。

(1)春日井恒・早野毒人・藤田英博・近藤大典・長谷川幸志・三輪晃三・三島誠の各氏に全面的な指導を得た。

(2)石黒立人氏のご教示による。
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図201I期包含層出土遺物
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第3節Ⅱ。Ⅲ期の包含居士器

第1章第3節で述べたように、深橋前遺跡には、各遺構から崩落した遺物が、斜面の裾部や傾斜変

換点から多く出土する。これらは、どの遺構から崩落したものかが限定できないために、包含層遺物

として扱わざるを得ないが、この集落で使用されていた土器の様相を明らかにするため、非常に重要

である。そのため、小片についても極力図示することにする。本節で実測図を掲載した遺物は467点

である。なお、ここに掲載する包含層遺物についても、遺構内遺物と同様の精度で接合を行い、遺構

内遺物と同様の基準で図示している。したがって、遺構・包含層出土の実測図掲載遺物をもって、深

橋前遺跡のおおよその土器組成を理解していただいても、大きく現実から離れることはないと考える。

(1)高坪

①高坪A類（図202）＜2393～2406＞

口縁部の外反が強いもの（2096）や、口縁部の外反が比較的弱いもの（2397）のほか、高坪A類に

属さない可能性も否めない特殊な段を持つもの（2406）もみられる。ミガキは器面の摩耗のため確認

できないものもあったが、横方向は1点のみ（2397）であり、その他はすべてタテ方向である。口縁

部に波状文・脚柱部に横線文を持つものはみられなかった。また、接合を経ても完形に図示できるも

のはなく、脚部については厳密に分類できない。おそらくは、脚部が溌形に開き、脚高が高いものを

この類に分類できようが、ここでは深入りは避け、あえて⑦脚部一括においてその分類の可能性を述

べるに止めたい。

②高坪B類（図202）＜2407.2408＞

坪部が直線的にのびる、高坪B類の中でも坪部が比較的浅いもの（2407）がみられる。砂行遺跡で

は、高木宏和氏がⅥ－1様式の基準資料としたSBA26-SBC12から、この分類にあたる良好な資

料が出土しているが、（200O成瀬正勝）（2002高木宏和）深橋前遺跡からは遺構内外を問わず、ほと

んど出土していない。これが時期的な欠落を示すものか、様式的な欠落を示すものかは断定しづらい。

なお、脚部の分類に慎重を期すことについては、高坪A類で述べた事と同様である。

③高坪C類（図202.203）＜2409～2418>

包含層遺物をみると、内簿傾向の弱いものが多いが、遺構内出土遺物には内営傾向の強いものも多

くみられる。脚部も内誉傾向を持っていたようであるが(2410)、脚部の分類については、⑦脚部一

括に譲る。口縁部については、端部に面を持つもの(2412)、外面に横線を入れるもの(2415)、内面

を肥厚させ多状沈線を入れるもの(2416～2418)があり、内面を肥厚させて多状沈線を入れるものの

なかにも、端部を丸くおさめるもの(2416)、やや尖らせるもの(2417)、鋭く尖らせるもの2418)

がある。ミガキは、内面と口縁部外面に横ミガキを施すもの(2411)、比較的新相を示す可能性が高

い多状沈線を持つもの2416～2418に横方向の可能性があるほかはタテ方向である。この分類にあ

たる高坪は竪穴住居跡からの出土が多いわりには、包含層からの出土は少なかった。
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④高坪D類（図203<2419>

小型の高坪は1点のみしか図示し得なかった(2419)。脚部の分類については、⑦脚部一括に譲る。

⑤高坪E類（図203<2420-2421>

多の器種の可能性も考えられる小型品（2420)、外面に横線を入れたもの2421)がある。脚部の

分類どのような形態になるのかわからないので、⑦脚部一括でその可能性を述べることも不可能であ

る。

⑥高坪F類（図203）＜2422.2423＞

2点とも、坪部端部を垂下させたものである。この分類に属す高坪は、遺構内からはほとんど出土

せず、この高坪を基準資料とした所属時期（Ⅲ期）を示す遺構は非常に少なかった。しかし、⑦脚部

一括で述べるものも含めて、この分類の高坪は丘陵裾部でやや集中して出土している。わずかながら

もⅢ期にも、人の生活の痕跡があったことが認められる。なお、須恵器との共伴はなかった。

⑦高坪脚部一括（図203～206）＜2424～2493＞

ここでは、高坪の脚部について一括して述べる。遺構内出土の完形の高坪を参考にして、おおよそ

の分類を行った。しかし、このうち高坪E類については、屈折脚を持つという属性で分類されたもの

であるため、ほぼ確実に分類できているが、高坪B・C類については、内簿傾向を持つもの・溌形に

開くものが、双方にみられる可能性が高いため、厳格に分けられているものではない。また、脚端部

のみしか残っていないもの（2438.2439）については、器台の可能性も否めない。

口高坪A・B類(2424～2439)

脚柱部が厚くて比較的長く、脚端部に至っても内誉傾向を持ちにくいものを集めた。破片資料が多

いために、脚端部の成形はわからなかったが、穿孔についてはl孔、もしくは縦に2孔のものがほと

んどであり、特殊なものは極めて高い位置にあったもの（2035）のみであった。ミガキはタテ方向に

極めて丁寧に施されているものがほとんどで斜め方向のものも少なかった。

口高坪C類（2444～2464）

脚端部が内管するもの、もしくは内誉する蓋然性の高いものを集めた。内替の傾向には、脚柱部が

そのまま開きながら内管するもの（2456)、直線的のびた後に内誉するもの（2460）がある。また、

脚端部の成形は、面を持つもの（2463)、外面からのナデによってやや尖らすもの（2460）がある。

穿孔はl孔3組3穿孔・2孔3組6穿孔のものが多いが、3孔2組6穿孔のもの（2460）もあった。

ミガキはタテ方向のものもあるが、斜め方向のものも多い。

口高坪D類（2440～24432465.2466）

小型の高坪の脚部を集めた。いずれも小片で、接合部のみしか残存せず、充填接合のものが多いと

いう他は、述べることができない。

口高坪E類（2467～2493）

屈折脚を持つものを集めた。胎士は精綴で砂粒を含まないものが多く、赤色が強い。外面の最終調

整は、板ナデ・指ナデ・ナデが多くなり、ミガキを施しているものはかなり少なくなる。脚端部は屈
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折が強いもの（2493)、屈折が弱いもの（2489）がある。穿孔はほとんどなくなり、装飾性の少ない

小さな穿孔をl単位のみ持つもの（2479)、穿孔しかけでやめたものとも考えられるもの(2491)が

ある。なお、東海において、屈折脚を持つ高坪は、いわゆる松河戸期と宇田期のものがあるが、深橋

前遺跡からは両時期のものがみられる。須恵器との共伴はなかったため、宇田期の後半には及ばない

ものと考えられる。

（2）器台

①器台A類（図207）＜2494＞

いわゆる中空器台を集めた。比較的厚手で、器部端部には2条の横線を入れている。包含層遺物の

器台で細分できるのはこれが唯一である。

②器台器部（図207）＜2495～2511>

いずれも小片で、細分はできなかった。器部端部には横線を入れるものが多いほか、円形浮文を貼

り付けた比較的古相を示しそうなものもある（2506)。また、脚端部の可能性も否めないもの（2504）

もある。

③器台脚柱部・脚端部（図207)<2512～25132515>

いずれも小片で、細分はできなかった。また、器部の可能性の否めないもの(2515)もある。

（3）壷

①壷A1類（図208）＜2516.25172521.2522＞

口縁部内面に平坦面を持つ可能性のあるものを集めた。どれも口縁部に凹線を入れた、装飾の意図

のある広口壷である。赤彩によって円形の文様をつけたもの(2517)もある。

②壷A2類（図208<2523>

口縁部に入れられておらず、装飾性は低いが、赤彩のある広口壷を広義に解釈して分類した。

③壷A類胴部・底部一括（図208<2518～25202524～2527>

ここでは赤彩のある壷について一括して述べる。胴部は横線・列点文が基本パターンであるが、列

点文の入れ方は多様である。ハケ状工具を用いたもの（2518.2524）、竹管状工具を用いたもの

(1519)、棒状工具を用いたもの（2518.2520）があるほか、羽状に入れたもの(2524)もある。

④壷B1類（図208～210<2534～25532563>

赤彩のない広口壷は、ほとんど壷B1類に集められる。今少し細分することが可能かとも考えられ

るが、破片資料が多く、壷自身の絶対量が少ないため、一括して述べるに止める。口縁部には面を持

つものや、垂下させたもの（2547)、横線を入れるもの、列点を入れるもの（2532）など、バラエテ

ィーに富んでいる。円形浮文（2528）や、棒状浮文（2529～2531)を貼り付けた、やや古相を示すも



164第4章I～Ⅲ期の遺構と遺物

のもある。また口縁部の内外面に、ハケ状工具や棒状工具を用いて、羽状の列点文を入れたもの

(2541～2543もある。

⑤広口壷胴部一括（図210.213）＜2554～25622564～25712627～2628>

広口壷の可能性のある壷類の胴部を集めた。横線・列点文が基本パターンで、使用した工具も①壷

A1類と同様あるが、波状文を入れるもの（2516.2570）もある。最終調整はミガキが施されていた

ものと考えられるが、器面の摩耗のため、その痕跡の窺えるものは少ない。またハケ調整の痕跡が、

意識的にかどうかはわからないが、残されているもの（2560）もある。なお壷類は、遺構内に良好な

資料がが多い。

⑥壷C1類（図210.211）＜2572～2576>

内営傾向を持たない頚部を集めた。口縁端部には横線を入れるものもある。最終調整は、すべてミ

ガキである。

⑦壷C2類（図211)<2580～2582>

内雪傾向を持つ頚部を集めた。口縁端部には横線を入れるものがあるほか、工具は不明であるが、

細かい爪形の文様帯をやや重ねつつ数段に入れたもの（2528）もある。最終調整は、すべてミガキで

ある。

⑧壷C類胴部一括（図211)<2577～25792583～2585>

長頚壷の可能性を持つものの胴部を集めた。2577～2579は鉢等の可能性も否めないが、煤の附着も

なかったためここに分類した。2583～2585は、ヨコ方向のミガキが施されており、充填接合で脚をつ

けているもの（2585）もある。

⑨壷D類（図213)<2629>

二重口縁の壷は1点のみである。Ⅲ期の遺物は少なく、またこの種の壷はSUA01出土のものとあわ

せて2点のみである。

⑩壷E類（図212)<2586～2596>

手握ね品を除く小型の壷を集めた。プロポーションは多様である。また時期幅も大きいと考えられ

る。

⑪壷底部（図212)<2586～2596>

壷底部をすべて集めたもので、細分はできなかった。指ナデ・ナデ・ハケ・ミガキなど、調整のバ

ラエテイーは豊富である。また、内面に棒状工具を刺した痕跡のあるもの（2626）があるが、どのよ

うな工程の痕跡かは不明である。
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（4）鉢

①鉢A類（図214)<2630～2638>

口縁部に段を持つものを集めた。深橋前遺跡では、砂行遺跡などと同様、鉢で煮沸行為を行ったも

のらしく煤の附着するものが多い。壷や妻と同様に、横線・列点文が入れられたものが多い。完全に

受け口状になるものはなく、段があるにとどまっている。やや新相と考えられる、ミガキの施されて

いるものも多い。なお鉢と器台とのセット関係はそれほど多くないものと考えられる。

②鉢B類（図214<2639～2648>

口縁部にわずかな段を持つものを集めた。文様・調整などは、鉢A類と同様である。鉢A類より、

ミガキの施されている割合がやや多い。

③鉢胴部（図215<2649～2662>

鉢の胴部を一括して述べる。他の器種や鉢の口縁部と同様に、横線・列点文が入れられたものがほ

とんどであり、波状文を入れたもの（2656）もみられる。列点の工具は、棒状工具を用いたものがほ

とんどであるが、ハケ状工具を用いたもの（2649)、細かいひご状のものを簾状に編んで刺突したと

考えられるもの(2651)もある。ミガキはタテ方向のものもヨコ方向のものもあり、一般的に横線や

列点を入れた後に施されるのが普通のミガキが、先に施されているもの（2658）もある。

④鉢D類（図214<2663～2666>

A～Cに分類できない鉢類を集めた。Ⅱ．Ⅲ期より後継の可能性のあるもの（2663）もある。小型

品のため細かい時期ははっきりしないが、底部に布目圧痕のあるもの（2666）もある。

（5）妻

①髪A1類（図216)<2667～2682>

口縁が長く外反し、深鉢形を呈して条痕調整を施したもので、赤褐色の強い色調を持つものを集め

た。口縁部は上から下に、底部は下から上に向かって、タテ方向に条痕を施している。口縁部外面の

キザミも条痕によって施きれており（2670.2671.2675)、内面にも同じ条痕工具によって列点文

(2667.2669.2671）・波状文（2668.2670）を入れているものがある。また、包含層遺物にはない

が、底部には布目圧痕のあるものも多く、擬口縁によって底部の規格を統一しているもの（2681.

2682）も多い。頚部には横線を入れ、条痕の工具を用いた列点を入れたもの（2672）もある。これは

横線・列点文の文様構成と融合したものであり、『砂行遺跡』（成瀬2000）では妻A2類に分類してい

るものであるが、条痕調整に重点を置いて尭A2類をハケ調整のあるものとしたので、ここでは妻A

l類に分類することにする。なお、本来は簾状の工具を用いたものであるため「簾条痕」とすべきか

もしれないが、弥生時代中期や信州地方にみられる「簾状文」との混乱を避けるために、単に条痕と

することにする。『砂行遺跡』では「櫛条痕」をとしているが、ここで単に条痕としているのは、こ

の考え方に非常に近いものと考えていただきたい。
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②窪A2類（図217<2683～2699>

*A1類と同様のプロポーションおよび色調で、条痕調整ではなくハケ調整に変わったものを集め

た。ハケ目はタテ方向がほとんどで、口縁端部外面にキザミはが入れられているものもある。またま

れに、板ナデの施されているもの（2698）もみられる。

③髪B類（図218<2700～2711>

受け口の妻をあつめた。段の弱いもの（2700.2706.2709)や、非常に段の強いもの(2705)があ

る。口縁部外面の段の部分には、列点文やキザミが入れられてものも多い。列点文は、竹管状工具を

用いて刺突したもの（2700)、細い棒状工具を用いたもの（2702)、ハケ状工具を用いたものがあり、

ハケ状工具を用いたものは、単に押しつけたもの（2701.2704など）と、押しつけた後に角度を変え

て2度押ししたもの（2703）がある。最終調整はハケが主流で、板ナデのものもあるが、ミガキを施

したものは見あたらない。加茂郡富加町の後平遺跡では、これに属する莞が多くみられるが、深橋前

遺跡ではそれほど多くない。これは深橋前遺跡が、時期的にやや下るか、伝播の方向が違うことから

きているものと考えられる。

④髪C類（図218～219)<2713～2727>

深橋前遺跡の最も多いプロポーションの莞である。口縁部の面取りも、わずかな段と理解したので、

口縁部が長くのびる莞は、すべて髪C類となる。口縁端部にはキザミや、列点文が入れられているも

のがある。また、胴部に波状文が入れられているもの2716)もあり、これは赤褐色の強い色調で、

尭A類の流れを引くものと考えられる。

⑤まり類（図220～221)<2728～2758>

いわゆる<の字尭を集めた。プロポーションも文様構成も多様で、時期的にも幅が広い。ナデを施

す前の指押圧痕が残っている粗製の妻（2748など）も多い。

⑥萎E類（図222）＜2759～2763＞

S字尭は山間地では少ない種類のものであるが、これらについては、第7章第4節で詳しく述べて

いるのでここでは省略する。包含層から出土したものは、すべて小片であるが、極力図示した。

⑦壷F類（図222）＜2764～2766＞

直立口縁の髪についても、第7章第4節で詳しく述べているのでここでは省略する。

⑧壷G類（図222）＜2767～2770＞

A～F類に属さないものを集めた。髪F類に近いもの（2768)、新しい時期と考えられるもの

(2769）などがある。
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⑨妻口縁一括（図222)<2771～2774>

口縁部のみしか残存していない莞を集めた。口縁端部の整形に特徴のあるもの(2771)、キザミ・

列点・横線を入れ頚部のくびれの緩やかなもの（2774)、口縁部にわずかな段をつけ横線を入れたも

の（2772)、などがある。

⑩妻胴部一括（図222）＜2775～2777＞

尭胴部で文様構成などに特徴のあるものを一括して述べる。横線が多状のに入れられているもの

(2776)、押し引き気味の刺突を持つもの（2777）がある。

⑪平底妻底部（図222～224）＜2778～2818>

平底の尭の底部をすべて集めた。山間部の遺跡のために、平底妻の割合は非常に高い。擬口縁で底

部の整形を行っているもの（2783など）や、膳状に底上げをしているもの2815など)、底部中央に

穿孔のあるもの(2818)などがある。調整については、ハケ・板ナデがあるほか、指ナデや指押圧痕

が残っているものもある。

⑫台付妻台部（図224<2819～2839>

台付妻の底部をすべて集めた。溌形に開くもの（2826.2829）や、自重によって接地面に平坦面がつ

いたもの（2831.2833)、外面からのナデによって先端部がシャープに整形されたもの(2838)など

がある。

（6）その他もの

①煮沸に使われない鉢（図225）＜2840～2846＞

煤の附着しない鉢で、煮沸に使われないものを一括して述べる。ミガキを施したもの(2841)、ナ

デ調整のもの（2843）もあるが、ほとんどは板ナデを施している。高坪F類と胎土・色調が同様で、

おそらくⅢ期に所属するものと考えられる。

②小型の坪（図225）＜2847～2852＞

小型の坪を一括して述べる。ほとんどは、手握ね・指ナデによって整形きれている。

③その他の小型品（図225）＜2853～2857＞

ここまでの分類に属さない小型の土器を一括して集めた。坪もしくは妻になると考えられるもの

(2853～2857)、壷形になると考えられるもの（2858.2859）がある。また、底部に焼成前の穿孔のあ

るもの（2857）もある。
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